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　序章




　その少年は、闇やみの中にいた。

　一いつ切さい光の差し込こまない、昏くらく狭せまい牢ろう獄ごく。

　光から隔かく絶ぜつされた彼の肌はだはゾッとするほど白く、生気に乏とぼしい頽たい廃はい的な透とう明めい感を漂ただよわせていた。半はん裸らの背は冷たい床ゆかの感かん触しよくを直じかに感じ、両手は鎖くさりで繋つながれ、思うように動かせない。五体は衰すい弱じやくし、疲ひ労ろうと飢き餓がで終しゆう焉えんが近い。

　何より、もうその心が砕くだけていた。

　肉体のみならず、心まで闇に堕おち、ただここで朽くち果てるだけ。

　その運命を、一発の蹴けりが打ち砕いた。

　打だ撃げきの域を超こえ、全すべてのしがらみや因果をぶち壊こわし、蹴り飛ばす──そんな意志の込められた一撃が重厚な鋼鉄製の扉とびらを粉ふん砕さいし、牢獄と通路を繋ぐ。

　床に伏ふしていた少年は、顔を上げて音の響ひびく方向を見た。闇に支配された牢獄に、今一筋の光が差し込み、一人の青年が足を踏ふみ入れる。

「わりィ……遅くなった」

　単なる照明の光は、その青年の背を通すことで崇すう高こうな後光を思わせるものに変わった。

　彼が纏まとうのは、豪ごう奢しやな装そう飾しよくを施ほどこされた漆しつ黒こくのインバネス。

　その下の肉体は極限まで疲ひ弊へいし、全ての癒いやしを否定するほど傷ついていた。着ている黒いシャツは胸むな元もとが大きくはだけ、布地にはドス黒い血が滲にじんでいる。

　少年同様、彼もまた終わりが近い。そんな体なのに、やってきた。

「ダセェ…………負けちまった。けど、よ……やり残したことぐらい、済ませとかねーと、な。あと一仕事、だ。継けい承しようによらず人工的に貴族を作り出すだぁ……？　ガキを集めて胸クソわりーことしやがって……！　ただいたぶって殺しただけだろーが…………!!」

　彼は怒いかっていた。この施し設せつで行われたことに怒り、たとえ敗走の恥ち辱じよくに塗まみれても、囚とらわれた者達を救いに来た。

「だ……れ…………？」

　少年の問いに、青年は微び笑しようして答えた。

「闇黒卿ダークロードと呼ばれてる」

　身を屈かがめ、青年は少年に手を差し伸のべた。

「立てるか？」

「他の、子は…………？」

　消え入りそうな声に、青年の顔に昏い翳かげが差した。

「僕ぼくは、いい、から、他の子を助けて、あげて…………」

　悲痛な懇こん願がんに、青年は悲しげに首を振ふった。もう遅い。手遅れだった。

　青年の深い深い闇色の瞳ひとみに、慙ざん愧きの念が刻きざまれていく。

「もう、誰だれもいない。お前以外は……皆みな、死んだ。遅かった…………」

　最下層のこの牢獄に辿たどり着くまで、いくつもの死を見てきた。無残な幼い死体を見るたびに、彼の心は抉えぐられていった。見つけられたのは、この少年だけ。

　だが少年の表情に救われる喜びはない。涙なみだも出ない。悲しみなどという情じよう緒ちよ的なものは、とうの昔に失われた。そうでなければ、生きていけなかった。

　自分の心を壊してしまうしか、生きていく術すべはなかった。

　己の無力さに唇くちびるを噛かみ締しめながら、青年は手を伸ばし、少年の頬ほおに手を触ふれる。

　目が合ったとき、青年から驚おどろきの言葉が漏もれた。

「お前、まさか…………？」

　少年の瞳は白く濁にごり、焦しよう点てんが定まっていなかった。見下ろす青年の顔はおろか、通路から届く照明の光さえ認識していない。

「見えない、のか…………？」

　少年は頷うなずく。暗い牢獄の闇でかろうじて正気を保てたのは、すでに光を失っていたから。

　すでにその視界は闇に閉とざされていたから。

「元から……？　それとも…………ここでそうされたのか？」

　少年がまた頷く。連れて来られる前のことは覚えていない。ただ、ここよりはマシだったと思う。視力はここに来てから奪うばわれた。

　青年はあらためて自分と少年の状じよう況きように思いを馳はせ、沈ちん痛つうな面おも持もちで告げる。

「俺おれは……お前を助けてやれない」

　それが現実だった。もう体の限界が近い。さっきの蹴りが、文字通り死力を尽つくした最後の一撃だったのだ。

　苦く悩のうの理由は、もう一つあった。

　いっそ、希望がなければ諦あきらめもつく。なのに、この少年と目が合ったとき、気づいてしまった。理解してしまった。

　彼もまた自分と同じであることを。その称号なを受け継つぐに足る資格があることを。

「マジかよ…………ついてんだかついてねーんだか…………死に際ぎわに、跡継ぎと対面かよ…………！」

　皮肉きわまりない運命に、青年は自じ嘲ちようする。だが、そのおかげでこの少年に与えることができる──己の全てを。

「……お前にしてやれることが、一つだけある。選べ。ここで死ぬか、俺の跡あとを継いで貴族になって生き延びるか」

　それだけしか、与えてやれる道はなかった。

　だが少年は首を横に振る。

「……僕、だけ、行けない。皆、死んだ、のに…………」

　消え入りそうな小さな声。それでもそこには確固たる意志が込められていた。懲ちよう罰ばつ房ぼうにあたる最下層のこの場所に閉じ込められたのも、同じ境きよう遇ぐうの者達の殺害を強制されたから。自分に対する仕打ちはいいが、他人を傷つけることは、できなかった。

「……ガキが肩かた肘ひじ張ってんじゃねーよ。一人で立てないなら、誰かによりかかればいい。お前が一人で立てるようになったら、今度はお前が他の誰かを支えてやればいい」

　青年は彼から離はなれ、一枚のカードを差し出す。その絵え柄がらはどこか青年の面おも影かげを漂わせる、漆黒のインバネスをまとった銀ぎん髪ぱつの男性だった。

「お前、まだ何も見てないだろうが…………こんな穴蔵しか知らねーくせに、絶望してんじゃねーよ、バーカ。イラつくんだよ、そーゆーの。希望なら俺がくれてやる。引けよ」

　少年はまた首を横に振った。

　自分だけ、行けない。自分だけ救われることなど許されない。

「罪と感じるなら、罰がほしいなら、俺がくれてやる。貴族様のお言葉だ、ちゃんと聞けよ？　死ぬことがお前の罪で、生き延びることがお前に科せられた罰だ」

　それきり、青年は押おし黙だまった。

　後はただ待つだけ。

　やがて、少年は動き出した。

　両手は鎖で繋がれ、脚あしにも力が入らないから、這はって進んだ。ほんの少し、ほんの少し身を伸ばせば届く距きよ離り。それが、途と方ほうもなく長く感じた。

　青年は動かず、ただ地を這い蹲つくばる少年を見つめる。

　やがて、少年は辿り着いた。

　苦難を乗り越こえ、自らその称号なを掴つかみ取る。両りよう腕うでが動かないから、その口でカードの端はしを咥くわえる。

「よくやった」

　青年は身を屈め、幼き後こう継けい者しやをそっと抱だき締める。途と端たん、彼の纏っていたインバネスがその形を解き霧きりのように四散した。すぐに衣ころもとして再構築され、それは新たな主を覆おおう。

　荒あらい息いき遣づかいの少年に、青年は右腰につけていた漆黒のカードケースを取り外し、その手に握らせる。

「やるよ。好きに使え」

　それは、その肉体さえ他人の所有物とされた少年にとって、初めて与えられた贈おくり物。

　硬こう質しつなケースごと少年を包む手は、大きくて温かかった。

「俺の……いや、お前の称号なに群がってくる敵がいても、それがあれば大たい抵ていは切り抜ぬけられる。けど、もし……もし“〝王ヤツ”〟が来たのなら、“〝王ヤツ”〟と対たい峙じすることになったら──」

　青年の表情に、苦く渋じゆうの色が宿る。この少年への継承に対する、最大の懸け念ねんはそれだ。

　この少年に、自分と同じ道を引き継がせる気はない。ゆえに、あくまでも彼の幸せだけを願い、保険として告げていく。

「“〝王ヤツ”〟がいることでお前が幸せになれないんだったら……そのときは、デッキを完成させろ。全てのカードを埋うめるんだ。それしか術すべはない」

　青年は絶え絶えの呼吸の中で、言い聞かせるように告げた。これだけは言いたかった。

　他に最低限必要な知識は、自動的に受け継がれる。自分もそうだった。

　そして、継承はなされた。

　少年の肉体が、徐じよ々じよに変化していく。その黒くろ髪かみが眩まばゆい銀髪に染まり、逆に青年の髪が本来の色である漆黒へ舞まい戻る。

　そしてさらに少年の瞳が──深い闇色のそれに、青年の瞳と同じ色に染まっていく。

（………………!?）

　少年の体に、変化が生じていた。奪われていた感覚が、もう忘れ去った感覚が甦よみがえろうとしている。

「貴族は、称しよう号ごうと力だけでなく、時には身体的な特とく徴ちようも引き継ぐ。俺もそうだった………よく見えるぜ、その目。全ての闇を見通し、闇を駆かる。それが闇黒卿ダークロードだ」

　受け継いだ称号が、少年の視力を取り戻す。徐々に、世界の輪りん郭かくがはっきりしていく。

「……ちゃんと見てこいよ、その目で。顔上げて、背筋伸ばして、前向いて、ちゃんと見てこい。そう捨てたもんじゃねーぞ？　この世界」

　少年もそう思った。だって、彼がいてくれる。自分に初めてぬくもりを与えてくれた、彼がいてくれる世界なら、きっと光に溢あふれてる。

　やがて、希望の象徴しるしたる青年の顔を、はっきりと少年の瞳が映し出す。

　世界に希望があると信じる少年の頭を撫なでながら、青年は言った。



「元気でな」



    

  
    
      　第一章　闇やみ来きたる






　闇の中を少女が駆け抜けていた。

　年ねん齢れいは十一、二歳さい、まだまだ幼い顔立ちだが、あと数年すれば間ま違ちがいなく異性の目を惹ひかずにはおれない、未完成の「美」が溢れ出ている。

　どことなく気品のある容よう貌ぼうに、思わず微笑ほほえみ返したくなるような愛くるしさ。

　だが単なるかわいさに留とどまらず、その顔には自分の存在を貫つらぬき通すはっきりした意志が滲にじみ出ている。

　今足を止めたのも、諦めではなく、あくまでも彼女自身の意志。

　唇を真一文字に結び、背後を振り返って腕うで組ぐみの姿勢を取る。

　やたらと尊大な態度だが、この少女がとると妙みようにハマっていた。

　薄うす汚よごれた街灯がその身を照らし、夜の闇の中にはっきりと彼女の姿を映し出す。

　子供らしいピンクのワンピースに、やや発育不良の痩やせた体。腰まで伸ばしたプラチナブロンドの髪を暗闇に煌きらめかせながら、彼女はやや舌足らずな声で追つい跡せき者しやに言い放った。

「しつこいぞ、お前ら。そんなに私が好きなのか？」

　少女の言葉に呼応し、闇の中で影が蠢うごめく。

　それはすぐに人の形を取り、少女の前に進み出る。体格のいい三人の男達は、皆その内面を示すような粗そ暴ぼうな顔つきで、荒あら事ごとを生業なりわいとしていることがすぐにわかった。

　少女はこの男達から逃のがれるため、街中を駆け抜けていたのだ。逃とう走そうの時間がそれなりに長かったせいか、男達の息は少し荒い。標的の少女は、思いの外すばしっこかった。

「誰が……いいかげんおとなしくしろ、クソガキ！」

　リーダー格とおぼしき、髪を綺き麗れいに剃そり上げた男が前に進み出る。子供なら見ただけで泣き出しそうな凶きよう暴ぼうな顔つきだが、少女は臆おくせずあかんべえをキメてみせた。

「だ～れがお前らなどに捕つかまるか。バーカ、バーカ」

　屈くつ強きような大人三人に対し、この態度。胆きもが据すわっている、というだけでは片づけられない。

　だがいかに気き丈じようだろうと、彼女がか弱い少女であることにはかわりない。

　三人の男達はじりじりと距離を詰つめ、彼女に掴みかかろうとしていた。

　少女もそれを敏びん感かんに感じとり、逃走のタイミングを図っている。足の速さにも、反射神経にも自信はある。うまく掴みかかる瞬しゆん間かんを見切り、今度こそまくつもりだ。

　しかしさすがに男達も過小評価をあらため、大人のずる賢がしこさでの籠ろう絡らくを試みてきた。

「いつまで逃げる気だ……？　戻っても、どうせお前は厄やつ介かい者ものだぜ？」

　リーダー格の背後にいた男が、底意地の悪い口調で声をかける。

　同じくリーダー格の背後にいたもう一人の男も、嘲あざけりを少女に浴びせかけた。

「そうだ、母親だってきっとそう思ってる」

　突つきつけられた言葉に、少女の顔が強こわ張ばる。男三人を相手にしても平然としていた顔に、年相応の怯おびえと儚はかなさが宿った。

　しかしそれを気丈にもはねのけ、少女は大声で言い放つ。

「黙れ下げ郎ろうが！　その汚けがらわしい口で母様を語るな!!」

　凜りんと立つ少女は、その歳としで確固たる自我を内に秘ひめていた。

　男達もその気き迫はくに少しだけ気け圧おされるが、すぐに無情な腕わん力りよくの差に気づき、嘲ちよう笑しようを浮うかべながら近づく。

　再び始まろうとする逃走劇──それを、妖よう艶えんな声が制した。

「少し、静かにしてくれるかしら？」

　少女の背後からやってきた声の主に、男達の目は釘くぎづけになった。

　元々少女を追うのはあくまで仕事、幼女趣しゆ味みなど欠片かけらもない。いいかげん追いかけっこには辟へき易えきしていたが、眼前の女はいくら息を切らして駆けても、捕つかまえる価値があった。

　年齢は十八、十九──標的たる少女と異なり、すでに芽め吹ぶいて花を咲かせた美び貌ぼう。勝ち気で男の下げ劣れつな視線など一笑にふす典てん雅がな顔立ちは、特に大きく開いた黒こく瞳どうが目を惹く。

「誰だれだ……お前？」

　リーダー格の男が、生なま唾つばを飲み込みながら尋たずねた。

　すでに興味は新たな女に移りつつある。毛先だけが緩ゆるくカールしたロングの黒髪も好みだし、何よりその肢し体たいがたまらない。圧あつ倒とう的な重量感を湛たたえて突き出した胸は、胸むな元もとが大きくカットされたブラウスのせいで、それこそ零こぼれおちそうだ。ミニのタイトスカートから伸のびるレースのストッキングに包まれた脚も、肉感的で欲よく情じようをそそる。

　後ろの二人も同調しているらしく、互たがいに顔を見合わせながら、じりじりと距離を詰めていた。

　自分に向けられた欲情を自覚し、女は冷れい酷こくな表情を浮かべて鼻で笑った。

「ホンット、男ってバカね。悪いけど、あなた達みたいなクズに指一本触ふれさせる気なんてないわ」

「そうかい……」

　低く呟つぶやきながら、リーダー格の男が先せん陣じんを切ってゆっくりと歩を進める。

　女性は微び動どうだにしない。嘲りを隠かくさず、そっと自身の胸の谷間にその細い指を埋めた。



    

  
    
      　扇せん情じよう的な動作が、男達の欲情に火を点つけた。女性の指が、柔やわらかな谷間から何かを引き出すと同時に、彼らはタイミングを合わせて飛びかかってきた。

　飛びかかる三人に、迎むかえ撃うつ美女。

　絵になる構図の成立を、物もの憂うげでけだるげで静せい謐ひつな声が妨さまたげた。

「琉る妃き」

　背後から名を呼ばれ、女性は硬こう直ちよくした。

　男達も動きを止め、琉妃と呼ばれた女の顔に見入る。

　街灯の下で映はえる美貌の頬ほおに、背後から伸びた手が触れていた。五指は全すべて長く整い、その繊せん細さいでなめらかな動きを想像させる。

　何より──白い。

　その手は、ゾッとするほど白かった。透すける肌はだとよく言うが、その圧倒的で退たい廃はい的な透とう明めい感の前では、陳ちん腐ぷな表現だ。視界に灼やきつく肌はただ──白い。男達がこれまで見たどんな女の肌よりも、今そこに立つ琉妃という名の女よりも、元々の標的である少女よりも──白く美しい。

「だ、誰だ!?」

　かすかな怯おびえを込こめ、男達が問う。琉妃の背後にいるせいで、まだその輪郭が掴つかめない。

　いや、そもそもいつからいた!?　琉妃の傍そばにいたのなら、確実に視界に入っていたはず。灯あかりの真下にいなかったとはいえ、何な故ぜ気づかなかった!?

「ルイヤ様……」

　畏い怖ふを湛えながら、琉妃はその名を呼ぶ。頬に触れる指がもたらした官能ゆえか、頬がかすかに赤く染まる。

「退さがれ。俺おれの仕事だ」

　また、白い手が琉妃の背後から伸びた。両りよう腕うでがそっと彼女の腹に巻きつき、抱きすくめるような形で、彼女を男達から退かせる。

「ですが…………」

「俺は退がれと言った」

　耳元で囁ささやかれる声。威い圧あつするにはほど遠い声に、琉妃は狼ろう狽ばいした。小さく頷うなずいた後、すぐに場を譲ゆずる。

　彼は琉妃を両腕から解放すると、街灯の下に進み出てゆき、その姿を少女と男達に晒さらす。夜の闇と同化していた存在が、今己の意志によってその輪郭を取り戻し、再構築される。

　すでに晒した手と同じく、その青年の肌は退廃的な白さを誇ほこっていた。纏まとうシャツとスラックスが黒なだけに、コントラストで余計にその白が際きわ立だつ。

　シャツのボタンはほぼ全てが外され、かろうじて下部で留まっているだけだ。当然、その胸元は大きくはだけて肌を晒している。袖そでのボタンも外されているため、着るというより羽織るという方が正しいかもしれない。

　服装と肌だけで充じゆう分ぶん人目を惹ひくが、その青年の真価は首から上にある。

　どこか物憂げで陰いん鬱うつな翳かげを漂ただよわせた気品のある秀しゆう麗れいな容貌は、琉妃と呼んだ女性すら凌しのぐ深い深い闇色の瞳を具そなえていた。すでに男達はその極ごく上じようの黒くろ真しん珠じゆに似た瞳に精神を吸い込まれたのか、微動だにできない。

「……こんな夜よ更ふけにガキを追う、か。妙な趣味がなければ、理由は一つ。だが俺の街で、人買いを許可した覚えはない」

　気だるげにいい、ルイヤと呼ばれた黒衣の青年は髪かみを掻かき上げた。頭とう髪はつは眩まばゆいばかりの銀髪で、街灯の光に透け、そこだけ光の粒つぶが舞まっているかのような印象を与あたえる。

「俺の……街？」

　男達は皆みな首を傾かしげ──気づいた。眼前の青年の正体と称号なに。

「あ、アンタ……貴族か!?」

「〈黒こく宵しよう街がい〉の……領主…………」

　なさけないほど狼狽し、慌あわてふためく男達。

　ルイヤはそれをつまらなそうに見つめ、すでに決定された事じ項こうを冷れい徹てつに宣告する。

「もう判決は下っている。素す直なおに咎とがを受けるか、俺の脚をわずらわせるか、どっちだ？」

　好きにしろ、と言外で告げるような口調だった。

　男達は互いに顔を見合わせ、対応を考える。平民たる自分達が貴族に牙きばを剥むく愚ぐ行こうはわかっている。だが、貴族の領地で禁を破った以上、待っているのは残ざん酷こくな末路だけだ。

　座して死を待つ気は──ない。

　互いの意思を確認し、彼らはたとえ無む謀ぼうと自覚しつつも、ささやかな反はん抗こうに出た。

「う……うァァァァ!!」

　先んじて、一人がルイヤに駆かけ出した。勝算も何も無く、単なる突とつ進しん。平民が貴族に立ち向かえば、基本的にこうなる。

　貴族たる自分に牙を剥く愚おろかな平民を、ルイヤはどこか愉しげに見つめていた。

「ちょうどいい。定期的に蹴けらないと、勘かんが鈍にぶる」

　男の無む為いな突進はルイヤの疾しつ風ぷうに似た足あし払ばらいであっさり止められた。

　長くしなやかな脚あしに絡からめ取られ、体勢を崩くずす男──頭から地面にぶつかる前に、駄だ目め押おしでルイヤは後頭部を踏ふみしめた。

　グチャ、と鼻の潰つぶれる嫌な音がして、男は身動きを止めた。鼻血は石いし畳だたみの上をつたっていくが、男自身はピクリとも動かない。

「まず一人」

　面めん倒どうそうにルイヤが呟く。気分としては、無力な蟻ありを踏み潰した感じに近い。露つゆ払はらいをするように、蹴った左脚を軽く振ふる。

「チクショウ!!」

　怯えの交じった言葉を吐はきながら、もう一人の男が懐ふところから細身のナイフを取り出す。街灯の光を跳はね返す凶きよう器きを見ても、ルイヤは動じない。男自身、凶器を手にしても精神的な優位などまったくない。

「…………！」

　ありったけの気力を振り絞しぼり、男はナイフを手にルイヤに突っ込む。

　既き視し感を覚える光景に、ルイヤはふう、と軽く息を吐き、右腰に手を伸ばした。装そう飾しよく品ひんの類たぐいは一いつ切さい身につけていないが、唯ゆい一いつ腰の右だけにはベルトにひっかける形で、貴族として下か賜しされた品がある。

　それは精せい緻ちな彫ちよう刻こくを施ほどこされた、漆しつ黒こくのカードケース。

　とはいえ、中の品を取り出すような隙すき間まは一切無い。「闇やみ」を塗ぬり込めて凝ぎよう縮しゆくさせ、外界からのあらゆる干かん渉しようを妨げるよう閉じ込めた──そんな品だ。

　しかし、主の白い指先が触れた瞬しゆん間かん、封ふうは解かれた。

　カシュッと短い駆く動どう音おんが響ひびき、ケース全体に刻きざまれた溝みぞに沿って各部が展開し、一回り大きさが増す。

　ケースの上部も開放され、今一枚のカードの先せん端たんがそこから飛び出してくる。

　ルイヤは揃そろえた人差し指と中指でカードを引き出し、その角を口に咥くわえて残酷に告げる。

「消えろ」

　指先が閃ひらめき、カードが男にかざされる。

　そこに刻まれているのは絵え柄がらとナンバー、そしてその名。

　──ナンバーＸ──《暗ワ黒ー星ム》──

　宇そ宙らを思わせる濃のう紺こんの背景に、全てを呑のみ込む闇あん黒こくの星が一つ。

　その場にいる全ての者がその絵柄を認識したとき、カードから絵は消え、完全なる白ブ色ラ無ン地クと化した。

　かわりに──カードから抜ぬけ出た星は、今男の眼前に！

「ヒッ……」

　上げようとした悲鳴すら、それに呑まれていた。

　最初は小さな手のひらに載のるほどの黒い球体──それは瞬しゆん時じに人の頭ほどに大きさを増し、男の全身を吸い込んだ。

　同時に球体は消え、ルイヤはカードをケースにしまう。

　後に残ったのは、無。

　貴族に刃やいばを向けた愚かな平民は、もうどこにもいない。

「後はお前だ」

　静かな言葉に、残されたリーダー格の男は総毛立った。恐きよう怖ふなんてもんじゃない。目の前で見せつけられた貴族の力は、抵てい抗こうの意志全てを根こそぎ奪うばい去った。

　もう叫さけびすら上げられず、男は背を向けて全速力で駆け去っていく。

　ルイヤは追おうとせず、満足げに微び笑しようしながら言葉を紡つむいだ。

「そう……それでいい。逃げて、雇やとい主ぬしに俺の名を伝えろ。いずれ出向く」

　一人は領主の威い厳げんを知らしめるために消した。

　一人は伝言役として生かした。

　残るまだ足あし蹴げにしている一人は──

「明日吐かすか。琉妃、持って帰るのも面倒だから、動けないように簀す巻まきにした後、貼はり紙してその辺に捨てておけ」

「はい」

　とんでもない指示に平然と頷き、琉妃はいそいそと作業に移る。主の意思を先読みしていたのか、すでに道具は準備済みだ。ルイヤに場を任せた間に調達しておいたらしい。

「……で、お前なわけだが」

　ルイヤは少女に目を落とす。てっきりドサクサに紛まぎれて逃げ出すかと思っていたが、彼女はこの場に留とどまり、全てを見つめていた。

　ルイヤに、貴族に見つめられている今でさえ、物もの怖おじせず対等な口を利きく。

「お前、貴族か？」

「ああ」

「貴族は、皆あんなことができるのか？」

「貴族による」

「どうしてできるのだ？」

「下々の者には言ってもわからん」

「馬ば鹿かにするな」

　ムムッと唇くちびるを尖とがらせる少女を、作業を終えた琉妃がたしなめる。

「あなた、誰だれに口を利いているかわかっているのかしら？　この方はこの街の領主よ？」

「ああ、それがどうかしたか？」

「……何も感じないのかしら？　貴族を前にすれば、普ふ通つう…………」

　首を傾げる琉妃に対し、ルイヤは面倒そうに肩かたを竦すくめた。

「ガキだから、でいいだろう」

「失礼な。私はガキじゃない、プリエラという立派な名前がある」

　腕うで組ぐみをしながら名乗り、プリエラは膨ふくらみかけどころか、ほぼ平へい坦たんな胸を張る。

　その態度に琉妃は柳りゆう眉びを寄せるが、ルイヤはさして気にしたふうもなく言う。

「そうか、わかったクソガキ」

「誰がクソガキだ！……ったく、お前、名は？」

「ルイヤ＝オフェル・クロス」

「称号クラスは？」

「闇黒卿ダークロード」

　名乗られた称しよう号ごう──あらためて突つきつけられる「貴族」という存在にも、プリエラは一いつ切さい動じない。

「で、何でこんな時間に貴族がうろついてるのだ？」

　そっくりそのまま彼女に跳ね返る問い。しかしルイヤは律りち儀ぎに答えた。

「ただの趣しゆ味みだ」

「趣味……？」

「To be enamored of the Night for her own sake」

「……貴族の言うことはよくわからんな。まあいい。じゃあな、闇黒卿ダークロード」

　手を振り、そのまま夜の街に消えようとするプリエラ。

　琉妃はまだ何か言いたげだったが、ルイヤに視線で制されてやめた。

「……よろしいのですか、あんなことを言わせておいて？」

「ただ名と称しよう号ごうを訊きかれただけだ。放ほうっておけ」

「しかし…………」

「帰る」

　ルイヤもまた、プリエラの去った方角と逆方向へ歩いていく。

　琉妃もそれに付き従い、男女はやがて夜の街に溶とけ込こんだ。





　琉妃・リディアーノの朝は早い。

　といってもあくまで主観的なもので、世間一いつ般ぱんの感覚で言えば、まあ標準だろう。

　単に、抱だき合って眠る主あるじの目覚めが遅いだけだ。

「……おはようございます」

　寝ね起おきだけに、少々間延びした声で主に語りかけるが、反応は無し。

　細身で長身の青年は、覆おおいかぶさる格好の自分と共に、裸ら体たいをカーテンの隙間から漏もれる朝日に照らされ、穏おだやかな寝息を立てるだけ。

　シーツから枕まくらに至るまで全て黒で統一されたシングルベッドだけに、主の純然たる白はく皙せきの肉体は、より鮮あざやかにその輪りん郭かくを浮うかび上がらせている。

　貴族としてはあまりに簡素な寝しん台だいだが、そのおかげで、一夜を共にしたときは常にその肌はだと触ふれ合える。今も二人の胸は重なり、主が寝息を立てるたびにその鼓こ動どうが伝わってくる。

　少々名残なごり惜おしそうにしながら、琉妃は主から身を離はなした。

　圧あつ迫ぱくから解放され、圧あつ倒とう的な重量感の乳ち房ぶさが本来の半球に近い形を取り戻す。十代の張りと弾だん力りよくに溢あふれた白い果実には、まだうっすらと昨夜の寵ちよう愛あいの余よ韻いんが残っていた。

　薄うすい紅あかの口づけの痕あとは、胸だけではなく、全身のあちこちに刻まれ、所有印を思わせる。

　すでに見慣れた光景なのに、朝起きて自分の体を見ると、羞しゆう恥ちの念が湧わく。人目につく場所には刻まれてないが、それでも主の染しみ一つない体を前にすると、余計に恥はずかしい。

「ひどい方…………」

　小さく呟つぶやき、琉妃はその肢し体たいを再び主のものに絡ませる。彼に調し教こまれた体は、意図せずに媚び態たいを演じ、十代の肉体では発し得ない色気を放つ。乳房は弾力を維い持じしつつも主の胸むな板いたで潰れ、引き締しまりつつも肉づきのいい部類に入るヒップは、主の脚あしに絡む太ももと共に、かすかにくねる。

　どこか切なげに主の顔を覗のぞき込むと、そこには普ふ段だんからは想像もできない無む垢くな寝顔があった。十九歳さいという年ねん齢れいよりも幼く見え、母性本能を刺し激げきされる表情。

　彼に常にまとわりつく、夜の闇を思わせる陰いん鬱うつさはそこにはない。本当の意味で彼が全すべてのしがらみから解放されるのは、眠りにつくときだけではないか──そんな気がする。

「……どうしてこう、寝顔だけは、無む駄だにかわいいんでしょうね」

　たとえルイヤが起きていても、ほとんど聞こえないような呟きを漏らす。

「普段からこうだとよろしいんですけれど。昨日だって……」

　口にした瞬間、また昨夜のことを思い出してしまった。

　寝顔はかわいいくせに、眠る前の仕打ちときたら──

　頬ほおを赤らめた琉妃は、そのまま頭を激しく振ふって記き憶おくを追い払はらい、両頬をピシャリと叩たたいて完全に眠ねむ気けと昨夜の余韻を追い払う。

　主より年下の十八とはいえ、一夜の出来事をいちいち引きずるほど子供でもない。

　名残惜しそうに主から身を離し、床ゆかに落ちている寝巻きのネグリジェと下着を着る。その後主の傍かたわらにある自分の枕を手にして、彼女は部屋を出た。主は自室に他人の私物が置かれるのを嫌きらい、たとえ閨ねやに呼ぶのがわかっていたとしても、置きっぱなしを好まない。

　恒こう例れい行事を終え、ようやく琉妃の一日が本格的に始まる。

　身を整えて軽い朝食を終えてから、いつものように家事に勤いそしむ。

　一通り掃そう除じを終えて、居間で一段落していると、ちょうど昼食の時間帯となった。

　ぼちぼち食事の支し度たくも考えなくてはいけないが──その前に、もう一仕事ある。

　寝室から足音が聞こえてきた。

　ようやく起きてきたらしい。

　とりあえず昼食のことは頭の隅すみに追いやり、琉妃は最優先事じ項こうに取りかかる。

　居間の扉とびらが開いた。

　入って来たのは、銀ぎん髪ぱつの主──ルイヤ＝オフェル・クロス。

　寝起きだが、すでに寝間着ではなく黒のスラックスを穿はいている。ただし、ベルトは通しているものの留まっておらず、スラックス自体もフックが外れている。さらに上半身は裸はだかのままで、病的なまでに白い肌をそのまま晒さらしていた。

「おはようございます」

　己に仕える唯ゆい一いつ無二の下僕しもべの言葉に、白皙の貴族は物もの憂うげに小さく頷うなずき、そのまま居間のソファーにドカッと腰こしを下ろす。

　一応起きてはいるものの、その目は半分死んでいる。銀の前まえ髪がみが両目にかかり、ほとんど表情も無い。

「相変わらず、寝起きが悪いですね。寝つく時間はそれほど変わらないはずですが？」

「…………」

　ルイヤは応答せず、ただ軽く右手を振る。

「はい、コーヒーですよ」

　肩を竦めながら、琉妃はルイヤの前のテーブルにカップを差し出す。湯気を立てる黒い液体がかもす芳ほう香こうに、ピクリとルイヤが反応する。ややおぼつかない手つきでカップを手に取り、口元へ。

　喉のどが動き、まず一口目が彼の中へ染み渡る。

　その途と端たん、闇やみ色の瞳ひとみの奥おくで、かすかに生の光が揺ゆらめき始めた。

「食事はいかがされます？」

　琉妃の問いに、ルイヤの口が動く。それが言葉を形作る前に、玄げん関かんからドアノッカーを叩く音が場を乱した。途と切ぎれ途切れなのだが、一回一回の音がやたら大きい。

「あら……来客？　見てきます」

「…………」

　未いまだ精神が眠りの世界から舞まい戻っていない主を残し、琉妃は居間を出た。そのまま玄関へ向かいドアを開けると──

　ピョンピョン飛び跳はねてる少女がいた。

「……何してるの？」

「ドアを叩くやつの位置が、高すぎなのだ。跳とばないと届かない」

　そう言って、昨夜出会った小生意気な少女ことプリエラは唇を尖らせた。

　確かに獅し子しの装そう飾しよくを施ほどこしたドアノッカーは、彼女の身長では背せ伸のびをしても、微び妙みように手が届かない位置に設置されている。

「……じゃあ、普通にドアを叩けば？」

「あ」

　プリエラが気づいた途端、琉妃は扉を閉めた。単純明快な拒きよ絶ぜつに、今度こそプリエラは思いっきり扉をノックする。

「何な故ぜ閉めるのだ!?　闇黒卿ダークロードに用があるのだ、ここを開けるのだ！」

「……うるさいわね、ルイヤ様はあなたを相手にしている暇ひまなんてないの。とっとと帰りなさい」

　琉妃はドアを少しだけ開け、首だけ外に出して不ふ機き嫌げんに応じる。招かれざる客を追い返すのも、また下しも僕べの役目だ。

「私だってお前などに用はない！　闇黒卿ダークロードに会いたいと言っているのだ！」

「だから…………」

　どこまでも平行線のやりとりは、館やかたの主の一言で治まった。

「琉妃」

「は、はい！」

　声が投げかけられた瞬しゆん間かん、琉妃の背筋が伸び、体が引き締まる。主の声はいつもの静せい謐ひつさと語調を損そこなわず彼女に届き、その命を伝えた。

「構わんから通せ」

「でも…………」

「通せ」

　従うしかなかった。

　渋しぶ々しぶ扉を開けると、待ちかねたようにプリエラが侵しん入にゆうしてくる。

「ふっふっふっ、なかなか話のわかる奴やつだな」

「…………」

　無表情の琉妃を尻しり目めに、プリエラは悠ゆう々ゆうと廊ろう下かを進み、すぐに居間に辿たどり着く。貴族の居住する建物はとかく広大な物が多いが、この館に関して言えば、迷うことはほぼない。

「来たぞ、闇黒卿ダークロード」

　十年来の友人のように、気安くソファーのルイヤに声をかけるプリエラ。

　が、ルイヤはコーヒーを啜すするだけで返答しない。

　怪け訝げんな顔でプリエラは近づき、その顔を覗き込む。が、反応は同じだ。

「……返事が無いな。屍しかばねのようだ」

「無駄よ。ルイヤ様は超ちよう低てい血けつ圧あつのうえに重度のコーヒー中毒だから、寝起きは心ここにあらず、よ。まず目覚めのコーヒーを飲まないと、ロクに会話もされないわ」

「……コーヒー？」

　プリエラが興味を惹ひかれたのは、眼前の男の寝起きよりも、聞き慣れない飲み物の名だった。

「知らないの？　この辺りの特産品の一つよ。あなた、やっぱりよそ者？」

「…………」

　琉妃の問いが届いていないのか、プリエラはルイヤの持つカップに顔を近づけ、立ち上る芳香を嗅かぐ。

「いい匂においだな。何か、大人の匂いがする」

「………………」

　ルイヤは、無言のままカップをプリエラに差し出す。ほぼ飲み干ほしているが、ちょうど一口分が残っている。

「飲んでいいのか？」

　ルイヤの沈ちん黙もくを肯こう定ていと捉とらえ、プリエラは顔を綻ほころばせて漆しつ黒こくの液体を飲み干す。

　その一瞬後、悲劇は起こった。

「ペペペッッッ、何だこれ、苦いぃぃぃぃ!!」

　ほとんど半はん狂きよう乱らんで顔をしかめ、プリエラは口元を押おさえる。口の中いっぱいに広がる苦味が味覚を殺し、さらに顔面まで歪ゆがませた。何とか飲み干したはいいが、悪あく魔まの液体は体内でも暴れ回った。

「何だこれ……お腹なかがシクシクする……地味に痛いのだ…………！」

　腹に手を当てて半泣きになるプリエラ。

　それを見て、眠ねむれる貴族は覚かく醒せいし、ドＳの微び笑しようを浮かべる。

「バ～カ」

「……謀はかったな！」

「別に毒じゃない。ガキには早すぎただけだ」

　と、プリエラの心身に多大なダメージを与あたえた飲み物を愛飲する男はうそぶく。

　琉妃は肩かたを竦すくめ、主あるじと小生意気な客人とのやりとりに茶々を入れた。

「バカね……ルイヤ様のはブラックのうえに、超濃のう縮しゆくのにが～いヤツなんだから、まず常人じゃ飲めないわよ。私も昔同じ目に遭あわされたわ」

「うぅぅぅ……水をくれ。もしくは何か甘あまい物を…………」

「イヤよ」

　琉妃は冷れい徹てつに切り捨て、ルイヤも手を差さし伸べない。しかめっ面つらで悶もだえるプリエラの自然回復を待った後、ルイヤが切り出した。

「……で？　何の用だ？」

「あ、忘れてた。昨日は助かったぞ。ありがとな」

　ポンとルイヤの肩に手を置き、しみじみと頷く。

　何だ、この超上から目線の礼。

「……それを言いに来たのか？」

「うん。昨日言ってなかったからな」

「……お前、見ない顔だな。最近この街に来たのか？」

「ああ。一週間ぐらい前かな？」

「〈黒宵街うち〉は来る者拒こばまずだから、別に堅いことは言わん。流れ者だろうが、旅一座だろうが、賞金首だろうが好きに来ればいい。が、面めん倒どう事ごとは持ち込こむな。お前を追っていた男達──何者だ？　この辺にいたあの手の輩やからは、もう消したはずなんだが」

　ようやく普段の調子を取り戻し、ルイヤは領主としてプリエラに問う。

　世界は数あま多たの領地に分割され、個々の貴族がそれを統治する。

　己の領地においては、ルイヤは何者にも侵おかされない絶対者であり、司法・行政・立法の全てを支配する……のだが、プリエラは怖こわい物知らずというか、腹が据すわっているというか、相変わらず自分のペースを崩くずさない。

「さあ知らん。夜道を歩いていたら、何か追っかけてきたから逃げた。私の魅み力りよくにあてられたか？」

「……マセガキ」

　ルイヤのぼやきにも動じず、プリエラは彼の膝ひざを椅い子す代わりにして腰こし掛かけた。椅子がルイヤである以上、今彼女は〈黒こく宵しよう街がい〉の玉座にいると言っても過言ではない。

「お前、男のくせに肌はだスベスベだな。色も真っ白だ。何でだ？」

　感心しつつ、プリエラはルイヤの腕うでを触さわり、さらにその不機嫌な顔に頬ほおずりしてくる。無礼もここまでくるともう何も言えないのか、

「さあな。お前だってスベスベだろう？　ガキだから当然だが」

　とプリエラに頬ずりを返す。彼女も負けじと応戦し、

「ガキガキ言うな。私にはちゃんと名前があるのだ」

　と、さらにすりすり頬を押しつけた。

　今、〈黒こく宵しよう街がい〉のスベスベの頂点を決める戦いが始まる。

「名前……プニエラとか言ったか？　プニプニしてるし」

「ち～が～う！」

　少女がプニプニほっぺを膨ふくらませ、真のスベスベを決める熾し烈れつな戦いがさらに過熱していく……が、無ぶ粋すいな横やりがそれを阻はばんだ。

「いいかげんになさい。調子に乗らないの」

　毅然としてたしなめ、琉妃はプリエラの肩を掴つかんでルイヤから離はなした。

「何をするのだ!?　ここは私の席だ！」

「黙らっしゃい。子供だろうと何だろうと、礼れい儀ぎはわきまえなさい」

「むぅぅぅ～～～」

　眼前で繰くり広げられる女の戦い。

　ルイヤはつまらなそうに一いち瞥べつし、立ち上がった。

「出かけてくる。食事はいい」

　琉妃にそう告げ、ルイヤは居間を出ていく。

　プリエラのことはもう思考から消え失うせ、後は昨夜の後始末のことだけが思考を占しめる。

　数分後、黒のシャツを着たルイヤは、外に出た。

　門をくぐったところで、視線を落とすと──いやがった。

「よっ」

　気安く手を上げるプリエラを無視し、ルイヤはそのまま街へ続く坂を下っていく。

　彼の館は、街全体を見下ろせる郊こう外がいの小高い丘に建っており、周囲に他の建物は無い。景観は中々だが、二階建ての古びた館は、貴族の住居にしてはかなり手て狭ぜまな部類だろう。

　ルイヤが両手をポケットに入れて歩を進めると、その後をトコトコとプリエラが追う。

「……何故ついてくる？」

「私の歩く方向にお前がいるのだ。どうしたって、道は同じになるだろう？」

「まあ、な」

　抑よく揚ようなく呟つぶやくルイヤ。

　確かに、街へ行くにも、街から離れるにも、この坂を下りないと始まらない。

　プリエラは小さくなっていく彼の館を振ふり返り、物もの怖おじせず疑問をぶつけていく。

「しかし、貴族にしてはずいぶん小さな家だな。てっきりお城に住んで、いっぱいメイドとかいるかと思ってた」

「そういう貴族も多いがな。俺の趣しゆ味みじゃない。アイツ一人で充じゆう分ぶんだ」

「あの女か。恋こい人びとか？」

「違ちがう」

　露ろ骨こつに顔をしかめ、即そく座ざに否定。多少の暴言は許してやるが、そこは譲ゆずれない。

「貴族と平民で恋れん愛あいが成立するわけないだろう。傍そばに置いて下さいと言われたから、使ってやってるだけだ」

「でも、私ほどじゃないにしろ美人だぞ？　それにあれだ、『ないすばでぃ』だ」

「まあ否定はしない。顔と体とそこそこ家事もこなすのが取り柄だ」

「ほぼ万ばん能のうではないか。お前、実は気に入ってないか？」

「色々便利だ、とは思う」

　適当に流していたルイヤだが、「色々」には多少アクセントを置いた。確かに重宝はしている。

「ほう、単なるメイドではないのか。どんなことしてくれるのだ？」

「性せい欲よく処理」

　言った瞬間、プリエラが脛すねを蹴けってきた。が、当たる前にルイヤは足を上げて靴くつ底ぞこでガードする。

「お前、サイッッッテ～～だな!!」

「夜よ伽とぎは家事の一種だ」

　と真顔で言うルイヤ。持論を譲る気は皆かい無むだ。プリエラは、そんな彼のシャツの裾すそを小さな手で引っ張り、無む垢くな表情で尋たずねる。

「ところで、『せーよくしょり』って何なのだ？」

「……知らないなら、何な故ぜ蹴った？」

「何かそうしなきゃいけない気がしたのだ」

「……クソガキ」

　肩を竦めてぼやき、ルイヤはそのままプリエラを無視して進む。

　もう、眼前に街は開けていた。

〈黒こく宵しよう街がい〉──そう呼ばれる己の領地。

　街としての規模は中の小、主として近きん隣りんの農産物の中ちゆう継けい地点の役割を果たす商業中心の街。周辺の街かい道どうが未整備のため、大きな発展はまだ望めないが、外敵の侵しん入にゆうも少ないために小さいながらも平へい穏おんな時が流れている。

　その平穏に、領主たる貴族の来訪で漣さざなみが立つ。

　通りの真ん中を悠ゆう然ぜんと歩くルイヤに、皆みな道を空ける。

　地に平へい伏ふくして通りすぎるのを待つ──というほどのことはないが、彼を見る領民の瞳ひとみには、畏い怖ふの念が渦うず巻まいていた。

　遺伝子レベルで刻きざまれた貴族への畏い敬けいが、彼らにそのような行動を取らせる。

　平民は皆、貴族と対たい峙じした瞬しゆん間かん、相手が貴族と直感する。

　そして、屈くつ服ぷくする。

　家柄や血筋にではなく、貴族を貴族たらしめるその力に。

　肩かた書がきや称しよう号ごうではなく、貴族自身に。

　圧あつ倒とう的てき少数の貴族と呼ばれる存在が、己の持つ異能で平民を支配し、君臨する。

　それは抗あらがえない秩ちつ序じよであり、当然そこには特権が生まれ、支配は時に暴力と化す。

　しかし──

「お前、結構慕したわれてるな」

　ルイヤの横で、プリエラがポツリと呟く。ルイヤの威い光こうの恩おん恵けいで、彼女もまた肩で風を切って闊かつ歩ぽしていた。

「慕われてる？　俺おれがか？」

「ああ。今まで色んな街に行って、色んな貴族と領民を見た。皆、貴族を恐おそれてた。怖がって支配されてた。この街の者も、お前を怖がってる。でも、それだけじゃない。だから、皆道を空けるだけで逃げないんだ」

　ルイヤは答えなかった。

　己が領民からどう思われているかなど、どうでもいい。所しよ詮せん貴族と平民は相あい容いれない。

「おや、領主様」

　横から声をかけられて振り向くと、果物くだもの屋の店先に初老の女性がいた。周辺のざるには無数の果物が並んでいる。

「これ、持っていって下さいな。今朝の採れたてだよ？」

　女性は瑞みず々みずしさに溢あふれたリンゴを手て渡わたす。ささやかな献けん上じよう品ひんを受け取り、ルイヤは小声で礼を言う。

「どうも」

「あらやだ、勿もつ体たいないお言葉。ところで、この娘は…………」

　ルイヤの傍かたわらのプリエラに気づき、女性は首を傾かしげる。基本的に子供嫌ぎらいで通っている領主にしては、ずいぶんと珍めずらしい連れだ。

「ただのガキだ。何かついてきた」

「私の歩く方向にお前がいると言うておろう？　わからぬ奴やつだな」

　頬を膨らますプリエラに、女性は思わず笑えみをこぼした。領主への態度としては不敬きわまりないが、少女の快活な表情は世界の常識にも少しだけ干かん渉しようする。

「……仲のおよろしいことで。もしかして、お子様…………!?」



「「違う」」



　息ピッタリに否定する二人。

　女性の笑みはますます深くなり、プリエラの頭へ手を伸のばし、その小さな頭を撫なでる。プリエラは唇くちびるを尖とがらせているが、撫でられる心地ここちは悪くないらしく、抵てい抗こうはしない。

「あらあら、じゃあ新顔のメイドさんかしらね？　そうだ、あなたも持ってく？」

　女性が新たなリンゴを差し出そうとするが、横で見ていたルイヤがにべなく手で制した。

「いらん。無む駄だにガキを甘やかすヒマがあったら、商売に精を出せ」

　苦く笑しようする女性を尻しり目めに、ルイヤはその場を後にする。

「あ、待て……！」

　もらいそこねたリンゴに未練はあったが、少女は早足でルイヤを追う。

　ルイヤはプリエラに興味を見せないが、果物屋が見えなくなったところでリンゴを一口齧かじり、すぐにプリエラの前に差し出す。

「食うか？」

「……いいのか？」

　彼のせいでもらいそこねたが、そこまで執しゆう着ちやくしてはいないし、物もの欲ほしそうな顔をしていた覚えもない。大体、まだ彼は一口しか食べていないではないか。

「甘い物は苦手でな」

「じゃあ、何でもらったんだ？　一口食べてるし」

「くれると言われたからな。もらった以上は、一口は食べるべきだろう？」

　当然だろう？……と言いたげなルイヤ。

　プリエラは素す直なおにリンゴを受け取り、どこかうれしそうに彼を見上げた。

「……お前、いい貴族なんだな」

　ようやく見せた屈くつ託たくのない子供らしい笑顔。

「貴族にいいも悪いも無い。貴族は貴族──それだけだ」

　ルイヤの声に寂せき寥りようと──嫌けん悪おが交じる。だが目の前の無垢な少女は、リンゴをシャクシャク頬ほお張ばりながら、知ったような口を利きく。

「じゃあ、貴族とか平民関係無しに、お前がいい奴なんだな」

「簡単に人を信用するな。昨日……何があった？」

　ルイヤの口調が変わる。それまでのそこそこ話せる青年から、時に冷れい徹てつな領主のものに。

　プリエラは気づいているだろうか──何気なく歩いているように見えて、今二人の佇たたずむ通りが、まさしく昨夜出会ったあの通りだということに。

「お前は人買いに追われていた。ガキが一人で夜歩きをすれば、売買契けい約やく無しに攫さらうこともあるかもしれない。しかし、何故お前は一人歩きをしていた？　お前は色んな街を見てきたと言った。ならば必ず保護者がいる。ガキが一人で旅をできるほど、この世界はやさしくない。それこそ貴族でもない限りな。それとも、お前は貴族なのか？」

　ルイヤの問いに、プリエラは強く頭かぶりを振る。

「違う……私は貴族じゃない」

「だろうな。隠かくし通せる奴もいるが、原則貴族は貴族同士ならまず感づく。お前は貴族じゃない。ならば、貴族じゃないお前には保護者がいた。お前が追われていたとき、ソイツは何をしていた？　お前……売られでもしたのか？」

「違う！」

　全身全ぜん霊れいで否定し、プリエラは叫さけんだ。それでもルイヤの闇やみ色の瞳は揺ゆるがず、冷たく少女を見つめる。

「目を背そむけるな。見えているくせに」

　見み透すかしたような一言に、プリエラの顔が絶望に染まる。

「お前、昨日から親の許もとに戻ってないだろう？　お前自身不安だからじゃないか？　もう自分の居場所がないんじゃないか、親に捨てられたんじゃないかって」

「黙だまれ！」

　ほとんど芯しんだけになったリンゴを、プリエラは投げつけた。ルイヤは苦も無く掴つかみ取り、少女を見下ろす。プリエラも負けじと彼を睨にらみ返す。

「母かあ様さまの悪口を言うな！　やっぱりお前も貴族だな、平ひ民との気持ちなんて考えない！」

「その辺りは貴族と平民で変わるものじゃない。平民の親でも、子を売る奴もいる」

「うるさい!!」

　もう一度ありったけの声で叫ぶと、プリエラはルイヤに背中を向けて駆かけ出す。

　ルイヤは追わなかった。

　その表情からは、去っていった少女に対するいかなる感情も読み取れない。

　無表情のまま、少し歩いた先の裏通りへ向かう。目的は、昨夜足あし蹴げにした人買いの一人に会うためだ。動けないよう簀す巻まきにしたから、多分いるだろう。

　実際、路地裏の隅すみに男はいた。

　ただし、死体となって。

　額にはメダルほどの穴が一点穿うがたれ、完全に貫かん通つうしてそのまま向こうが見通せた。致ち命めい傷しようはそれであり、外傷はそれだけだ。

　凶きよう器き──という表現が適切かはわからないが、傷の縁ふちは無む惨ざんに焦こげ、それが膨ぼう大だいな熱量を持っていたことを窺うかがわせる。傷の角度から見てかなり上から、額を穿たれていた。

　しかし、何に？

　死体の状じよう況きようからして、殺害は夜──ルイヤとの邂かい逅こうを終えた後。男の頭上にあったものなど、星や月だけのはず。

「貴族か」

　呟つぶやきに敵意がこもる。己の領地での蛮ばん行こうに、今闇黒卿ダークロードの闇色の瞳に怒いかりが浮うかぶ。

　領地に対する脅きよう威いの排はい除じよというよりは、貴族という存在そのものへの憤いきどおり。

　その闇色の瞳に、昏くらい昏い炎ほのおが揺らめく。

　まだ見ぬ敵に思いを馳はせつつ、ルイヤは手がかりを求めてその場を去った。
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　書しよ斎さいの扉とびらをノックすると、無愛想な声が応じた。

「入れ」

「失礼します」

　琉る妃きは一礼して室内に入り、部屋奥おくの窓まど際ぎわにある主あるじの机へ向かう。

　ルイヤの書しよ斎さい兼けん寝しん室しつは、居間に次いで広い部屋だ。

　窓際にあるシングルベッド、壁かべにあるクローゼットに黒こく檀たんの机と、ルイヤのプライベートはほぼこの部屋だけで完結する。外出しなければ、大体ここにこもるのが常だ。

　外出から戻った主は肘ひじ掛かけ椅い子すに腰掛け、読書に励はげんでいる。

　描びよう画がと並ぶ数少ない趣しゆ味みだが、傍はた目めにはあまり楽しそうに見えない。本を読むときは黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけているが、さほど容よう貌ぼうには変化が無かった。レンズ越ごしの闇色の瞳ひとみも、目を通す文章に対する感情をまったく映し出さず、暇ひま潰つぶし以外の何物でもないのがわかる。

「どうぞ」

　所しよ望もうされたコーヒーを差し出すと、ルイヤは無言で一口啜すすり、不ふ機き嫌げんそうに本を閉じた。

「……昨夜の件をお考えですか？　貴族絡がらみだと？」

　ルイヤは頷うなずく。琉妃も彼から昨夜の人買いの顛てん末まつを聞いているが、まだ貴族の仕し業わざと断定するには早い気もする。

「死体の件ですが、昔存在したとかいう『銃じゆう』とか『レーザー』とか呼ばれる品なら、可能ではありませんか？」

「一理あるな。だが、その手の品は原則貴族にしか解放されていない閉鎖技術バウンドテクノロジーに含ふくまれる。現存していたとしても、平民の手によるものとは考えにくい」

「なるほど……では、その貴族の〈領地フイーフ〉は何でしょう？　何を司つかさどって…………」

〈領地フイーフ〉という言葉に、ルイヤは少し眉まゆを寄せた。

　そう──貴族は皆みな、それを持つ。世せ俗ぞく的な支配地ではなく、物理的な土地の概がい念ねんでもなく己が支配し司る力の根源たる〈領地フイーフ〉を。

　平民の支配に興味を持たず、単なる支配地としての領地を持たない貴族も多い。しかし、全すべての貴族は〈領地フイーフ〉を持つ。

「──死体の傷きず跡あとは、少し焦げていた。熱エネルギーに関かかわる何か。それを〈領地〉として持ち、支配する貴族。傷の角度や撃うち抜ぬかれたときの状況から推測すると、殺害者はかなり上から撃ち抜いたはずだ。とんでもない大おお柄がらか、あるいは空でも飛べたりしてな」

「器用な相手ですね。どうなさるおつもりです？」

「殺す」

　予想していた答えに、琉妃は肩かたを竦すくめた。貴族間の暗あん黙もくのルールとして、互たがいの支配する土地は原則不ふ可か侵しんというものがある。

　禁を一方的に破られたルイヤの対応はあながち間ま違ちがってはいないが、たかだか平民一人の命、普ふ通つうの貴族なら大人の対応をし、多少の金銭を受け渡すことで終わらせる。

　だがルイヤは許さない。

　とはいえ、善政を布しく徳の高い領主──というのも違う。

　領地にしても、君臨すれども統治せず、を地でいき、ほとんど干かん渉しようしない。むしろ、彼らの自治や生活を妨さまたげないように配はい慮りよをしているように思う。

　一応徴ちよう税ぜいは行っているが、微び々びたるもので、結局はそのほとんどを街の公共事業に回している。搾さく取しゆとは程遠く、ほとんど金の一時預かり所の役目しか果たしていない。

　かといって、領地そのものに興味がないわけでもない。

　特に夜間は頻ひん繁ぱんに出歩き、領民間の揉もめ事に遭そう遇ぐうすれば力ずくで解決。外敵に対してもほぼ一人で対処し、人知れず領地の平へい穏おんを保っている。

　何より、領地に他の貴族が害を為なせば、必ず動く。

「それで、どうなさるおつもりですか？　今晩も……夜歩きを？」

「その前に出かける。俺は俺以外の貴族に疎うといからな。知っていそうな奴やつに訊きいてくる」

　立ち上がるルイヤ。

　今から向かえば、帰き還かんは夜になるだろうか。

「どちらへお出かけに？」

「エリザのところだ」

　一いつ瞬しゆん、琉妃の顔が曇くもる。それでも引き止めることなどできず、黙って主を見送る。

　ルイヤ自身もまた、あまり気の乗らない様子で館やかたを出た。

　向かう先は、街外れの廃はい墟きよ地帯。北に位置するこの場所は、心なしか温度が低く感じられ、風も冷たい。周囲に散乱する無む秩ちつ序じよに屹きつ立りつする荒こう廃はいした建造物と、無機質な瓦が礫れきの山が、終わった世界の名残なごりを感じさせる。

　かつては、それこそ天に届く勢いで塔とうに似た形状の建築物が立ち並んだ時代があったと聞くが、今ルイヤの進む場所はせいぜい三、四階の高さが限度、それより上の部分は瓦礫と化したか、ある程度形を留とどめたまま土台と切り離はなされ、地に横たわっている。

　彼ら自身も説明できない本能的な忌き避ひ感から、領民は滅めつ多たにこの辺りを訪おとずれない。

　だが貴族たるルイヤは、ためらわずに歩を進め、廃墟の一つに入る。

　外も中も罅ひび割われた建物だが、眼前の扉とおぼしきものだけは、硬こう質しつで滑なめらかな外見を保っていた。しかし、それには取っ手も鍵かぎ穴あなも見当たらず、来訪者を拒きよ絶ぜつするような印象を与える。

　唯ゆい一いつの接点は、右横の壁に設置された奇き妙みような形状の器具だけ。直方体を、ちょうど厚紙一枚が通るような隙すき間まが縦に分割している。

　ルイヤは腰のケースからデッキの中ちゆう核かくであり、彼を闇黒卿かれたらしめる象しよう徴ちようの一枚を取りだす。

　──ナンバーＩ──《闇黒卿ダークロード》──

　漆しつ黒こくの長なが衣ぎぬをまとう男性の絵え柄がらは、心なしかルイヤに似ているようにも思えるが、描かれているのはあくまで別人だ。

　そのカードを壁から突つき出た器具の隙間に通すと、ピッという高い音が響ひびき、肉声とは一線を画す無機質で冷たい音声がそれに続く。



「Please come in.」



　扉は横に滑すべるようにしてルイヤの視界から消え、彼を新たな地へ導く。建物の構造上、扉といってもその先のスペースは本来ならひどく狭せまいはずだ。

　なのに、ルイヤの眼前には、これまでの道程とはまったく異質な豪ごう壮そうな城が聳そびえていた。

　彼の館など比べ物にならない、誰だれが見ても貴族にふさわしい建物はこちらだという規模の物だ。

　すでに終わった世界でも、この世界でも、「城」が貴族という存在を象徴する要素であることに変わりはない。威い光こうを示すように、天守を含め建物の先せん端たんは皆鋭するどく天を突いている。

　平民ならば、それだけでこの城の威い圧あつ感に呑のまれ反乱の気き概がいなど持てない。ただ従属し、支配こそが平穏と受け入れる。自分達には届かぬ存在と、貴族と己に線を引く。

　だが、そもそも城の周辺には領民そのものが存在していなかった。

　ルイヤの視界を占しめるのは、ただ極ごく彩さい色しきの虹にじ色の空間。

　城はただ「城」として単体で存在し、周囲には城下町はおろか、自然や人工の建築物も一いつ切さいない。城だけが、ただ奇妙な空間に浮ふ遊ゆうしている。

　ルイヤが佇たたずむのは、先ほどまでの荒廃した大地ではなく、重厚な鉄てつ扉ぴへ続く短い階段。

　かろうじて確保された儚はかない足場だが、ルイヤはポケットに両手を突っ込んだ堂々たる態度で進む。

「開けろ、エリザ」

　鉄扉は動かない。ルイヤはためらわず左ひだり膝ひざを曲げて体にひきつけ、横よこ蹴げりの姿勢に入る。

　開けないのなら、ぶち壊こわすのみ。

　蹴りが放たれる寸前で、観音開きの鉄扉はゆっくりと開いた。どうも、渋々開いている気がする。

　勝手知ったる様子で、ルイヤは城内に足を踏ふみ入れた。

　それだけでダンスパーティーを開けそうな広大なホールの中央から、二人の少女が進み出て挨あい拶さつをした。

「いらっしゃいませ、闇黒卿ダークロード様」

　深々とお辞じ儀ぎをした十五、六の少女は、瓜うり二ふたつの顔をしており、すぐに双ふた子ごとわかる。

　だが、その印象は大きく異なっていた。

　一人はショートカットで、大人びて寡か黙もくな印象を受ける。実際、先ほどの挨拶も小声で、愛あい想そが無かった。可か憐れんな顔立ちをしているのに、硬質な表情を崩さない。

　もう一人は、対照的に朗ほがらかで明るい。ひまわりの花のように笑い、長く伸のばした髪をそれぞれ頭の左右両りよう端はしで結ゆいあげてツインテールにまとめ、身なりにもかなり気をつかっているようだ。

　共に機能性よりも見み栄ばえを重視した愛らしいメイド服に身を包み、特にエプロンドレスの後ろにあしらわれた大きなリボンが目を惹ひく。

「久しぶりだな。ミナ、ルーシー」

　ルイヤが言うと、ルーシーだけがさらに笑えみを深くする。明るい方がルーシーで、無口な方がミナ。琉妃と同じく、彼女達もまた貴族に仕える下しも僕べだ。

「奥様がお待ちです。どうぞこちらへ」

　静かにミナが言い、ルーシーと共にルイヤを客間へ誘いざなう。

　通された客間は、城の規模に見合って広い。これだけでルイヤの館の一階部分ぐらいは収まりそうだ。腰掛けた先のテーブルもやたら長く、何人座れるかわからない。

　ルイヤが座ると、ルーシーの手で琥こ珀はく色の液体がティーカップに注がれる。笑顔のまま彼女が退さがったとき、視線の先に城の主人が腰掛けていた。

　赤いイブニングドレスの妖よう艶えんこの上ない美女。

　琉妃やさっきの二人とは違う──ルイヤより一、二歳年上だが、単なる年ねん齢れい差以上の貫かん禄ろくと気品が全身から滲にじみ出ている。

　エリザ＝ダーム・マドグリフ──鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネス。

「招かれざる客ね。何の用かしら？」



    

  
    
      　不ふ機き嫌げんを隠かくさず、エリザの紅あかい唇くちびるが毒を吐はく。蠱こ惑わく的な口づけを連想させるが、それはおそらく破は滅めつと隣となり合わせの危険なものに違いない。

　一見するとスレンダーに見える肢し体たいも、出るべきところは盛り上がり、覗のぞく胸むな元もとも琉妃ほどではないにしろ豊かだ。アップに束ねた髪も、洗練された大人の色気を感じさせる。

　ただし、その色いろ香かは男を惑まどわす魔ま性しようのもの。

　その美び脚きやくに跪ざまずく飼い猫もまた、彼女にふさわしいしなやかな獣けものだった。

　エリザの傍かたわらには、見事な毛並みの雌め豹ひようがうずくまっている。洗練された野性は、飼われている今もその矜きよう持じを失っていない。

「元気か、ネケヴァ？」

　エリザを無視し、ルイヤは雌豹に問いかける。平民ならその姿を見ただけで卒そつ倒とうするだろうが、高位貴族の愛あい玩がん動物としては、さして珍めずらしいものでもない。

「うちの飼い猫ねこにちょっかい出すヒマあったら、とっとと用件を言ってくれるかしら？」

　気だるい態度のエリザに、ルイヤは単刀直入に切り出した。

「訊きたいことがあって来た。俺の領地に侵しん入にゆうした貴族がいる。心当たりはないか？」

「どうして私に？　そもそも、答える義務があって？」

「お前は他の貴族に顔が利きく。何らかの熱エネルギーでもって、人の頭を正確に狙ねらい撃うてる貴族に心当たりは？」

「相変わらず人の話を聞かない男ね。知っていたとして、何な故ぜあなたに教えなきゃいけないのかしら？」

　なおも気だるげに漏もらすエリザ。とっとと会話を終えたくてしょうがないらしい。

「はて、何故俺おれがイチイチお前の都合を考えなければならない？　質問を質問で返すな」

　何言ってんだこのクソ女、と自らの正当性を露つゆほども疑わずルイヤは首を傾かしげる。

「それが人にものを尋たずねる態度かしら……？」

　妖艶な美び貌ぼうが、さらに不機嫌さを増す。夜や叉しやの表情というものがあれば、こんな感じだろう。場の空気が、喉のどを刺さす鋭するどいものに変わっていく。

「手て土産みやげでも所しよ望もうか？　強ごう欲よくな女だな。コーヒー豆の詰つめ合わせでよければ、後で送らせるが？」

「あんな下品な飲み物に興味ないわ。廃すたれたのも自然の摂せつ理りね」

「この紅茶とかいうのもイマイチだぞ。何か味が薄うすい」

「あなたの味覚がおかしいのよ」

　多分エリザの方が正しい。あのコーヒーに慣なれていれば、この紅茶は色のついた水にしか思えないのだろう。

「大体、私はあなたの領地に接合点があること自体気に入らないのよ。何故隣近所にならなきゃいけないのかしら？　可能なら、今すぐ閉じてしまいたいのに。閉鎖技術バウンドテクノロジーの無む駄だ遣づかいもいいところね」

「それはお前達夫婦の問題だ。俺が頼たのんだわけじゃない。お前達の領地は異空間ここで、そこと現世を繋つなぐ接合点の一つが、俺の領地の一角に設定された。ある程度任意に設定できるのにもかかわらず、な。さらに俺しか入れないように、カードによる認にん識しき機能もつけた。何より、最終的に俺を招いたのはお前だ。人恋こいしくなるのは自由だが、欲よつ求きゆう不ふ満まん解消のツバメが欲ほしければ他を当たれ」

　傲ごう慢まんに切り捨てるルイヤ。

　欲求不満と決めつけられたエリザは、怒いかり心しん頭とう──と思いきや、どこか達観した表情で彼を見み据すえていた。癪しやくだが、外はずれてはいない。

　ある意味、ルイヤの発言は的を射ていた。広い城だが、使用人はミナとルーシーの二人きり。そしてこの異空間りようちに領民はいない。

　最愛の夫も──いない。

「私が一人なのは……何故かしら？」

　ルイヤは押おし黙だまった。かすかに目を細めたが、その闇色の瞳ひとみは何の感情も映し出さない。

「あなたが殺したんじゃない、私の夫を」

　ルイヤの顔が硬こう直ちよくする。そのまま思考も凍いてつき、彼の精神は束つかの間ま過去に飛ぶ。

「どんな気分なのかしら……“〝決闘デユエル”〟の果てに、親友を殺す気分は？」

　そうだ……確かに戦った。

　この女性の夫と、友と呼ぶべき男と。

　あれから……もうすぐ一年が経つ。

　死力を尽つくした戦いの果てに、彼の肉体は闇の彼方かなたへ呑み込こまれた。

　それきり、帰ってこない。

　ならば、やはり彼は──



「ウソよ」



　弄いらうような言葉が、ルイヤの精神を現実に引き戻す。視界の中で、妖艶な美貌が楽しげに微笑ほほえみ、見下すようにこちらを見ている。

「あの人があなたごときに殺されるわけないじゃない。生きてるわよ、あの人。そしてもうすぐ帰ってくる。陛下から知らせも来たわ」

「京きよう夜やは今どこにいる？」

　友の生存は、陛下と呼ばれる存在によって証明された。エリザの、いや貴族がその存在を口にするとき、そこから虚きよ飾しよくと欺ぎ瞞まんは消える。

　そして、ルイヤの白はく皙せきの容よう貌ぼうに、翳かげを通り越した昏くらい昏い闇が宿る。

　感情を凝ぎよう縮しゆくした闇の底から囁ささやかれる静かな問いに、エリザはいっそう笑みを深くした。

「決まってるじゃない……〈王都〉よ」

「エリザ…………」

「あら、怖こわい顔。でも当然でしょ？　あなた達が戦ったのは、陛下の下げ知ちゆえ。だからこそ、敗者の扱あつかいに陛下も干かん渉しようされた。正式ではない、あくまでも余興としての“〝決闘デユエル”〟。ただし命がけのね。あの人が傷を負ったのは事実よ。だから治ち療りようのために〈王都〉へ招かれた。あなたではけして辿たどり着けない、陛下のお傍そばにね」

　ルイヤの瞳の奥おくに危険な光が宿り、腰のカードケースもひとりでに展開しだした。

「あらあら、ずいぶん猛たけってるわねぇ。てっきり、あの人のことなんて忘れてると思ってたわ。琉妃……とか言ったかしら？　親友のいない空白は、彼女が埋うめてくれたんじゃなくて？」

　琉妃の名前が出ると、ほんの少しだけルイヤの張はり詰めた表情が緩ゆるむ。それでも不機嫌な口調は変わらず、彼は無表情で言い返す。

「何故アイツの話になる？　ただの下しも僕べだ」

「でも、手は出してるんでしょ？　まあ、男好きのする体よね」

「何か問題があるのか？　それも込みで傍に置いている」

「そうよね、そうなるわよねぇ」

　年下の貴族を嘲あざ笑わらい、エリザは楽しげにルイヤを見つめる。結けつ婚こん前は社交界の華はなと謳うたわれた恋こい多き女貴族は、見み透すかしたように続ける。

「一いつ緒しよに暮らしてるのに手を出さないなんて、大事にしてるなんて、それこそ本当に愛してるみたいじゃない。ありえないわよね、貴族と平民でそんなこと？」

「………………」

「だから、抱かざるを得ない。傍に置くためには、貴族として支配せざるを得ない。誤解されないように、嬲なぶるようにシテるのかしら？　あなたらしいわ」

「それぐらいにしておけ」

　ルイヤがにっこり笑った。

　闇黒卿ダークロードという称しよう号ごうに似つかわしくない、普ふ段だんの彼からは考えられない、朗ほがらかで快活な笑み。

　なのに、エリザの顔は強こわ張ばった。

「殺すぞ」

　展開したカードケースから、ルイヤはカードを引き抜ぬく。

　──ナンバー──《獅子王レグルス》──

　カードには、その名にふさわしい漆しつ黒こくの体毛に彩いろどられた、剛ごう毅きな獅し子しが描かれていた。いつカードからその身を躍おどらせて抜け出てもおかしくない、それほどに躍やく動どう感のある姿。

「あら……戦やる気？」

　エリザの瞳もまた、危険な光を帯びる。

　元々気の合わない相手のうえに、夫の仇かたき。取り繕つくろう必要などない。

　主人の戦意の高まりに応じ、忠実な飼い猫もまた、唸うなりをあげ始めた。

　対たい峙じする闇黒卿ダークロードと鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネス──《獅子王レグルス》と雌豹ネケヴア。

　緊きん迫ぱくの戦場と化した客間。そこへ、可か憐れんな乱入者が舞まい降りた。

「おかわり、いかがですか？」

　抑よく揚ようのない口調で、ミナがルイヤに声をかける。手にはティーポットが握にぎられていた。

　張り詰めた顔をそのままに、ルイヤはミナを見た。邪じや魔ますれば殺す──そうとられてもおかしくはない視線。

　それでもミナは無表情を崩くずさず、静せい謐ひつな声で客人に問う。

「紅茶のおかわり、いかがですか？」

　ミナの意図はすぐにわかった。だがそれに従う理由はない。エリザに仕える以上ただの少女ではないが、平民には違ちがいなく、言葉の裏に隠された願いを聞き届ける必要などどこにもない。

　それでも、ルイヤは空になっているティーカップを彼女に差し出した。

「いただこう」

　矛ほこを引いたのは、可憐な少女の勇気に敬意を表して。

　エリザもまた、肩かたを竦すくめて天てん井じようを仰あおぐ。戦意は消え、手は無造作にネケヴァを撫なでる。

　ルイヤが二杯目の紅茶を飲み終えるまで、一切会話はなかった。

　彼はカップを机に置くと、そのまま何事もなかったかのように立ち上がる。

「邪魔したな」

　そのまま踵きびすを返して去るルイヤ。

　その背に、気だるげな声がかかる。

「月の明るい晩は気をつけなさい。あなたを狙う貴族は、いくらでもいるわ」

「月の無い夜は、だろう？」

　誤りを訂てい正せいし、彼は城を去る。その背を見ながら、エリザは薄く笑う。

　彼女は間ま違ちがっていない。ただ、ヒントをくれてやっただけ。

　ささやかな忠告の意味に気づかない輩やからには、それ相応の報むくいが下る。





　夜が来ていた。

〈黒こく宵しよう街がい〉というだけに、心なしか夜の闇は一ひと際きわ深いように思う。肌はだ寒ざむさは無いが、心細さは夜道を歩くだけで募つのってくる。昼間に歩いた道も、何だか別のものに思えてきた。儚はかない街灯や人ひと気けの消えた街が、さらに街の変へん貌ぼうぶりを強調する。

　小さく溜ため息いきをつき、プリエラは街灯の傍に腰を下ろした。照らし出される顔は気き丈じようさが薄れ、歳とし相応に脆もろく弱っている。

　ルイヤと別れてから、ずっと街をさまよっていた。

　歩く中で、彼の統治がうまく機能していることを実感した。ちっぽけな領地、と他の貴族は笑うかもしれないが、小さいだけに細かいところまで彼の目が届くのだろう。

　浮ふ浪ろう者しやもほとんど見かけないし、治安もいい。貧富の差もさほど見られない。少なくとも、最低水準の生活は皆みな享きよう受じゆしている。

　いい街だと思う。

　けれど、自分は溶とけ込めない。

　所しよ詮せんは異い邦ほう者しやで、帰る場所なんて──一つしかない。しばし俯うつむいた後、プリエラはまた歩き出した。向かうのは、旅人用の簡易な宿。そこが彼女のこの街での仮の住まいであり、唯ゆい一いつ帰るべき場所とすがるべき者が存在している。

　受付にいる老人に帰き還かんを告げ、プリエラは宿しゆく泊はくしている部屋の鍵かぎを受け取り、二階へ上がった。格安の料金にふさわしい粗そ末まつで簡素な部屋だが、休息には充じゆう分ぶんだろう。

　だが、部屋の隅すみにあるベッドには、すでに横たわる者がいた。

　プリエラは駆かけ寄り、悲痛な面おも持もちで呟つぶやく。

「母様」

　聞き取れないような小さな声なのに、眠ねむる女性はビクンと跳はね起き、虚うつろな目つきで少女を見た。

「プリエラ…………」

　乾かわいた薄うすい唇くちびるが、娘むすめの名を呼ぶ。痩やせた細い腕が、少女を胸むな元もとに抱だき寄せ、その頭を撫でる。

「どこに行っていたの……？　駄だ目めよ、不用意に出歩いては…………」

　うわ言のように、母は娘に告げる。プリエラは素す直なおに頷うなずき、心配そうに母親の顔を覗のぞき込む。

「母様、お体の具合は？　苦しくない？」

「平気よ、あなたがいれば…………」

　こぼれたのは、弱々しい笑みだった。プリエラの母、というにはずいぶん若い。どう見ても十代の頃ころに子供を産んだと考えるのが妥だ当とうな歳だ。

　それなのに、その全身には年ねん齢れいを越こえた疲ひ労ろうと衰すい弱じやくの感が強い。肌はだは活気が失うせてかさつき、娘以上にやせ細っている。娘と同じプラチナブロンドの長ちよう髪はつも、娘の成長した姿を彷ほう彿ふつとさせるはずの美び貌ぼうも、全てが輝かがやきを失い、くすんでいた。

「あのね、母様…………」

「なあに…………？」

　母の穏おだやかな微び笑しように、プリエラは口に出しかけた言葉を呑のみ込み、曖あい昧まいな表情で首を振った。

「ううん、何でもない」

　そうだ、何でもない。

　この母親が、自分を男共に売るわけがない。大体、売ったのなら、こんなやさしい顔で自分を抱き締しめてくれるはずがない。

　でも、別の疑念が胸を灼やく。

　母は、自分といて幸せなのだろうか？

　自分は、ただの厄やつ介かい者ものなのではないだろうか？

　ずっとそう思っていた。だからこそ、昨夜の男達の言葉が胸を突ついた。

　それでも少女は不安を呑み込み、必死に笑顔を作り続ける。

「あの貴族は……追ってこなかった？」

　母の問いかけに、プリエラは顔をこわばらせた。まだ、出会ってはいない。だがいずれ来るだろう。その恐きよう怖ふを押おし殺すために、母を心配させないために、少女はこの街で出会った風変わりな貴族について語る。

「大だい丈じよう夫ぶ、奴やつとは会ってない。でもね母様、他の貴族に会った。普ふ通つうの貴族とは違っててね…………」

「駄目よ!!」

　病的な悲鳴を上げ、母は娘を突き飛ばした。そのままプリエラの小さな体は床ゆかに投げ出され、衝しよう撃げきが全身を叩たたく。

　苦痛に顔をしかめたとき、どこか狂きよう気きじみた表情で見下ろす母親が視界に入った。何か言う暇ひまも無く、母親はまた娘を強く抱き締めた。愛情──と表現するにはあまりに強い力で、娘の華きや奢しやな体は軋きしみ、細ほそ腕うでに喰くい込こむ爪つめと皮ひ膚ふの間からは血が滲にじんでくる。

「駄目よ、駄目……貴族を信じては駄目。奴らはただ奪うばうだけ……私からあなたを奪うだけ!!」

「………………」

　己に言い聞かせるような病的な呟きに、プリエラは何も言えない。痛みを堪こらえながら、ただ母のしたいようにさせる。

「どこにも行っては駄目よ……？」

　耳元で囁ささやかれる懇こん願がんに、プリエラは小さく、力強く頷く。

「わかってる。私は母様とずっと一緒」

　その言葉に、母は笑った──ように見えた。途と端たん、母の全身から力が抜け、プリエラは解放される。母の爪が食い込んで傷ついた腕もそのままに、プリエラは母親を抱き上げてベッドに寝かし、毛布をかける。気力が尽つきたのか、母は再び眠りについていた。

　非力な少女でも何とか持ち上げられるぐらい、母の体は軽く、か細い。

　そうなるまで──これほどに体が疲つかれ果てるまで、二人で長い旅路を歩いてきた。

　だが、もう限界が近い。

　それでも母を心配させまいと、少女はその寝ね顔がおを両手で包み込みながら呟く。

「大丈夫。母様は……私が守るから」





　街路を、奇き妙みような人ひと影かげが歩いていた。

　体の線が出るピッタリとした白のワンピース姿の女性──暗い夜道を女性一人で、などという常識的な意見の前に、まず女性の異様な外見が目を惹ひく。

　中肉中背の体形は普通だが、頭は全体が包帯で巻かれ、その表情がまったく窺うかがえない。両目は晒さらされているものの、その血走った赤い目からは感情が読み取れない。

　異様な風ふう貌ぼうに、どこかおぼつかない足つき──しかも、右手には三日月の形を模した、無骨で凶きよう悪あくな湾わん刀とうを携たずさえて。

　大の男でも、遭そう遇ぐうすればまず危機を感じて逃げ出す。それが正解だ。

　しかし、今その女性の前に佇たたずむ美女は、左腰に手を当て悠ゆう然ぜんと言葉を紡つむぐ。

「……ずいぶんと物ぶつ騒そうな格好ね。街の美観を損そこねるわ。ルイヤ様の夜歩きにも支障が出る」

　憎にく々にくしげに女を睨にらみつけ、琉妃は前へ進み出た。

　主あるじが不在である以上、領地を闊かつ歩ぽする不ふ審しんな輩やからを制するのは己の役目。

　戻らぬルイヤの代わりに見回りに出たが、物騒な輩に遭遇してしまった。

「その刀を捨てて、顔を見せてくれるかしら？」

　警告も込めた言葉は通じず、女は無言のまま、斬きりかかってきた！

　ためらわず喉のどを狙ねらう凶きよう器き──それを、一枚のカードの縁ふちが受け止めた。どう見てもその質感は紙なのに、その縁は今刃やいばに変わって凶きよう刃じんを受け止める。

「話し合いは無理みたいね。私に牙きばを剥むくということは、ルイヤ様に逆らうのと同じこと。いいのかしら、死ぬわよ？」

　さらなる警告を意に介かいさず、女はなおも琉妃の柔やわ肌はだを裂さこうと刃を振るう。琉妃は溜息を吐つき、攻せめに転じた。確かに相手の凶器は厄やつ介かいだが、あまりにも動きが単調だ。根本的に人を斬ることに慣れていない。

　さっと相手の手首を掴つかみ、刃物を無効化。後は組み伏ふせれば終わりだ。

「…………！」

　掌しよう握あくしたと思った瞬しゆん間かん、すさまじい勢いで相手の手が振られ、琉妃の手は女から離はなれた。何てことはない、ただ力で押し切られ、引き剥はがされただけ。

　しかし──

「女、よね？　あなた…………」

　そうだ、相手はどう見ても女性……今触ふれた手首の皺しわから見ても、自分よりかなり年上だろう。なのに、男をはるかに超える剛ごう力りきで押し切られた。ありえない。

　思考をまとめる暇もなく、凶刃が琉妃を襲おそう。

　相変わらず単調で考えなし、ただ刃物を振り回すだけだが、一いち撃げきごとに刃が空を裂き、その威い力りよくを想像させる。しかも……迅はやさを増してきた。

　避よけきれず、刃は先さきが、琉妃の首筋をかすめた。出血はごくわずかで、すぐに止まるだろう。痕あとが残るような傷でもない。

　しかし、琉妃に決断を促うながすには充分なダメージだった。

　どうやら、普通に戦やっては無理な相手のようだ。

「あなた──もしかして、私と同じ貴族の下僕？　その怪かい力りきは……貴族に忠誠を誓ちかうと同時に与えられたものなのかしら？」

　相手は答えない。琉妃もそれ以上求めず、主より与えられし力を解放する。

　主には及およばないまでも、白くなめらかな指先にきらめくのは、先ほど凶刃から彼女を守った一枚のカード。

　頭まで覆おおう黒くろ衣ぎぬを纏まとい、両手を絡からめて祈いのりを捧ささげる女性の絵え柄がらは、どことなく琉妃自身に似ている。すでにほぼ失われた「宗教」なる思想の中にある、絶対者にその身を捧ささげた女性。

　それはまさしく、貴族という名の異能者に身も心も捧げた彼女を表すカード。

　──ナンバーII──《黒衣の巫女アナザーシヴイル》──

「体に訊きくしかなさそうね。あなたの仕える貴族について、話してもらうわよ」

　琉妃は好戦的な笑えみを浮うかべ、カードをかざした。

　絵柄が光を放ち、共に貴族にその身を捧げし者の戦いが始まる。





　ルイヤが〈黒宵街りようち〉に戻ったとき、辺りはすでに暗かった。まだ夜中というほどではないが、すでに街は夜の静けさに染め上げられている。

　かつての世界の絶頂期は、眠らない街など当たり前、色めく煌きらびやかな光に街は照らされ、人は皆みな文明の利器を享きよう受じゆしながらカガクという力に酔よいしれていたという。

　だが今、人が手にできるのは、終わった世界の残ざん滓しだけ。

　かつての巨きよ大だい建造物を生み出すような建築技術も失われ、街全体を照らすような照明も生み出せない。そもそも照明の根幹をなす「電力」の概がい念ねんすら、ほとんどの平民が認識できない閉鎖技術バウンドテクノロジーなのだ。

　その閉鎖技術バウンドテクノロジーすら、全すべてが保存されているわけではない。

　いくつかは失われ、世界の在り方は変わった。

　今人々の繋つながりは言語と文通に限られ、行き来する手段は己の足か騎き馬ばを始めとした動物の走力に頼たよるのみ。

　かつて「家電」と呼ばれた普ふ及きゆう品ひんもかなりの物が失われ、稀き少しようさゆえに高級品となった。

　それは、「カガク」という力にも言えることだ。

　かつて万ばん人にんが共有し、その法則に身を置いたはずの力もまた、その在り方を変えた。

　その知識が一部の人間のみに独どく占せんされたとしたら、まして「魔ま法ほう」と呼ばれるレベルまで極まったものが原則から外れ、あくまでも資質を持つ一部の人間のみに制せい御ぎよできるものになったとしたら──そこに特権が生まれる。

　ゆえに、彼らはこう呼ばれる。

　貴族、と。

　夜道を歩きながら、ルイヤは軽く眉まゆ根ねを寄せた。

　向こうから誰だれかが歩いてくる。交こう錯さくして数歩の後、彼らは互たがいに振り返った。

　ルイヤと対たい峙じするのは、燕えん尾び服ふくを着た細身の男だった。身長はルイヤとほぼ同等の長身で、スーツの着こなしも見事なものだ。

　容よう貌ぼうに関係なく、スーツを着こなすにはやはりある程度の年ねん齢れいが必要だ。円熟を重ねた大人の渋しぶみ、それが男の全身から放たれ、どことなく威い厳げんを感じさせる。

　しかし、その顔にはこれまでの人生の重みを感じさせるものなど、欠片かけらも無かった。

　顔一面を覆うのは、毒々しいまでに白いドーラン。

　ルイヤの白さとはまったく質の異なる人工的な色に、さらに眼元や口元を彩いろどるどぎつい赤や青のメイク。

　素す顔がおの面おも影かげは感じられず、そこにいるのはただの飾かざり立てられた道どう化けの顔。

　そして今、耳まで届くほど大きく口紅を塗ぬった唇くちびるが、三日月の形に開く。

「こんばんは♪」

　丁てい寧ねいな口調なのに、どこか見下すような響ひびき。

　しかし礼れい儀ぎは守り、奇妙な道化はかぶっていたシルクハットをとる。職人の手によるオーダーメイドの高級品だが、その頂点の部分からは兎うさぎの両耳が飛び出している。片方の耳だけが曲がっているところが、芸が細かい。

　そのくせ、髪かみ形がたは丁寧に撫なでつけたオールバック──どう考えてもイカれた男、月下の怪かい人じんと呼ぶにふさわしい。

「いい夜ですねぇ」



    

  
    
      　年齢不ふ詳しようの声で、道化はさらに続ける。シルクハットをかぶり直し、ふらふらと周辺をいったりきたり歩き出す。

　ルイヤは無言のままカードケースをベルトから外し、その表面に刻きざまれた紋もん章しようを道化にかざす。

　相手もまた、白手て袋ぶくろをはめた右手に握にぎっていた品をルイヤにかざした。

　向こうが手にしているのは、ちょうど手のひらに収まるサイズの球体だ。透すける素材で作られているが、表面はなめらかではなく、ゴツゴツと粗あらい。非常に精せい緻ちな造りで、無数のクレーターのような微び細さいな陥かん没ぼつも刻まれていた。

　だが何より目を惹ひくのは、そこに刻まれた紋章だ。

　三日月をハンモックに見立てて、背を預ける兎の意い匠しよう。

　空を見上げれば、そこにも月が煌こう々こうと光を放っている。道化が持つのはまさに月のミニチュアとよべる球体であり、夜空に浮かぶ本物と同様に、兎があしらわれているのだ。

「貴族か？」

　ルイヤの問いに、道化は慇いん懃ぎん無礼にシルクハットを取って頷うなずく。お互い、すれ違ちがったときに直感した。貴族同士なら大たい抵ていそうなる。

　互いの存在に気づいたとき、初対面の貴族が行うのは、互いの紋章の確認。

　貴族に与えられた紋章は単なるマークではなく、その身分と存在を証明する崇すう高こうなもの。

　見せ合うこと、それ自体が互いが貴族であることを証明する。

「闇黒卿ダークロード──ルイヤ＝オフェル・クロス」

「ご丁寧にどうも。わたくし、月光男爵ムーンバロンと申します」

　道化もまた、自らの称しよう号ごうを名乗る。紋章の確認の後での名乗り、これもまた貴族の流りゆう儀ぎ。

「名は名乗らないのか、月光男爵ムーンバロン？」

「貴族には不要なものですよ。自己の存在を示すのは、陛下より賜たまわった称号なのみ──それだけでいい」

　道化の容貌を持つ貴族は、大おお仰ぎように芝しば居いめいた口調で語る。ルイヤはそれ以上名について言げん及きゆうせず、本題に移った。

「……で、何の用だ？　領お主れが言うのもなんだが、この街には貴族の目を惹くようなものは特にないし、保養にも向いていない。うまいコーヒーでも飲みたければ別だが」

「わたくしには、酒の方がありがたいですな。しかしながら、領地はさておき、あなた個人には興味がある。というより、あなたに興味を持たぬ貴族などいませんよ、闇黒卿ダークロード」

「………………」

　ルイヤは無言で肯こう定ていした。自分が他の貴族からどう見られているか、自覚はある。

「鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスからも伺うかがっていましたが、いや、実に噂うわさ通りの方だ」

「エリザの知り合いか？」

「夜会パーテイで幾いく度どか。お美しい方です。まさに貴族の模も範はんとされるべき女性だ」

「単にお高くとまった高こう慢まんな女だ。あんな女を好く奴やつの気が知れん」

　憮ぶ然ぜんとしながら言うと、月光男爵ムーンバロンは肩かたを竦すくめた。

「見解の相そう違いですかな？　そういえば、その鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスを射止めたあの死侯爵デスマークイスとあなたは、親友の間あいだ柄がらと伺っておりますが？」

　死侯爵デスマークイスという称号なが出た瞬間、ルイヤの顔つきが変わった。

「……にもかかわらず、あなたは死侯爵デスマークイスを斃たおした。あの貴族の中の貴族と謳うたわれた男を。貴族最狂と呼ばれた男を。やはり、その称しよう号ごうの為なせる業わざなのでしょうか？　死侯爵デスマークイスは、私と同じく陛下に忠誠を誓い、その権けん威いを広め、全ての力を陛下に集めるべく動く王党派の一人。友といえど、その存在は邪じや魔まになりましたかな？」

「貴様…………」

　死侯爵デスマークイスよりも、むしろ王党派という名がルイヤの琴きん線せんに触ふれた。敵意を増す彼の視線を躱かわすように、月光男爵ムーンバロンは軽かろやかに地を蹴けり、飛ひ翔しようした。

　長身のルイヤを軽々と超こえ、どれほど鍛きたえようと人の身では敵かなわぬ高みへ昇のぼる。

　タン、と近くの民家の屋根に乗り、月光男爵ムーンバロンはどこかおぼつかない足取りでゆっくりと歩き出す。揺ゆらめく歩行は、彼が重力という楔くさびから解き放たれていることを意味していた。

「ご存じですか？　月の重力はこの星の六分の一。私の歩みは、常に月に導かれる」

　これが月光男爵ムーンバロンの力の一いつ端たん、彼は誰よりも軽々と宙を舞まい、高みをゆく。

　詠うたうように、月光男爵ムーンバロンはかつて闇黒卿ダークロードと呼ばれた者の末路を語り出す。

「昔、一人の貴族がおりました。彼は陛下に反旗を翻ひるがえし、その御おん身みを狙ねらった。だが反逆は空むなしく終わり、その貴族は無様に散った。ゆえにその存在は抹まつ消しようされ、今となっては誰も知らない。当然ですな、存在すること自体がおこがましい不敬の輩やから」

「………………」

「ところがその称号は断絶せずに、あなたのもとへ。あなたは忌いまわしき先代の遺志もまた、受け継ついだのでしょうか？」

　頭上から投げかけられる問いかけに、ルイヤは硬い表情のまま抑よく揚ようのない口調で応じる。

「貴族の力は、その称号と共に受け継がれるモノ」

　継けい承しようしたときの記き憶おくが脳のう裏りをかすめる。あの日、先か代れは漆しつ黒こくのカードケースを渡わたし、こう言った。



　──デッキを完成させろ。



「古き古き時代では、家いえ柄がらや血筋で貴族の継承がなされたと伝わりますが、そんな愚おろかなことを陛下はお認めにはなりません。称号なを継げるのは、全てのしがらみを超え、ただふさわしき者だけ。貴族には、自らの後こう継けい者しやを選ぶ権利がある。ですが、それも陛下の承認あってのこと。あなたは先代に選ばれ、陛下に認められた。反逆者の称号すら次代への存続をお認めになる……それこそまさに陛下の大いなる慈じ悲ひ。今一度考えなさい、あの反逆者にしても、遡さかのぼれば誰からその力を賜ったのでしょう？」

　言い聞かせるような月光男爵ムーンバロンの言葉。

　彼が指し示す存在が、ルイヤの思考を灼やく。

　平民の上に立つのが貴族。貴族の中でも、その爵しやく位いや地位により上下の差は存在する。

　では、その上位を突つき詰つめた先に、頂点に君臨するモノは何か？

　陛下と呼ばれ、程度の差はあれ全ての貴族が畏い怖ふの対象とすべき存在は何か？

　終わった世界でも、再建された世界でもその名は変わらない。

　すなわち、“〝王”〟。

「我々貴族は、陛下に認められたからこそ貴族。あなたもまた特権を享きよう受じゆし、陛下から封ふうぜられた〈領地フイーフ〉を持つ者。されどあなたも挑いどむのでしょうか、無様に散った愚かな先代のように？」

「今、何と言った？」

　ルイヤは顔を上げ、右の民家の屋根に佇たたずむ月光男爵ムーンバロンを見た。

　ただそれだけ、ただそれだけなのに、月光男爵ムーンバロンは口を噤つぐんだ。

　ルイヤは左手で己の額を掴つかみ、顔を覆おおい隠かくしていた。指の間から覗のぞく闇色の瞳ひとみが、月下の貴族を射い貫ぬく。

　あらゆる負の思念を内に潜ひそむ闇に取り込み、白はく皙せきの青年は呪じゆ詛そのように言葉を紡つむぐ。

「もう一度言ってみろ」

　言葉は、そのまま物理的圧力を伴ともなった。

　月光男爵ムーンバロンは、まず距きよ離りを取ることを選んだ。屋根を蹴り、後方に跳とぶ。

　そのままルイヤから離はなれた地面に着地──だが、着地点を見切った彼は目の前に！

「先代アイツが何だって？」

　断罪の一いち撃げきが、月光男爵ムーンバロンを襲おそう。高く高く舞い上がった踵かかとが、その顔面を砕くだくべく凄すさまじい速度で叩たたき落とされた。

「…………！」

　瞬しゆん時じに後方に跳び、かろうじて月光男爵ムーンバロンはそれを避よけた。確実に殺す気の一撃は、直撃すれば間ま違ちがいなく死んでいた。この男、躊ちゆう躇ちよなく人を蹴り殺す。

「ずいぶんと野や蛮ばんなことをなさる……貴族たる者が、五体を使うような下げ賤せんなまねをなさるとは。貴族同士の争いならば、作法に則のつとるか、せめて王威の封具インペリアルギフトを使われては？」

「見たいのか？　我わが《禁忌の断章アスルデツキ》を」

　ルイヤが腰に戻したカードケースを軽く叩く。これが彼の王威の封具インペリアルギフト。

　貴族の身分を証明し、その力を制せい御ぎよすべく称号と共に“〝王”〟から下か賜しされたもの。

　かつて闇黒卿ダークロードと呼ばれた最初の者が“〝王”〟から賜り、時を経てルイヤに受け継がれた。

　貴族の争いは、互たがいにこの王威の封具インペリアルギフトを駆かり行われる。

「ほう、それがあの《禁忌の断章アスルデツキ》。全王威の封具インペリアルギフト中、屈くつ指しの万ばん能のう性せいと拡張性を併あわせ持ち、貴族の全すべてが詰まっていると聞き及およんでおります」

「今から貴様の身に実感させてやろう……俺の受け継いだものをな」

「では、私も披ひ露ろう致いたしましょう。我が王威の封具インペリアルギフト──《真月の宝玉ルナテイツクオーブ》を」

　月光男爵ムーンバロンが右手を開くと、その上にあの月をミニチュア化した球体が載のっていた。

　それはひとりでに宙へ浮うき上がり、そのまま月光男爵ムーンバロンの頭の高さまで上っていく。浮かぶ《真月の宝玉ルナテイツクオーブ》を、月光男爵ムーンバロンは人差し指で下から指差す。

　ルイヤもまたケースを展開させ、カードを引き出す──その前に、勝手にケースが展開していた。しかもそこから一枚のカードが飛び出し、主を無視して彼方かなたへ飛び去っていく。

「《獅子王レグルス》が……琉妃か!?」

　カードの行き先を理解したとき、弄からかうような月光男爵ムーンバロンの言葉が届く。

「おやおや、王威の封具インペリアルギフトは下賜された貴族しか使えぬはずですが……まさか、下しも僕べにでも貸しているのですか？　変わった方だ」

　嘲ちよう笑しように似た言葉の裏で、もう彼の準備は終わっていた。

　右手の人差し指の先で、高速で回転する《真月の宝玉ルナテイツクオーブ》。

　回転が進むたびに、宝玉は光を放ち、さらに強まっていく。その色はまさしく月光に等しき穏おだやかな光。

　しかし回転する宝玉の中でその光は凝ぎよう縮しゆくされ、熱量が増す。

　そして、破は滅めつの光が生み出される。

「月光破」

　闇やみ夜よを切り裂さく一条の閃せん光こうが、ルイヤに放たれた。穏やかな月光が、今狂きよう気きの熱線と化してルイヤの身を灼く。

　この力──そして高みを行くあの飛翔、間違いない、人買いの男を屠ほふったのはコイツだ！

「《暗ワ黒ー星ム》」

　座して死ぬ気はなく、ルイヤはカードを引き抜ぬき、その端はしを咥くわえる。それが月光の一いつ閃せんにかざされたとき、カードから飛び出すのは、昨夜人買いの一人を呑のみ込んだ闇色の球体。

　虚こ空くうに生じたそれは、今月光を喰くらう穴と化し、全てを呑み込む。

「これはこれは……闇黒卿ダークロードの称号なにふさわしき御み業わざ。ブラックホールとやらの簡易版ですかな？　しかし……所しよ詮せんは『闇やみ』だ」

　月光破の照射時間は、数秒しかなかった。《暗ワ黒ー星ム》の顕けん現げん時間もほぼ互ご角かく。

　ゆえに、ルイヤの防ぼう御ぎよに隙すきはなく、光は闇に呑み込まれて消える。

　なのに──光線は暗黒の球体を貫き、一条の閃光がルイヤに迫せまる！

「何っ!?」

「お忘れですか？『闇』とは、『光』があって初めて成立する概がい念ねんです。光の後に闇は生まれ、光の前には存在しない。ゆえに、あなたの闇は光で散る」

　あらゆるモノを呑み込む攻こう防ぼう一体の《暗ワ黒ー星ム》は敗れ、拡散した。四散した「闇」はそのままカードに戻り、もう彼を護まもれない。

　迫る光線を前に、かろうじて新たな防御は間に合った。

　次なるカードは《闇黒卿ダークロード》──彼自身を象しよう徴ちようするカードから、漆黒の長なが衣ぎぬが飛び出す。ルイヤはそれを羽織ることなく、襟えり元もとを掴んで翻す。火を消し止めるように、闇色の衣が光線を振ふり払った。

　さすがに《暗ワ黒ー星ム》で多少威い力りよくが減じられたおかげで、月光破もまた拡散し、辺りを束つかの間ま明るく染める。

　かろうじて防ぎ切り、ようやく反撃へ──が、もう相手に戦意はなかった。

　滑こつ稽けいな道どう化け顔は笑えみを深くしながら、拍はく手しゆを送る。

「いやぁ、お見事。その衣──たしか、奈落アビスの闇やみ衣ぎぬでしたかな？　次は、ぜひ正装をされてお会いしたいものだ」

「次があると思っているのか？　我が《禁忌の断章アスルデツキ》がこの程度で終わるとでも？」

「まさかまさか。お互い、ただの余興でしょう？」

「何な故ぜこの街に来た？　何故人買いを殺した？」

　気だるげな問いかけに、月光男爵ムーンバロンは肩かたを竦すくめた。問われる理由がわからないらしい。

「任せた役目を果たせなかった……それだけです。信しん賞しよう必ひつ罰ばつは世の常、まして我らは貴族──使えぬ平民の処理は義務でしょう？　あなたの領た民みでもない者の死など忘れなさい」

「他の貴族の領地で無法はしない──それが俺おれ達たちの暗あん黙もくのルールだ。王党派として、反逆者たる闇黒卿ダークロードを受け継いだ俺を敵視するとしても、貴族の在り方を説くお前が、どうしてそう簡単に禁を破る？」

　敵の心中に抉えぐり込こむような鋭するどい声。ルイヤの問いは正当であり、理はむしろ彼にある。

　だが月光男爵ムーンバロンは動じず、後ろで両手を組みながら、詩を吟ぎんずるように反論した。

「無法──というほどのことでもないでしょう？　謝罪が必要ならば致いたしますよ？　それとも、金銭で解決して頂けますかな？」

　月光男爵ムーンバロンは慇いん懃ぎん無礼に返す。真しん剣けんさは感じられないが、さしてルイヤを刺し激げきする気も感じられない。小こ競ぜり合いならともかく、全面的に争うのは避けたい──そうも取れる。

「──貴様が全てを語るなら、考えなくもない。役目を果たせなかったと言ったな。何故、人買いにあのガキを追わせた？　あのガキに何がある？」

　闇黒卿ダークロードと月光男爵ムーンバロン、二人の貴族を張はり詰めた感情の糸が繋つなぐ。

　会話は核かく心しんに迫り、ルイヤの手は腰のケースに伸のびる。

　牽けん制せいするように、月光男爵ムーンバロンは小さく笑い、シルクハットの鍔つばを軽く上げる。

「いずれまた。今こ宵よいは挨あい拶さつのみで」

「待て」

　ルイヤは間かん髪はつ入れずに蹴けりかかった。手には無論カードもある。

　が、月光男爵ムーンバロンはそれを予想し、またあの軽やかな足取りで宙へ飛ぶ。今度はスピードも兼かね備え、夜の街を駆ける怪かい盗とうの如ごとく屋根を飛び跳はねていく。

「では、御ご機き嫌げんよう」

　シルクハットを脱ぬぎ、優ゆう雅がに一礼する月光男爵ムーンバロン。

　その高度と距離は、すでにルイヤの捕ほ捉そくから逃のがれていた。

　追つい跡せきを諦あきらめ、彼は空を見上げた。煌こう々こうと地を照らすはずの月は、いつしか雲に隠れていた。満月に近い見事な月だったが、しばらくは敵意を以もつて見つめることになりそうだ。

　月こそが、敵の〈領地フイーフ〉。

　おそらく、月光の満ちるところではいつでもあの凶きよう悪あくな光線を放てることだろう。

　夜は己の時間ではなく、敵の時間。月の運行は自分には変えられず、月が出ている間、敵は優位に立つ。

　脅きよう威いを実感しつつ、ルイヤは歩き出した。

　まだ夜は終わらない。

　今宵の闇は、とかく深い。





「いらっしゃい、レグルス！」

　琉妃がその名を呼んで間もなく、カードは彼女の手に飛来した。

　これこそ彼女が主あるじに与あたえられし《黒衣の巫女アナザーシヴイル》の力。

　主の代行として、限定的ながらも王威の封具インペリアルギフトを駆り、さらに必要な手札はルイヤのデッキから呼び出せる。

「出番よ」

　琉妃がカードをかざすと、内包されていた存在が実体化し、カードから飛び出す。

　王者の雄お叫たけびをあげながらその身を躍おどらせるのは、絵え柄がらに違たがわぬ漆しつ黒こくの獅し子し。

　巨きよ躯くを誇ほこりながら、その身は無む駄だな贅ぜい肉にくなど一いつ切さいない野生美に満ち溢あふれている。人の支配する街においても、その孤こ高こうの誇りが失われることなどない。

　しかし、その存在はあくまでも使い魔ま。

　下しも僕べとはまた異なり、貴族に服従する幻げん想そうの獣けもの達たち。

「行きなさい！」

　主代行の命に従い、獅子王レグルスは地を駆けた。

　狙ねらうは、街を跳ちよう梁りようする奇き妙みような女によ性しよう。

　交こう錯さくする二者──ダメージは互角だった。

　雄お々おしき獅子は前脚を切り裂かれ、地に鮮せん血けつを撒まき散らす。

　一方、女の方は肩の肉を喰いちぎられたが……特にダメージは見えない。表情が窺うかがえないのもあるが、佇たたずむ姿に、まったく何の変化も見られないのだ。

（痛覚がない……？　なら、本当に動けなくするしかなさそうね……）

　レグルスへの指示をまとめたとき、琉妃は女がこちら目がけて一直線に駆かけてくることに気づいた。

　まずは司し令れい塔とうを潰つぶす気らしい。

　主代行の危機に、レグルスも敵を止めるべく駆けた。だが、百ひやく獣じゆうの王の疾しつ走そうはごくわずか、いつもより遅い。切られた前脚は重傷ではないが、その行動を遅おくらせるには充じゆう分ぶんだった。

　しかも、女の方がより琉妃に近い位置にいる。

　レグルスの援えん護ごは、おそらく一呼吸遅れて届く。だから、彼女は新たなカードを呼んだ。

「《武装アームズ》!!」

「キィィィィッッッ!!」

　奇き声せいを上げ、女が斬きりかかる。受け止めたのは琉妃の右みぎ腕うで。

　肉どころか骨まで断つ一いち撃げきは、柔やわ肌はだを切り裂くことなく受け止められた。

　無骨な刃やいばから彼女を守ったのは、右腕の肘ひじから先を覆おおう銀の籠手ガントレツト。使用者に合わせたのか、鎧よろいの装そう甲こうは薄うすく、肌はだに密着している。だが、その堅けん牢ろうさは申し分ない。

　かろうじて、カードは間に合った。

　琉妃の左手に閃ひらめくのは、古き時代の「騎き士し」なる存在が纏まとったという甲かつ冑ちゆうの図ず柄がらのカード。

　──ナンバー《武装アームズ》──

　それは、文字通り下しも僕べを強化するための力。

「悪いけど、そう簡単に傷物にされるわけにはいかないのよ」

　艶つやっぽく言い、琉妃は後方に跳とんだ。力では不利、押おし切られる前に距きよ離りを取る。

　女は追ってきた。

　今度は防御ではなく、こちらから迎むかえ撃うつ！

　琉妃が右手を振ると、籠手ガントレツトの手首の部分から、しなやかな蛇じや腹ばら状の紐ひもが這はい出す。金属製のそれは、振ることによって籠手ガントレツトと一体化した凶悪な鞭むちと化す。

「キィィィ…………！」

　無造作に突とつ進しんしてくる女に、琉妃はためらわず鞭を振る。先せん端たんが相手の刀を手にする手首に当たり、激しい破は裂れつ音おんを響ひびかせる。だが、それでも相手は武器を握にぎったままだ。

　舌打ちをし、琉妃の鞭はそのまま相手の顔面をはたく。

　穏おん便びんに済ませられない以上、殺やるしかない。

　音速に近づいた鞭は一種の刃と化し、女の包帯を切り裂いてその肌を露ろ出しゆつさせる。

　潤うるおいのない肌に、琉妃は敵の年ねん齢れいをおおよそ把は握あくした。初老の女性──だが、何故そんな輩やからが？

　疑問が停てい滞たいを生む。しかし恐きよう怖ふも躊ちゆう躇ちよもない敵は、女の命である顔を裂かれても一切動じず、その凶きよう刃じんを振り下ろす。

　反応が一いつ瞬しゆん遅おくれ、琉妃には防具を着けた右腕で受けるしか選せん択たく肢しはなかった。

　だが、受け止めきれるのか!?

　歯を食いしばって耐たえようとしたとき、迫る女の背後に黒い塊かたまりが見えた。

　女もまた、背中に投げつけられた物体に気づき、右に動いてそれを躱かわす。

　琉妃も反対側へ動き、誰だれもいない民家の壁かべに、黒い肉にく塊かいがぶち当たった。

　壁は一部が砕くだけ、かすかに砂さ塵じんが舞まう。

　叩たたきつけられたそれは……漆黒の獅子王レグルス。

　ピクピクと昏こん倒とうして動かない使い魔を見て、琉妃は瞬しゆん時じに救い主──もとい、暴ぼう虐ぎやくな乱入者に気づく。

　主が、視線の先に立っていた。

「外した」

　舌打ちして、ルイヤが肩を竦める。使い魔をボール代わりに蹴り飛ばしたが、あえなく失敗。

「……わ、私に当たったらどうするんですか!?」

「別に」

　ルイヤは即そく答とうし、その件はそれで終わった。レグルスが援護に来なかったのも、おそらく彼の指示だろう。ボール代わりに蹴り飛ばした使い魔に彼が放つのは、

「戻れ」

　の一言だけ。

　拒きよ絶ぜつを許さぬ命に、レグルスは従った。琉妃の意思よりも、真の主の命の方がはるかに大事だ。気高き獅子はよろめきながらも立ち上がり、琉妃の持つ白ブ色ラ無ン地クのカードに身を躍らせる。

　獅子の巨躯は小さなカードに呑のまれ、残るのは白はく皙せきの貴族とその下しも僕べ。

　だがまだ戦いは終わらない。

　女の標的は、ルイヤに変わった。

　再び疾走が始まるが、ルイヤは臆おくせず腰のカードケースから敵めがけてカードを放つ。

　女の胸に突つき刺ささるカード。

　致ち命めい傷しようには程遠いカードスローイングの妙みよう技ぎ。しかし接せつ触しよくの瞬しゆん間かん、カードは秘ひめた力を解き放つ！

　──ナンバーＸＩ《暴力フオース》──

「がっっっ…………」

　大きく女の背が反る。全身に、肉を裂さき、骨を軋きしませる衝しよう撃げきが響きわたる。

「それは純じゆん粋すいなる衝撃」

　詠うたうようにルイヤは言う。

　カードに内包されたのは、あらゆる存在に届く「力」。

　対象に当たったとき、それは無情にして理り不ふ尽じんな衝撃を叩き込む。

　まさしく平民の上に立つ貴族の所業、「力」が持つ闇やみの側面の具現化。

　常人なら即そく死ししてもおかしくない重い衝撃だが、女はよろめきながらも耐え、おぼつかない足取りで駆け去っていく。

　ルイヤは敵を追わず、それよりも、気にすべきことに興味を向ける。

　敵の去り際ぎわに地に落ちた《暴力フオース》のカードを拾い、彼は厳しい目で琉妃を見み据すえた。

「あ、あの…………」

　主の不興を買ったことに気づき、琉妃の身が縮こまる。しかしルイヤは叱しつ咤たせず、琉妃の首筋にある小さな傷を舌先で舐なめる。すでに固まっていた血が舐め取られ、琉妃は頬ほおを赤く染めながら、身を反らす。

「無駄に傷をつけるな。お前の体はお前のモノじゃない、俺おれのモノだ」

「はい…………」

　官能的な呻うめきを漏もらし、琉妃は頷うなずく。

「俺が傷つけるのは構わんが、他の奴やつはダメだ」

　それがレグルスをボール代わりにした無茶な一撃の理由らしい。自己中を通り越こした歪ゆがんだ理り屈くつだが、琉妃は拒こばめない。そういう二人なのだ。

　琉妃から身を離はなし、ルイヤは周囲を見み渡わたす。人ひと影かげもなく、目立つ建物もない。宿屋の立ち並ぶこの区域に、あの敵は何の目もく論ろ見みがあり訪おとずれた？

「琉妃」

「は、はい、何でしょう？」

　首に残る主の舌の余よ韻いんから覚め、琉妃は問い返す。

「あの女……どう見る？」

「どうって……常人離ばなれした動きといい、痛覚の無さといい、貴族の下しも僕べかと…………」

「そうだな。同じ下僕のお前がそう言うなら、それは間ま違ちがいない」

　ルイヤ自身、敵と対たい峙じしたからわかる。貴族ではないが、ただの平民とも言いがたい。

「だが、お前とは違う。どう見ても正気じゃないし、自由意思があるとも思えん。体の件も、無理矢理動かしているような……そんな印象を受けた」

「です、ね。ひどく無理をしているような……そんな気もしました」

　若くもなく、肉体的にも頑がん強きようでない女……それがあの動き。

　絶対にどこかで破は綻たんがくる。すぐに壊こわれてしまうはず。

　肉体のみならず、精神もまた壊れていた。

　捕とらえても、おそらく何も聞き出せない。そう確信させるだけの非人間さが、あの敵にはあった。殺す以外止められない、そんな予感もした。

「完全に支配下に置かれた下僕……だが操あやつるにしても、屈くつ強きような男を使えばいいのに、何な故ぜ女……？　何が目的だ…………？」

　答えが出ないまま、ルイヤはあの道どう化けの顔を思い浮うかべる。あの貴族が絡からんでいるのは間違いない。だがその意図は未いまだ見えず、晴れない雲と同じく、〈黒こく宵しよう街がい〉の闇やみ夜よは続く。



    

  
    
      　第三章　死侯爵デスマークイスの帰き還かん






「おはよう、母様」

　プリエラは傍かたわらで眠ねむる母親に声をかけるが、返答はない。

　顔を覗のぞき込こむと、母は穏おだやかな寝ね顔がおを浮かべ、寝入っている。いつもは寝顔すら苦しげだが、今日は体調もよく、心も落ち着いているようだ。

　もし一晩中自分を抱だき締しめていたことがその理由なら、うれしい。

　だが、この安あん寧ねいの時間はいつまで続くのだろう？

　昨日は何も起きなかった。

　ほとんど一晩中警けい戒かいし、誰か来ないか気を張っていたが、招かれざる来訪者は来ず、ただ二人ですごしただけ。

　だが、いずれ終わる。

　いずれまたあの貴族が来る。

　そして、自分と母を引き離そうとする。

　逃げても逃げても…………追ってくる。

　正直、もう疲つかれた。

　母親ほどでなくとも、その幼い心身もすでに限界が近い。小さく溜ため息いきを吐ついたとき、何故かあの白皙の貴族が頭に浮かんだ。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんで、人をガキ扱あつかいして、意地悪で──でも、何故か会いたかった。

　会う理由なら、ある。

　言わないといけないことが、ある。

「出かけてくるね、母様」

　母が寝ているのは幸いだった。行き先を言えば、きっと止められる。もしかしたら、ぶたれるかもしれない。

「ちゃんとここにいてね…………母様」

　母の耳元で、少女は囁ささやく。それだけでいい。ここにいて、帰ったときに迎えてくれればそれでいい。

　それだけを願い、少女は宿を後にした。





「……まだ、お怒いかりですか？」

　穏やかな昼下がりの空気とは裏腹に、主あるじはご機き嫌げんナナメ。

　一応部屋には入れてくれたし、持ってきたコーヒーも飲んではいるが……ルイヤはこちらと目を合わせようとせず、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけたまま、読書にふけっている。

「昨日は、勝手な判断で街に出て……すいませんでした」

　琉る妃きの声が小さくなる。正直、さほど間違ったことをした気はないが、ルイヤが不機嫌である以上、謝あやまっておくのが無難だ。

「あのよくわからん下しも僕べの件は別にいい。目的はわからんが、どう見ても何かしでかす気だった。たまたま遭そう遇ぐうしたお前がしでかす前に止めた。それは、むしろよくやったと言うべきなんだろうな。とりあえず、俺の領地は平へい穏おんだ」

「じゃあ……何がご不満なんです？」

「何故貴族が跳ちよう梁りようしているのを知っていて、街に出た？」

　ようやく琉妃の方に顔を向け、問う。その顔つきは厳しい。

「それは……どうせ、しばらく見回る気だったでしょう？　ルイヤ様が戻るまで、代わりに、と……」

「無む駄だな気を回すな。もし貴族そのものと戦う羽目になったらどうする？」

「それは……多少キツイですが……、でも、私もルイヤ様に仕えてる身です、それぐらいは覚かく悟ごしてます。私だってデッキを使えるんですから、そう易やす々やすと後おくれはとりません」

　気き丈じように宣言し、琉妃はルイヤに顔を近づける。

　彼の表情はまだ険しいままだが、次に放たれた言葉は、若じやつ干かん口調が柔やわらかい。

「俺のデッキを使うのは構わん。許したカードは好きにしろ。だが、指示なく勝手な行動をとるな」

「……はい」

　返事はしたが、納なつ得とくはできていない。それに、ルイヤの機嫌が悪い理由は昨夜の一件だけではないはずだ。

　そう──鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスの居城を訪ねた後は、大体こんな感じになる。

「気の合わない方なら、どうして行かれたんです？」

「………………」

「今までも二、三回ありましたけど……いつもそう。大体、あの方未亡人ですよね？　妙みような噂うわさが立っても知りませんよ？」

「死んでない」

　ルイヤはどこか遠い目で呟つぶやく。

「京きよう夜やは生きてる」

「………………」

　鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスの夫──噂は聞いたことがある。貴族の中の貴族と謳うたわれる、王党派の高位貴族にして侯こう爵しやく。だが、ルイヤの口からその名を聞いたのは初めてだ。

　無表情の主に、琉妃はそれ以上問い質ただす勇気が無かった。

　重い沈ちん黙もくが立ち込める中、空気を変えようとしたのか、珍めずらしくルイヤの方から違ちがう話題を振ふった。

「しかし、ちゃんと《黒衣の巫女アナザーシヴイル》を持ち歩いていたんだな。お前にしては上出来だ」

「肌はだ身み離はなさず持っていろ、と言ったのはそちらでしょう？　いつも持ち歩いてますよ？」

「どこに？」

　何気ない問いかけに、琉妃はちょっと目を泳がせた。

　そのまま一礼して、扉とびらに向かう。

　が、ルイヤはそれを許さず、立ち上がって彼女の背後から手を回して抱き寄せる。

「前から気になっていたんだが、どこに入れているんだ？」

「ええっと……」

　耳元で囁かれる声。琉妃はまだ語らない。

　業ごうを煮にやしたルイヤは、心当たりを自分で探さぐる。

　探たん索さく先は、琉妃の胸むな元もと。

　胸元の大きく開いたブラウスから、それこそ零こぼれんばかりに実った乳ち房ぶさが覗いている。ルイヤは無造作に、その谷間へ指先を突つっ込む。

「ちょっ……」

　制止の声に耳を貸さず、ルイヤは下しも僕べの胸から、己が下か賜しされた王威の封具インペリアルギフトの一部を引っ張り出す。繊せん細さいな指先が掴つかみ取ったのは、紛まごうことなき《黒衣の巫女アナザーシヴイル》のカード。

「……どこに入れている、どこに。ベッタベタなことしてくれたな」

「だって……肌身離さずって……それに、ここなら忘れないし、敵にもバレないかと……」

「お前は、人の封具ギフトを何だと思っている？　若干しけってないか？」

　胸の谷間から引き抜ぬいたカードを所定の位置に戻さず、ルイヤはその匂においを軽く嗅かぐ。

「……なんか、女臭くさいな」

「ほ、他に言いようはないんですか!?　いい匂い、とか…………」

「お前の匂いがする」

「………………」

　何故か羞しゆう恥ちが湧わき、琉妃は身をこわばらせる。その隙すきを突き、主の繊細な両手がブラウスの裾すそから進入し、下着越ごしに乳房に触ふれた。

「あ、あの…………」

「少し張ってるぞ。下着のサイズ、合ってないんじゃないか？　キツそうだ」

「そう、です、か…………？」

　大きさを確かめるように、主の指先がそっと肌はだを這はう。自分の手よりもなめらかな感かん触しよくに、琉妃は抵てい抗こうできない。

「やっぱり合ってない。男の俺にはよくわからんが、体によくないんじゃないか？」

「た、ぶん…………」

　ルイヤの声は耳元でした。言葉にかすかに含ふくまれる淫いん靡びな響ひびきに、琉妃の体がこわばる。

　主は胸に触れたまま彼女の体をさらに引き寄せ、言い聞かせるように命を下す。

「金の管理はお前に任せてる。身の回りの物ぐらい、好きにしろ。下着もサイズがなければオーダーすればいいだろう？　俺も服と靴くつだけはそうしてる」

「は、い…………」

　かろうじて平常な声で返事をしたが、もう限界だった。会話の途と中ちゆう、ルイヤの繊せん手しゆはブラウスの下で這い回り、ブラジャーの止め具を外していた。

　淡あわいピンクのブラが、裾から零れ落ち床ゆかに落ちる。これはこれでかなり大きなサイズ、おそらく市し販はんでは最大クラスだろうが──それでも琉妃の胸を包み込むにはまだ足りない。

　ルイヤの長い指からも、その果実は零れ落ち、わがままに振る舞まう。

「ちょ、ちょっと、まだお昼…………」

「昨日の罰ばつ」

「謝ったじゃないですか…………」

「じゃあヒマ潰つぶし。月光男爵ムーンバロン……〈領地フイーフ〉の性質上、おそらく夜しか貴族の力は行使できない。貴族の力は常に制約を受けるが、あの男の制約は大きい。だからこそ、月夜は油断できんな」

「あの……『じゃあ』で済ますのは、やめて頂けますか……？」

「なら気分転てん換かん。敵の狙ねらいを考えたが、どうも煮に詰つまってきた」

　知性的な言葉は、黒縁の眼鏡でさらに強調される。

　悠ゆう久きゆうの真理に想おもいを馳はせるかの如ごとく、どこか憂うれいを秘ひめた白はく皙せきの貴族。

　その手は今、乳を揉もんでいる。

　長い指は、十代ならではの張りで押おし返してくる果実と戦いながら、丹たん念ねんに、円を描えがくようにゆっくり揉みしだいていく。

「ダ、メ…………」

　琉妃は制止の言葉を口にしたが、無駄なことはわかっていた。

　貴族が時折見せる支配への執しゆう着ちやく──主には、それがほとんどない。暮らしぶりも質素で、物欲にも乏とぼしい。趣しゆ味みらしきものはあるが、さして重要視しているようには思えない。

　本を読んだり、絵を描いたり、散歩をしたり──結局のところ、それらは主にとってヒマ潰しにすぎない。終わってしまえば、性欲処理も兼かね、また新たなヒマ潰しを始める。

　だが主はそのヒマ潰しに手を抜かない。むしろ、そのときこそ彼の貴族性が発揮され、支配欲に突き動かされるのだろう。

　今日もまた、甘かん美びな侵しん略りやくが始まる。

　権力を笠かさに、暴力で押さえ込む──などという無ぶ粋すいなまねはしない。主はいつも、ただ言葉と快楽だけで下しも僕べを籠ろう絡らくする。

　昼間でも、夜よ伽とぎでも──散々焦じらして、弄いじって、すすり泣きのような喘あえぎをあげさせて──最後は、思う存分己の白い欲よく望ぼうを注ぎ込む。

「いつも言ってるだろう？　イヤならはっきり言え。すぐにやめる」

　耳元で囁かれる声は、媚び薬やくのように脳のう髄ずいに染しみ渡わたる。

　視線を落とせば、ブラウスの布地越しに、主の指先の動きが浮うかび上がる。それがどんな効果をもたらすのか、どんな淫靡な手つきなのか知るのは、弄られている自分だけ。



    

  
    
      「………………」

　断れないのを承知で……というわけではない。言葉通り、本気で拒きよ絶ぜつすれば主はすぐに身を離はなすだろう。別にそのことで怒りもしないだろうし、関係が変わるわけでもない。今まで通り仕えるだけだ。

　だが──きっと、二度と指一本触れてこない。

　それが──怖こわい。だから、何も言えない。

「んっ…………」

　押し殺した喘ぎ。

　主あるじはそれを許さず、新たな動きに移る。ブラウスの下で、その繊細な指先が乳房の先せん端たんを軽く爪つま先さきで引っ掻かいた。

「あ…………！」

　思わず、声が出た。口元を手で覆おおうと、意地悪い声が耳元で聞こえた。

「こらこら、昼間から何て声を出す？」

「………………」

　羞恥に唇くちびるを噛かみ締しめて快楽をこらえていると、耳たぶが唇で噛まれ、舌先が耳じ孔こうに侵しん入にゆうする。ベクトルの違う刺し激げきに、あっけなく忍にん耐たいは崩くずれた。

　隙を見み逃のがさず、ルイヤは全体の大きさには不似合いな、可か憐れんな先端を弄りだす。大きさと硬こう度どを増してきたそれを、やさしく摘つまみ上げ、そのまま指の腹でしごきあげる。さらに硬度を増してくると、今度は親指で胸の中に押し込む。

「あぁぁぁ…………」

　もう、喘ぎはなめらかだった。乳房を揉みしだかれながら、琉妃の表情は恍こう惚こつと溶とけていく。主は力任せにこねたりせず、快楽を引き出すために、やさしく、丹念に時間をかけて揉みしだいていく。

　喘ぎ続ける下しも僕べの耳元で、主は苦く笑しようしたように囁ささやく。

「相変わらず、後ろからは弱いな。どうしてだ？」

「後ろ、から、だと……ゾクゾク、する、から…………」

　素す直なおな甘あまい声。

　解放された喘ぎは、主の唇が首筋や肩かたに吸いつくたび、大きくなった。

　全身の力が抜けていき、琉妃は完全にその肢し体たいを主に委ゆだねる。

　よりかかる女によ体たいを支えつつ、ルイヤは壁かべ際ぎわに移動した。意識せず、琉妃は壁かべに手をつき、尻しりを突き出すような格好を取った。

　腰こしは充じゆう分ぶんにくびれているくせに、尻にかけてのラインには瑞みず々みずしい柔肉が詰つまって大きく張っているから、その光景は扇せん情じようこのうえない。

　だが主は焦あせらず、胸のときと同じように、ちゃんと時間をかけて、丁てい寧ねいにその肉を貪むさぼる。

　右手だけを乳房から離し、そっと琉妃のヒップに触れ、上質な陶とう器きを愛めでるように、その感触を確かめていく。

　ミニのタイトスカートだけに、その肉感ぶりが強調され、全体のラインが如によ実じつに浮き出る。指先から伝わる感触に、主はまた苦笑めいた顔で囁いてくる。

「また、布地の少ないの穿はいてるな…………」

　彼の指先に伝わるのは、ほぼ布一枚越しの肉の感触。

　脱ぬがされる前に当てられ、琉妃は頬ほおを赤らめる。

「その、最初は抵抗あったんですけど……穿き心地ごこちいいし、下着の線も出ないし……」

「……気に入ったと。色気のない理由だな」

「こういうの、お嫌きらい、ですか……？」

　意識せずかすかな媚こびを含んだ問いに、ルイヤは少し考え込こむ。

「ん～……嫌いじゃない、かな。お前には似合ってるし、多少は興奮するか？　それに、便利だとは思う」

「べん、り…………？」

「脱がさなくても、ずらせばいい」

　右手の指先が、ほぼぴったり触れ合うスカートと皮ひ膚ふの間に入り込む。あと少しだけ奥おくへ進めば、彼の言葉通り、ほぼ紐ひも一枚ずらすだけで一番敏びん感かんなところへ──

「ちょっ…………！」

「いちいちうるさい。お前の穴は全部俺おれのモノだ」

　ルイヤの左手の人差し指と中指が、そっと琉妃の舌を挟はさみ、それ以上の拒絶の言葉を許さない。

　本心から拒絶するなら身は引く。だが、上辺だけの抵抗はもう飽あきた。許されるのは、本気の拒絶と素直な屈くつ服ぷくだけ。

　戒いましめるように指先で琉妃の舌を弄もてあそび、抵てい抗こうの芽を摘み取る。

　そして右手の指先が──クチュッと粘ねん着ちやく質しつな音を立てて、琉妃の中に侵入した。

（………………！）

　ビクンと琉妃の背が大きく反る。

　声は出せない。舌への仕置きは終わったが、主の人差し指はまだ口内にあり、喘ぎごと舌を絡からめ取っていく。

　やがて琉妃はその繊せん細さいな指に自分から舌を絡めた。頬をすぼめて指を吸い、下半身の疼うずきから逃のがれるように、一心不乱にねっとりと舌で奉ほう仕しする。

　受け入れた方が、屈服した方が楽だ。いや、むしろそれを望んだ。

　欲望に素直な下しも僕べに満足したのか、主はやさしい声で囁く。

「いい子だ」

　お褒ほめの言葉に、また琉妃の頬が赤く染まる。意識せず、尻も誘さそうように蠢うごめき、主の指を濡ぬれた肉が締めつける。彼の指は柔やわらかい道を掘ほり進み、自らが開発した快楽の地点に辿たどり着くと、軽く指を曲げてそこを刺激する。

　そのたびに琉妃の尻は大きく跳はね、快楽の吐と息いきが零こぼれた。

　どう動いて、どこを弄ればいいか、全部主はわかっている。指の動きは速まり、その動きはさらにスムーズになっていく。

　もう──立っていられない。

　だから、支えてほしい。こんな、指なんかじゃなくて……主自身で、その体で支えて……貫つらぬいてほしい。

　そうすれば、もっと──

　淫みだらな想像は、無粋な音で止まった。

　玄げん関かんから聞こえてくるのは、ガンガンと力任せにドアを叩たたく音。

　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、ルイヤと琉妃は互たがいに目を合わせて頷うなずき合う。

　無視決定。

　気を取り直して、もう一度。

　琉妃は口内の指に舌を絡め、舌での奉仕を再開。一方、ルイヤもまた温かい肉に包まれた右手の指先をより激しく動かしたところで──さらに勢いと音量を増すドアノック。

　出てくるまでやめない、そんな強固な意志を感じさせる響ひびき。

　主の指を咥くわえたまま、琉妃は視線で対応を問う。

「俺が出る」

　耳元で囁き、ルイヤは二つの濡れた穴から指を引き抜ぬく。途と端たん、張はり詰めたものが解け、琉妃は力なくその場に尻をつく。

　指に滴したたる蜜みつを舐なめ取るルイヤを熱っぽい目で見つめながら、琉妃は彼の帰き還かんを待つ。

　自室を出たルイヤは、無表情で玄関へ向かった。

　ドアを開けると──誰だれもいない。

　とある可能性を考こう慮りよし、視線を落とすと──既き視し感を覚える光景。

「よっ…………」

　プリエラが、以前より若じやつ干かんトーンを落としておずおずと手を上げていた。

　その可憐な顔目がけ、ルイヤは躊ちゆう躇ちよせず腰のケースからカードを引き抜いて投げる。

　当たれば刺ささるどころか貫かん通つうしそうな殺意の一いち撃げきは、幸いにも顔の横をすり抜け、地に突き刺さるだけで済んだ。

「な、何をする!?　殺す気か!?」

「黙だまれ」

　ルイヤの両手に、数あま多たのカードが閃ひらめく。乱れ撃うち上等、場合によっては王威の封具インペリアルギフトとしての行使も辞さない構え。あと、とりあえず全力で蹴けり殺す。

「な、何怒おこってるのだ!?　お、大人げないぞ!?　それが貴族の流りゆう儀ぎなのか!?」

「俺は今大人としてでも貴族としてでもない、一人の男として貴様にムカついている」

　後ずさるプリエラに、進むルイヤ。

　男の業ごうとは、かくも切ない。

「ま、待て……用があるのだ、これ……そこの坂道で渡わたせって頼たのまれたのだ！」

　切り捨すて御ご免めんを回かい避ひすべく、プリエラは慌あわてて携たずさえた封ふう筒とうを差し出す。ルイヤの眉まゆがピクリと上がり、とりあえずその封筒に目をやる。

　上質な白い紙に、蝋ろうで施ほどこされた封ふう印いん。古風な赤い封ふう蝋ろうも目を惹ひくが、何よりルイヤの心を捉とらえたのは、そこに刻きざまれた貴族の紋もん章しようだった。

　百ゆ合りをあしらった図ず柄がらに刻まれる、罅ひび割れた髑髏どくろ。

　異質な取り合わせのその紋章──見み間ま違ちがえるはずがない。

「貸せ」

　ひったくるようにしてプリエラから封筒を奪うばい、地に刺さったカードを回収してルイヤは館やかたの中に舞まい戻もどる。

「あ、待て……！」

　追うように、プリエラも館の中に入る。ルイヤは咎とがめず──というか、手紙のことだけがその心中を占しめ、無礼なガキのことなど彼方かなたに追いやり居間へ向かう。

　途と中ちゆう、自室のドアから、衣服が着き崩くずれたまま彼を待っていた琉妃が顔だけ出して様子を窺うかがう。快楽の余よ韻いんのせいか、その頬はバラ色に染まっている。

「あ、あの…………」

「コーヒー。居間に持ってこい」

　それだけが琉妃への返答だった。

　いぶかしみながらも、彼女は頷く。その気になれば止められない、しかしその気が失うせれば、主は露つゆほども自分に興味を示さない。

　数分後、ルイヤは居間のソファーの中央に腰こし掛かけ、封筒の中の手紙を読み終えていた。

　したためられた文章は短く、簡易なものだ。

　気心の知れた友人に送るのだから、それだけで充分だろう。手紙にはこうあった。



　ただいま。

京夜＝メス・マドグリフ



　読み終えた後、感情のままに便びん箋せんを握にぎり潰つぶす。

　今、彼は帰還した。

「あの……コーヒー、お持ちしましたけど？」

　おずおずと琉妃が述べる。

　はっと自分を取り戻し、ルイヤは無言でその漆しつ黒こくの液体を啜すする。

　琉妃とプリエラは、共に顔を見合わせて首を傾かしげる。だが、この簡素な手紙が眼前の青年の心にいかなる漣さざなみを立たせたのか、まったくもってわからない。

「おいクソガキ、誰からこれを渡された？」

「クソガキじゃない、プリエラだ!!」

「いいから話せ」

　有う無むを言わせぬ口調に、プリエラは唇くちびるを尖とがらせたまま、坂の麓ふもとで手紙を託たくされた経けい緯いを告げた。特に何ということもない、簡単なおつかい以外の何物でもない内容だ。

　ルイヤはさらに渡し主の容姿の詳しよう細さいを尋たずね、それが自身の記き憶おくと合がつ致ちすると眉を寄せた。

「ソイツは……どこへ行った？」

「街の方へ行ったぞ？　久しぶりだから、ぶらつくとか言ってたな。それがどうかしたか？」

　プリエラの問いに答えず、ルイヤはコーヒーを飲み干ほすとそのまま立ち上がり、部屋を出ていく。

「出かけてくる」

「はい……あ、私も買い物があるから出ます…………」

　そうは言ったものの、連れ立っての外出とはならなかった。

　逸はやる気持ちのせいか、館を出た後のルイヤは早歩きで、元々三歩後ろを地でいく琉妃との距きよ離りは開いていく。やがて、琉妃は主あるじの背を見失った。

　かわりに、プリエラが彼の後をたったか走って追いかける。

「待て、どこへ行くのだ!?」

　ルイヤは答えないが、少しだけ歩く速度を落とす。

「一体……どうしたのだ？」

「………………」

　ルイヤはなおも答えない。その闇やみ色の瞳ひとみは、ただ坂を下りた先にある領地を見み据すえ、そこにいるであろう一人の貴族だけを捉えている。

「……言っておきたいことがあるのだ」

　ルイヤとの会話が成立しないことを悟さとり、プリエラはただ彼を訪ねた本当の理由を独白することを決めた。

「すまな……かった。あんなことして」

　俯うつむきがちで消え入りそうな声。

　ようやくルイヤも興味を惹かれ、問い返す。

「何がだ？」

「リンゴ、もらったのに……あんなこと、して……悪かったのだ」

　おずおずと顔を上げ、彼女はルイヤを見つめる。

　小生意気で、無む駄だに大人びてて、気が強い──裏を返せば、それは彼女が子供である証しよう拠こだ。

　手紙は舞い降おりたちょうどいい口実。

　そんな理由が無ければ、正直訪ねるのは──怖こわかった。

「何くだらないことを言っている？」

　心の底から興味が無さそうにルイヤは言う。プリエラの懸け念ねんなどどこ吹ふく風、訊きいて損したと言わんばかりだ。

「怒って……ないのか？」

「ガキが癇かん癪しやくを起こすのは自し然ぜんの摂せつ理りだ。いちいち構っていられるか。くだらんことで俺をわずらわせるな」

　それで、その会話は終わった。

　プリエラは視線を地に落とし、俯き加か減げんで歩く。

　ただし、今度は笑え顔がおを浮うかべて。

　そんなプリエラの変化を気にせず、ルイヤは己の領地へ立ち入る。坂を下りればすぐに街を貫く大通り、情報収集にはもってこいだ。

　プリエラを引き連れたまま、ルイヤは主に小売店を中心に回っていく。

　女性物の服屋に、アクセサリーを含ふくめた小物を扱あつかう店、そして土産物を扱う店──最後には甘かん味み処どころにまで顔を出していたが、収しゆう穫かくはゼロ。

　不ふ機き嫌げんなルイヤの横で、プリエラは怪け訝げんな顔で首を傾げている。ずいぶんと統一性の無い探たん索さくだが、ルイヤは何か思うところがあるのだろうか？

「お前、さっきの手紙の奴やつを捜さがしてるのか？」

「ああ。行きそうな場所を回った。無む駄だ足あしだったがな」

「知り合い……なんだよな？　アイツも……貴族、なのか？」

「ああ。侯こう爵しやくだ。無駄に高位貴族なのが理解できんが。未いまだに継けい承しようの基準はよくわからん」

　自身の継承にも思いを馳はせつつ、ルイヤはポツリと呟つぶやく。

　プリエラはそれを聞き取り、平民には計り知れない貴族の概がい念ねんを問い質ただす。

「貴族の力は受け継つがれるモノと聞くが、どうやって跡あと継つぎを選ぶのだ？」

「……その称しよう号ごうに足る資質を持つ者に出会えば、直感でわかるらしい。俺の受け継いだ知識では、そうなっている」

　誰から教わったわけでもない、貴族になった瞬しゆん間かんに継承した知識。

　あくまでも「知識」だけに、ルイヤ自身あまり実感が湧わいていない。

　だが、少なくとも先代アイツは──あの牢ろう獄ごくで出会った少年に、その資質を見みい出だした。

「資そ質れって、どういうものなのだ？　生まれつき決まってるのか？　誰でもなれるのか？」

「運命という言葉を用いるなら先天的なものになるだろうが、氏より育ち、後天的な要素が強い──という説が主流だ。ゆえに、どうにかして貴族の貴族たる由ゆ縁えんを暴あばこうと研究する者もいる」

「そうなのか……そういえば、貴族だと“〝王”〟に会えるんだろ？　お前もヘーコラしてるのか？」

　一いつ瞬しゆん、ルイヤの瞳に壮そう絶ぜつな色が浮かぶ。それを押おし殺し、彼はあくまで淡たん々たんと事実を紡つむぐ。

「謁えつ見けんは、よほど“〝王ヤツ”〟に近い貴族でなければ無理だ。〈王都〉も招かれなければ行けない」

「何だ、そうなのか。けど……お前何か“〝王”〟のこと嫌きらいみたいだぞ？　おかしいな、貴族のくせに。“〝王”〟はエラいんだろ？　貴族は皆みんな、“〝王”〟の手下なんだろ？」

「……貴族と“〝王ヤツ”〟との関係は、主従よりむしろ契けい約やくに近い。互たがいに定められた事こと柄がらを履り行こうする義務があり、必ずしも一方的な服従ではない。“〝王”〟とは君臨者ではあるが、絶対者ではないからな。“〝王ヤツ”〟一人で世界は統治できないし、全すべての〈領地フイーフ〉を制せい御ぎよすることもできない。だからこそ“〝王ヤツ”〟は貴族に〈領地フイーフ〉を分割し封具ギフトを与あたえ、特権を認める。引き換かえに貴族は“〝王ヤツ”〟の権けん威いを認め、義務を負う」

「ほほう。でも、何でそんなふうになったのだ？　昔は皆平等で、貴族とか平民とかなかったって聞いたぞ？」

「中々博学だな。だがその世界はもう終わった。内向きに発達した『カガク』と呼ばれる技術は、最終的に暴走した。結果、一部の精神的に突とつ出しゆつした人間だけが力を手にし、技術は閉とざされた」

　世界の成り立ちを述べるルイヤの語り口は、どこか他ひ人と事ごとだった。彼自身、知識として継承したものの、実際にその時代を生きたわけではない。自分のこととして語ることができるのは、貴族の中でもごく一部──未だその称しよう号ごうを次代に引き継いでいない、自らが当代にして初代である「第一世代」と呼ばれる年長者だけだ。

「小難しいな。もっとわかりやすく言ってくれ」

「俺も世界の全ては理解できない。俺が受け継いだのは『闇やみ』──そしてそれを他人に押しつける力だけだ」

「…………？」

「『闇』という言葉の捉とらえ方は人それぞれだ。究極的に俺おれの『闇』とお前の『闇』は絶対に重ならない。互いの心の中で個別に存在する。だが、俺の『闇』は具現化できて、物理的な力で他人に押しつけられる。貴族が力を解放したとき、そこに貴族自身の心が具現化した何者にも侵おかされない空間が生まれる。ゆえにそれは〈領地フイーフ〉と呼ばれる」

「やっぱり小難しくてよくわからん。実際に見せてくれ」

　プリエラがスラックスの布地を引っ張ってリクエストする。

　何か視覚的にすごいものだと思っているらしい。

「今はできない。色々と面めん倒どうな条件がある」

「え～～何だそれ、貴族のくせに。意外に不自由だな、貴族って」

「かつて世界を滅ほろぼした力の一いつ端たんが、あちこちで無む秩ちつ序じよに解放されたらどうなる？　貴族は特権を認められるかわりに、様々な制限が課せられる。ゆえに貴族同士が〈領地フイーフ〉を解放して本気で争うときには、正式な作法に則のつとり“〝決闘デユエル”〟を行わなくてはならない」

「ケンカなど好きにやればいいではないか？　その、〈領地フイーフ〉とやら無しでも武器があるだろう？」

　プリエラの視線は、ルイヤの腰こしにあるカードケースに向けられていた。

　確かに、王威の封具インペリアルギフトの行使は自由だ。子供に投げつけるぐらいだし。

「そういえば、さっきのカードは真っ白で絵がなかったな。数字だけしか書いてなかった」

「俺のデッキは未完成でな。ブランクも多い」

「じゃあ、私が描かいてやろうか？　結構絵は得意だぞ？」

　任せておけ、とプリエラがルイヤの腰に手を伸のばす。しかしその小さな手は無む下げに弾はじき飛ばされ、少女はムムッと白はく皙せきの貴族を見上げる。

「触さわるな。カードを埋うめるとはそういうことじゃない。対象を完全に屈くつ服ぷくさせることで、初めて新たな力が宿る」

　険しい顔で言われ、プリエラも後ずさる。それでもその気き性しようの強さで、彼女は果か敢かんに言い返す。

「ふん、ずいぶんと大事にしてるようだな」

「先代アイツがくれた」

　どこか遠い声に、プリエラも押し黙だまる。正直、大切な物に不用意に触ふれようとしたことを悪いと思う気持ちはあった。誰だれだって、容易に他人に踏ふみ込こんでほしくないことがある。

　けれど、それまでのやりとりが楽しかったから、素す直なおに謝あやまれるほど大人になりきれないから、心と裏腹に口は悪あく罵ばを吐ついてしまう。

「……貴族の力が受け継がれるものならば、先代もお前と似たような輩やからか？　ロクな者ではなさそうだな」

　プリエラがそっぽを向くと、顔を疾しつ風ぷうが叩たたいた。反応すらできない高速の横よこ蹴げりが、彼女の顔の前を通過する。靴くつ底ぞこが背後の石造りの塀へいに叩き込まれ、ただ一いち撃げきでそれを破は壊かいした。

「次は殺す。俺の前で二度と先代アイツを汚けがすな」

　冷れい徹てつな警告を述べる青年は、平民を支配し、君臨する貴族以外の何者でもなかった。

　領民はそれだけで平へい伏ふくし、琉妃でさえ蒼そう白はくとなり許しを乞こうことだろう。

　なのに──なのに、プリエラは平然と眼前の脚あしを一いち瞥べつしてからルイヤを見つめた。

「猛たけっているな、闇黒卿ダークロードよ。しかし、何な故ぜそうも先代にこだわる？　ソイツとの間に何があった？　それに……お前は、貴族を憎にくんでいるのではないか？」

「………………!?」

　静せい謐ひつな問いに、ルイヤの口元が歪ゆがむ。壁かべを蹴った脚を下ろし、彼もまたプリエラを注視する。

「貴族にしては変わった奴だと思っていた……貴族のくせに、貴族を否定しているようだとな。そのくせ、先代にこだわる。受け継いだことを、誇ほこりにしているような素そ振ぶりだ。矛む盾じゆんしているな。お前が憎んでいるのは、貴族か？　それとも──“〝王”〟なのか？」

「お前…………」

　眼前の少女の変へん貌ぼうを実感し、ルイヤは警けい戒かいを強めた。もう、そこに小生意気な少女はいない。小さな体から出る不可視の圧力が、彼を圧あつ倒とうし始めている。

「貴族の間では有名な話らしいが、先代の闇黒卿ダークロードは“〝王”〟に反逆し、敗れたらしいな。私も母様から聞いた。何故そんな者の称しよう号ごうが受け継がれたかも興味深いが、それよりもお前が気になる。お前もまた……挑いどむつもりなのか？」

　月光男爵ムーンバロンにも訊かれた問いかけ。

　ルイヤの脳のう裏りを追つい憶おくが横切る。



　──デッキを完成させろ。



　何のために？

　決まっている……全ては、全ては“〝王”〟を斃たおすために。

　ルイヤの右手が腰のカードケースに伸びる。左手は自身の額を掴つかみ、その表情を覆おおい隠かくす。

「俺は先代アイツを受け継ぐ者。為なすべきことは決まってる…………！」

「ならば、お前の敵は“〝王”〟ではなく世界そのものだな。全ての貴族を敵に回す気か？」

「貴族とて一枚岩じゃない……“〝王ヤツ”〟にへつらう王党派はともかく、立憲派や共和派は静観するだろう……俺と同じように、隙すきあらば“〝王ヤツ”〟の寝ね首くびを掻かこうとする輩も大勢いる。何より、一度認めた称号はそう簡単には剥はく奪だつできない。“〝王ヤツ”〟もまた掟おきてとしがらみに縛しばられる…………俺を認めたことが、“〝王ヤツ”〟の最大の過あやまちだ…………!!」

　ルイヤは嗤わらっていた。



    

  
    
      　自身の闇を吐き出し、呪じゆ詛そのように言葉を紡ぎながら、その秀しゆう麗れいな顔がすさまじい負の感情に染まっていく。

「非条理にして不合理、様式美にして儀ぎ礼れい。それが貴族制か。皮肉なものだな、“〝王”〟に挑むお前の勝機は、一度その足元に屈くつし、貴族となることより他に無いわけだ」

「お前…………何者だ？」

　額から手を離はなし、ルイヤはあらためてプリエラを見み据すえた。彼の闇色の瞳ひとみに映るのは、あくまでも小さな少女。だがルイヤの右手はすでに展開させたカードケースからカードを引き抜ぬいている。

「もう名乗ったぞ？　ただのよそ者だ」

　その言葉が額面どおり受け取られるはずもなく、ルイヤはカードを彼女にかざす。か弱い少女に対し、五体ではなく貴族の力を振ふるう蛮ばん行こう──それを、周囲に舞まい散る輝く粉が止めた。

　飛散する粉は非常に細かく、陽光を反射しつつさらにそれ自身も光を放っていた。

　ルイヤはいぶかしんで辺りを見み渡わたすが、単に風に乗って飛来したようで、出で処どころは見えない。奇き異いな乱入者に多少困こん惑わくしたが、殺傷力はないようだ。

　無論毒の線もあるが、すでに多少吸引したはずなのに特段変化はない。

　プリエラもそれは同様らしく、何の影えい響きようも感じられなかった。

　しかし、彼女は血相を変えてルイヤに警告する。

「いかん……月の砂だ！」

「月の砂……何だ、それは？」

「月光男爵ムーンバロンの力だ。《真月の宝玉ルナテイツクオーブ》が吐き出す砂は、精神を侵おかす。まずいぞ…………」

　警告は時とき遅おそく、二人を多数の人ひと影かげが取り囲みつつあった。

　領主に畏い怖ふの目を向けるはずの領民は皆、焦しよう点てんの定まらない瞳でルイヤを見ていた。

　手にはそれぞれ思いつく限りの凶きよう器き。

　薪まきに鉄棒、商売道具の刃は物もの──思い思いの武器を手にし、虚うつろな精神にただ狂きよう気きのみを宿し、彼らは平伏すべき領主へ牙きばを剥むく。

「……昼間は力が発揮できないから、平民を操あやつり人形に、か。あの道どう化けらしい」

　ルイヤの脳裏に、あの血走った目の下しも僕べが浮うかぶ。さすがにあそこまで心が壊こわれてはいないが、月光男爵ムーンバロンは平民の自我を奪うばって操るのがずいぶんと好きらしい。

「俺に刃は向むかえるのか、お前達？」

　貴族の威い厳げんを解放し、冷徹な声でルイヤは問う。

　初老の主婦も、屈くつ強きような大工も、小こ柄がらな商人も、あどけない子供も──一瞬怯ひるむが、それだけだ。月の砂に侵された精神は、領主のお言葉も届かない。

「……おいクソガキ、その月の砂の支配とやらは永続的なものなのか？　いかに貴族の力とはいえ、多数の平民を完全にコントロールできるとは思えんが」

「ちょっとの間しか、もたないと思う。前に私を襲おそってきた男を石で殴なぐったら、額は割れたが一応元に戻った」

　さらっとお転てん婆ばでは済まない所業を語るプリエラ。

　ルイヤは満足げに頷うなずき、軽く肩かたを回す。

「わかりやすくてよろしい。とっとと終わらすとしよう。ほら……来いよ」

　挑ちよう発はつ以外の何物でもない言葉を合図に、群集は暴徒と化してルイヤへ向かう。ざっと見積もっても数十人はいた。

「ど、どうするのだ!?」

　プリエラはルイヤを見上げて問うが、彼は物もの憂うげな声をかけるだけだ。

「退がってろ」

　トントンと一定のリズムで地から跳とび、タイミングを合わせる。デッキは必要ない。守るべき民たみを迎げい撃げきするのは、この二本の脚あしだけ。

「ちょうどいい」

　迫せまり来る暴徒に対し、彼は微び笑しようした。

「定期的に蹴らないと、勘かんが鈍にぶる」





　そのオープンテラスのカフェは、奇き妙みような客を迎むかえていた。

　毒々しい白のドーランに真しん紅くの口紅を引いた、奇き怪かいな道化顔の紳しん士し。

　従業員を含ふくめ、全すべての客が彼から距きよ離りを取り、近づこうとしない。昼ゆえに貴族の気配が滲にじみ出ず、平民は彼の素す性じようを悟さとれない。しかし、その風ふう貌ぼうだけで充じゆう分ぶん人よけになる。

　他人の目を気にせずに、トレードマークのうさぎの耳付きシルクハットもそのままかぶり──月光男爵ムーンバロンは優ゆう雅がに注文したコーヒーを啜すする。

「中々イケますねぇ。世界に広まっていたのも、わかる気がします」

　今は亡き世界の嗜し好こう品ひんに思いを馳はせつつ、彼は今通りを一つ挟はさんで起こっている事態を思い浮かべる。

　傀く儡ぐつと化した領民が、あの白はく皙せきの貴族の脅きよう威いになりうるかはわからない。

　始末できれば御おんの字じだが、正直それほど期待はしていない。彼らの役目は別にあるのだ。

　月の無い今は、直接自分が敵に姿を晒さらす気はない。代理として動かせれば、それで充分だ。

　そろそろ会計を済まそうとしたとき、聞き覚えのある声が彼を硬こう直ちよくさせた。

「向こうの通りが騒さわがしいようだね、月光男爵ムーンバロン」

　声は背後から聞こえた。声の主は真後ろの席に座すわっており、彼らは背中合わせに接している。

「……いつ、お戻りに？」

　月光男爵ムーンバロンの道化顔は変わらず──だが、少しだけ声が張り詰つめたものに変わる。

　背後の人物と面識はあった。だからこそ、その恐おそろしさも知っていた。

「ついさっきだよ。この街も久しぶりだからね、少し空気を味わいたくてここにいる」

　背後の男は、注文したホットミルクを優雅に口元に運ぶ。その気品、その手つきは、平民が持ち得ない高貴な身分のみが為しうるもの。

「早く、城に戻られた方がよろしい。奥おく方がたも寂さみしがっておられる」

「すぐに戻るよ。ところで月光男爵ムーンバロン、王党派たるキミがこの街にいるということは、やはり闇黒卿ダークロードと──ルイヤと揉もめているのかい？」

「介かい入にゆうなさるおつもりですか？　それはあなたの意思……それとも、まさか陛下のご意向ですか？」

「陛下は動かれないよ。あのお方は、もっと広い視点で世界を見ている。そして、ボクもキミの動向にさして興味は無い。だが月光男爵ムーンバロン、平民を巻き込こんではいけない。平民とは、平安かつ平へい穏おんに生きることを許された平凡な民なのだから」

　月光男爵ムーンバロンよりはるかに若々しい声なのに、諭さとすような響ひびき。

　月光男爵ムーンバロンもまた、それを甘あまんじて受け入れる。爵しやく位いのみで貴族の上下関係は決まらないが、さすがに相手が相手なので致いたし方ない。

　相手は王党派の重じゆう鎮ちんにして──貴族最狂の実力者。

「……忠告は承うけたまわりましょう、死侯爵。ですがあなたは我々と志を共にする王党派。くれぐれも私情で動かれぬよう。まさか、まだ闇黒卿ダークロードを親友などと言うおつもりですか？」

　その称号なを呼ばれ、高位貴族は薄うすく笑う。

「立場を越こえ、時を超えるのが真の友情というものさ。安心したまえ、キミがボクの美学に反しなければ、動く気は無い。だがルイヤを舐なめないことだ。彼が司つかさどる『闇やみ』に呑のみ込まれぬよう気をつけたまえ。彼は闇以外に、ドＳを司る男だ。刺し激げきして、扉とびらを開けないように。そう、ドＳの向こう側への、ね」

　愉たのしげに言い、死侯爵デスマークイスと呼ばれた男が先に席を立ち、去っていく。

　月光男爵ムーンバロンはしばしの間その場に鎮ちん座ざしていた。

　やがて、三日月の形に口紅を引いた唇が、どこか狂気じみた笑えみを浮かべる。

　死侯爵デスマークイスは舞まい戻った。

　かつて闇黒卿ダークロードと戦い、社交界にその名を馳せた鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスの夫が、今。

　彼の思おも惑わくはわからない。あるいは、己の障害になるのかもしれない。

　ならば、事を急ぐ必要がある。

「……荒あら療りよう治じといきますか。いいかげんに、己の立場を理解して頂きましょう」

　愛用のシルクハットをかぶり、月光男爵ムーンバロンが動き出す。

　日はすでに高みの絶頂を終え、後は堕おちるだけ。月が出たならば、今こ宵よいもまた奇怪な道化が跳ちよう梁りようする。





（凄すごい…………）

　プリエラは息を呑み、眼前の光景に魅み入いっていた。

　繰くり広げられるのは、闇黒卿ダークロードの蹴りの舞い。

　四方から迫る領民達、その全てにタイミングを合わせ、ルイヤの蹴りが乱れ飛ぶ。威い力りよく、スピード、精密さの全てを具そなえた蹴りが哀あわれなる傀儡を駆く逐ちくする。

　前蹴り、後ろ蹴り、膝ひざ蹴げり──およそ全てのバリエーションを極めたとも言える無数の蹴りは、的確に精密に最小限のダメージで領民を駆逐し、斃たおしていく。

「ハッ……！」

　時折嘲あざけるように鼻を鳴らし、ルイヤは蹴りを放つ。基本的に両手はポケットにいれ、余よ裕ゆうの姿勢を崩くずさない。実際、身分と同じ圧あつ倒とう的な実力差がそこにはあった。

　白皙の貴族の脚あしは優雅に地を蹴り、ほとんど一いち撃げきで相手の急所を爪つま先さきで穿うがち、終わらせる。時には領民を踏ふみ台だいにして舞い上がり、時には圧倒的な脚きやく力りよくで彼らを跳はね飛ばす。

（強、い…………）

　圧倒的な暴力の解放は、少女に憧どう憬けいにも似た感かん慨がいを抱いだかせる。

　すでに暴徒はほぼ鎮ちん圧あつされ、残るは二人──共に中肉中背の男だが、これまでの同どう胞ほうの敗退に学習をしていた。

　月の砂の効力ゆえに、恐きよう怖ふは無い。それが思わぬ見切りの効果を生み、鳩尾みぞおちに減めり込むルイヤの左の靴くつ底ぞこを掴つかみ取る。

　相棒の果か敢かんな行こう為いに勝機を見みい出だし、もう一人の男が背後からルイヤを襲う。肉屋を生業なりわいとするその男の手には、精肉用の無骨な包丁が握にぎられている。

「無む駄だ」

　ルイヤは左脚に絡からみつく男から逃のがれようとはしなかった。左脚を預けたまま、残る右脚で地を蹴り、そのまま脚を掴む男のこめかみへ爪先を叩たたき込む。

　昏こん倒とうし、倒たおれていく男──そして、後ろから迫る最後の一人。

　左脚の拘こう束そくを解かれたルイヤは、そのまま倒れていく男の頭を踏み台に、宙へ飛ぶ。

　肉屋の男が天を仰あおぐ。

　最後に目に灼やきついたのは、硬こう質しつな靴底。

　陽光を背に、体重を乗せた見事な跳び蹴げりが放たれる。鼻血を撒まき散らし、最後の一人もまた倒れた。

　累るい々るいたる屍かばねに降り立つのは、白皙の貴族。

　平民の上に君臨するのにふさわしきその姿に、プリエラは自然と胸を押おさえる。

　彼に駆かけ寄ろうとしたとき、不意に周囲が暗くなった。危機を感じて振ふり向くと、見覚えのある粗そ暴ぼうな顔つきが、プリエラを見下ろしていた。

「は～な～せ～！」

　プリエラの叫さけびに、ルイヤは声のする方角を見た。

　さほど離はなれていないところで、小さな体が屈強な男に抱だきかかえられていた。

　間ま違ちがいなく、それは出会いの夜にプリエラを襲った男の生き残りだ。

　予測はしていた。

　これだけの大立ち回りをすれば、当然プリエラから注意が逸それる。そうすれば、敵は当然彼女を狙ねらうだろう。だが敵がただの人買いなのは救いだった。

「静かにしろ、ガキ！」

　すでにルイヤの恐ろしさが身に染みている男は、急いでこの場を離れようとする。

　ルイヤは恐るべき俊しゆん足そくで追ってくるが、蹴りが届く位置ではない。

　仲間を呑み込んだあのわけのわからん「穴」も、この少女を抱かかえていれば使えないはず。

　そう思った矢先、敵は再びあの夜行使したカードを振るう。

「《暗ワ黒ー星ム》」

　ルイヤの前方に黒球が生じる。全すべてを吸い込むそれに、若き貴族は自ら身を投じた。

「何ィィィ!?」

　男が目を剥むく。ルイヤの身は空間の風穴に吸い込まれ、黒球が消失すると同時に、彼の姿も消える。後に残るのは、地に落ちた《暗ワ黒ー星ム》のカードだけ。

「はっ……自分で消えやがった!?」

　安心して前を向くと、息を呑むような美女がいた。冷たく虫けらを見下すようなその瞳ひとみには覚えがある。

　琉妃・リディアーノ──闇黒卿ダークロードの忠実なる下しも僕べ。

「お生憎あいにく様さま」

　彼女の手に閃ひらめくのは、《黒衣の巫女アナザーシヴイル》のカード。そして今、彼女は代行として新たなカードを繰くる。

「《暗ワ黒ー星ム》！」

　昨夜の《獅子王レグルス》同様、琉妃の下へ高速でカードが飛来する。素早く手に取り、彼女は高々とカードを掲かかげる。

　頭上に再び生じるブラックホール──そこから這はい出してくるのは、今し方消失したはずのルイヤ！

「お、お前！」

「俺だけは吐はき出せる」

　微び笑しようしつつ、白皙の貴族は高みから笑う。彼の繊せん手しゆは二枚のカードを手にしていた。

《闇黒卿ダークロード》と《暴力フオース》──二つのカードが新たな力を生む。

「領主裁判権発動──有罪ギルテイ」

　二度に亘わたるプリエラの誘ゆう拐かい未み遂すいに、月光男爵ムーンバロンの一味──許す理由はどこにもない。

　領主が自己の領地で持つ特権、司法の全権を握る領主裁判権が今行使される。

「目を閉じろ！」

　鋭するどい口調での命令は、プリエラに向けられたものだった。意図は理解できないが、彼女は言う通り目を閉じる。

「二連札技シエネ・コンボ」

《闇黒卿ダークロード》と《暴力フオース》──まず《闇黒卿ダークロード》のカードから、黒い布が飛び出す。

「我わが脚あしを覆おおえ、闇よ」

　本来は闇黒卿ダークロードの正装たる衣服を出現させるのが《闇黒卿ダークロード》。しかし他のカードと連れん携けいする際、その闇の衣ころもは姿を変える。「闇」は凝ぎよう縮しゆくされ、ルイヤの左脚の膝ひざから先のみを覆う。

　衣は金銀の装そう飾しよくと無数の鋲びようを散らした漆しつ黒こくの革かわ紐ひもへ変わり、二重螺ら旋せんの形を描えがきつつルイヤの左脚に絡みつく。凶きよう器きと防具、二つの役目を持つ柔じゆう軟なんな闇の足甲が形作られ、その変へん貌ぼうは彼の靴くつにも及およぶ。

　革かわ靴ぐつもまた闇に包まれ、金属の質感を帯びた完全なる凶器と化した。そして今、二枚のカードの連携により、《禁忌の断章アスルデツキ》がその真価の一いつ端たんを曝さらけ出す。

「飛翔式断罪デイルグゲイター!!」

　宣告と共に、漆黒の前蹴りが男の顔面に降り注ぐ。《暴力フオース》の力でそれは単なる蹴りを超え、雷らい霆ていにも似た断罪の一撃となる。

「ひっっっ…………」

　悲鳴は上がる前に掻かき消された。

　蹴りの衝しよう撃げきは男の首を胴どう体たいから跳ね飛ばし、頭部を完全に破は砕さいした。首無き肉体は無残に倒れ、ようやく月光男爵ムーンバロンの撒き散らした狂きよう気きの宴うたげは終わる。

　ルイヤは地に降り立ち、露つゆ払はらいをするように血のまとわりついた左脚を軽く振る。すると足甲はその形を解き、元に戻った。

「終わった、のか……？」

　男の死によって地に投げ出されたプリエラが、おそるおそる問う。ルイヤが男の死体を遮さえぎる位置に立っているため、彼女には事の顛てん末まつがわからない。

　ルイヤはまだ注意深く辺りを見回し追つい撃げきを警けい戒かいするが、特に何も起こらない。ひとまず脅きよう威いは去ったらしい。

「お前……何な故ぜ貴族に追われている？　ずいぶんと執しゆう心しんされているようだが。今日みたいなことは、前にもあったんだろう？　月の砂とやらも知っていたしな」

　この惨さん状じようの根幹をなす問いに、プリエラは、怯おびえた口調で俯うつむきながら言う。

「わから、ない。アイツ……ずっとつきまとって、だから、母様と逃げてた…………」

　俯く少女の脳のう裏りには、あの道どう化け顔の貴族が浮うかんでいることだろう。

　あのけばけばしく毒々しい白しろ塗ぬりの顔は、気き丈じようで快活な少女の中で、消えないトラウマになっているらしい。

「理由に心当たりは？」

「そんなの……ない…………」

　口調はさらに弱々しくなる。ルイヤはそれ以上訊きかなかったが、琉妃は彼女の顔を覗のぞき込み、少しきつい口調で問い詰つめる。

「本当に知らないの？　子供でもわかるわよね、あなたのためにルイヤ様は戦ったのよ？」

「………………」

　プリエラは俯くだけで無言のままだ。

「あなたが本当に知らないのなら、知っている者に訊くべきかしら？　親はどこ？」

「やめろ……母様は関係ない！　それに、疲つかれてる……昨日だって、ずっと疲れて眠ねむってた…………」

「それも貴族に追われてるから……じゃなくて？」

「それは…………」

「話を訊くのも駄だ目めなのかしら？」

　琉妃の口調が、少し柔やわらかくなった。それでもプリエラは彼女から顔を背そむけ、首を振る。

「母様は……貴族が嫌きらい、なんだ。それに……きっと、寝ねてるだろう、し…………」

　それっきりプリエラは沈ちん黙もくした。琉妃はまだ何か言いたげだったが、ルイヤがそれを制す。

「その辺にしておけ。後で俺が訊く。それより、さっきはうまく動いたな」

　珍めずらしく素す直なおにほめられ、琉妃は満まん更ざらでもなさそうに顔を綻ほころばせる。買い物の途と中ちゆうに騒さわぎを感じ取り、かけつけたらあの惨状──どう援えん護ごしたか迷ったが、ルイヤが《暗ワ黒ー星ム》のカードを行使した時点で意図に気づいた。

「うまくいってよかったです。けど、私が《暗ワ黒ー星ム》を使わないと出られないんですから、もう少し慎しん重ちように…………」

「闇やみの中なら悪くない。うるさい女もガキもいないしな」

　相変わらずの主あるじに琉妃が肩かたを竦すくめたとき、三人から離れた通りの端はしから声がした。

「る～い～や」

　ルイヤの顔から表情が消えた。プリエラから目を離し、声の方向に向き直る。

　昏倒する領民達の間を縫ぬって、彼は近づいてきた。すぐ傍そばに彼が近づくまで、ルイヤは動かない──いや、動けなかった。

「お前…………」

　プリエラは、もうその男を知っていた。手紙を預かったのは、紛まぎれもなくこの男。

　その男を知らない琉妃は、怪け訝げんな顔で主を向くが、彼は衝撃に打たれ微び動どうだにしない。

「久しぶり☆」

　朗ほがらかにその男は笑う。十年来の親友に久しぶりに会った──喩たとえるならそんなところ。事実そうなのだ。

「京夜」

　ようやく、ルイヤは名を呼んだ。

　たった一人の友がそこに立っている。

　京夜＝メス・マドグリフ──死侯爵デスマークイス。



    

  
    
      　第四章　月下の悲劇






「どうしたの、ルイヤ？　そんなビックリした顔して？」

　不思議そうに京きよう夜やは首を傾かしげた。

　ルイヤはまだ次の言葉を継つげないでいる。一方、琉る妃きとプリエラは互たがいに顔を見合わせ、突とつ如じよ現れた高位貴族をしげしげと観察した。

　確かに常人とは毛色が違ちがう。貴族──であることは間違いない。

　しかし、この闇黒卿ダークロードをここまで困こん惑わくさせる者には思わない。

　眼前にいるのはどう見ても──プリエラとさほど歳としの変わらない少年だった。

　せいぜい十二、三歳さいで、見事な金きん髪ぱつの巻き毛に高貴な印象を与あたえる紫むらさきの瞳。

　顔立ちは中性的な愛くるしさに満ち溢あふれ、かなりの頻ひん度どで女性に間違えられることだろう。衣服が女物なら、確実に女性で通る。並の女なら、その可か憐れんな顔立ちには太た刀ち打うちすらできまい。

　彼をかろうじて男と判別させるのは、いかにも貴族的なフリルを多用した純白のコートとスーツの装よそおい、そしてその背せ丈たけには長すぎるステッキだ。貴族の持ち物らしくどれも高級そのものといった感じで、特にステッキは柄つか頭がしらの部分に髑髏どくろを模した装飾が施ほどこされた豪ごう華かなものだった。

「やだなあ、忘れちゃったの？　ボクだよ、京夜だって」

　京夜はどんなに不ふ機き嫌げんな大人でも顔を綻ばせそうな、屈くつ託たくの無い微笑ほほえみを浮かべた。

　だがルイヤはまだ言葉が継げず、琉妃とプリエラも違い和わ感を拭ぬぐえない。

　確かにかわいいことこのうえない容よう貌ぼう、なのにその左半分は、髑髏に百ゆ合りの花をあしらった紋もん章しようを額に刻きざんだ仮面で隠かくされていた。口元は晒さらされているため、会話にはまったく問題無いが、何故その愛らしい顔を隠さねばならないのか、まったく理解できない。

　しかも不可思議なのは仮面の形状だ。素顔を隠し、別の人物になりきるのが仮面の目的とするならば、その形状は明らかにおかしい。

　京夜の顔の左半分を覆う白い仮面は、まさしく彼の顔をそのまま象かたどった精せい緻ちな造りだ。だが巧たくみな造形にもかかわらず、その面は一いつ切さいの生気が感じられない無機質なもので、まさしくデスマスクのように完全に「死んだ」顔だ。仮面としては失敗作と言っていい。

　そんな品を、しかも自らの顔を象ったものを、さらに左半分だけのものを着ける……そこに何の意味がある？

「お前……どうして？」

　ようやく言葉を発し、ルイヤはまず友がここにいる理由を尋たずねる。

「どうしてって、〈王都〉から帰ってきたから。ホント、久しぶりだね」

「“〝王ヤツ”〟は……どうしていた…………？」

「やだなぁ、いきなりそれ？　久しぶりに会った親友に、ずいぶん冷たいね」

　と唇くちびるを尖とがらせる京夜。どう見てもプリエラと同年代にしか見えない。

「あ、そうだキミ、手紙届けてくれた？」

　いきなり話を振ふられ、プリエラは困惑したまま頷うなずく。

「そう、よかった。ところでルイヤ、キミも大変だね、また他の貴族とケンカしてるの？」

　周囲を見回しながら、京夜が肩を竦める。

「俺おれは、お前とも戦った」

　閉とざされた過去が零こぼれる。親友と戦い、勝った。かわりに、失った。

　なのに、京夜はここにいる。

　過去のことなど、気にする素そ振ぶりも見せずに。

「あれ、気にしてたの？」

　笑え顔がおのまま、京夜はルイヤ目がけてステッキを振るう。元々ステッキとは護身用の武器でもある。だが京夜のそれは──さらに一歩進んだ仕し込こみ杖づえ。細い刃はが内包され、抜ぬき放てば子供が持つにはあまりに危険な凶きよう器きとなる。

　ステッキの大部分は鞘さやと化して地に落ち、解き放たれた細い刃がルイヤの首を襲おそう！

「…………！」

　首を裂さかれる寸前に腰こしのカードケースからカードを引き抜き、ルイヤはその端で刃を止める。逆手の形で凶きよう刃じんを振るった美少年は、ほっとしたように微笑した。

「よかった……あんまりふぬけてるから、偽にせ者ものかと思っちゃった。本物だ」

「お前も、な」

　今の一いち撃げきでルイヤも確信した。眼前にいるのは、間違いなく死侯爵デスマークイス。昔からこういう奴だった。

「何、もしかしてあのときのこと気にしてたの？　始める前に言ったじゃない、お互い恨うらみっこなしって。気にすることないよ。ボクは気にしてない」

　敗者にして重傷を負った者に言われれば、ルイヤもそれ以上そのことに拘こだわる気は無い。

　それでこの話は終わり……が、プリエラが納なつ得とくできない。

「お、お前いきなり何なのだ!?　貴様も月光男爵ムーンバロンの手下か!?」

「やだなぁ、そんなわけないじゃない。まあ派は閥ばつは一いつ緒しよだけど、ボクの方が立場上だし。ボク一応侯こう爵しやくだよ、結構エライよ？　爵位的には二番目だよ？」

　自分を指差して言う京夜。

　言うまでもなく威い厳げんゼロ、貴族のオーラも皆かい無むだ。

「ルイヤ、しばらく会わないうちに新しい趣しゆ味みに目覚めたの？　年下好きだったっけ？」

「………………」

「けど……そちらは中々いい趣味だね」

　京夜の視線は、琉妃に移っていた。たとえ少年でも欲よく情じようの対象になりうる肢し体たい──しかし、京夜の目に宿るのは、より危険な色。喩たとえて言うなら、子供だけが持つ純じゆん粋すい無む垢くゆえの残ざん虐ぎやくさで……矮わい小しような虫の手脚を笑顔で引きちぎるときのような。

「殺やりがいのありそうな娘こだね」

「京夜！」

　ルイヤの繊せん手しゆに二枚のカードが閃ひらめく。《闇黒卿ダークロード》と《暴力フオース》──つい先刻屈くつ強きような男の頭部を破は砕さいせしめた札技コンボが、一切の遠えん慮りよ無く小さな少年に叩たたき込こまれる。

「飛翔式断罪デイルグゲイター!!」

　地を蹴けって全体重を乗せ、腹に減めり込む強きよう烈れつな前蹴り。



    

  
    
      　琉妃とプリエラは思わず目を背そむけ、京夜は後方へと弾はじき飛ばされる。

　肋ろつ骨こつの骨折に内ない臓ぞう破は裂れつは確実、どう考えても即そく死しは免まぬかれない威い力りよくだった。

　なのに、宙を舞まった京夜は何事も無かったかのように地に降り立つ。

「やだなぁ、冗じよう談だんだよ。ボクも分別は弁わきまえてる。キミが傍に置く女性に、手は出さないさ」

「………………」

　京夜に必殺の蹴りが効かなかったことに、ルイヤは動じていない。この程度の札技コンボで、斃たおれることがないぐらい、重々承知だ。

「脚あし……もとい、腕うでは鈍にぶってないようだが、見くびりすぎじゃないかな？　たかだか二連札技シエネ・コンボでボクが殺せると思った？　カードには使用条件と制限があり、《暴力フオース》のカードの使用は連続三回。使い切ったカードはブランクとなり、ケースに一定時間しまわないと使えない。もう少し考えて使いなよ」

　平然と近づいてくる京夜。

　一方のルイヤは、硬い表情のままだ。

「積もる話はあるけれど、まずはエリザの顔が見たいし、あらためて会いに来るよ。じゃあまたね」

　友人宅へ遊びに行った子供が帰るときを地でいくような口調で告げ、京夜は踵きびすを返して去っていく。

　ルイヤは追わずにそのまま無表情で見送るが、まだ納得できないプリエラは、ルイヤのシャツの裾すそを引っ張り問い質ただす。

「一体何なのだアイツ!?　あれも貴族か!?　あんなのが侯爵か!?」

「まあ……一応」

「何かやたらなれなれしかったな…………」

「お前が言うな」

　的確なツッコミに、プリエラは言葉が継げない。代わって、標的にされかかった琉妃が青ざめながら語る。

「あの方……貴族、ですよね……？　しかも侯爵…………」

「ああ」

「敵、です、か……？」

　否定してほしかった。主あるじの強さを疑ってはいないが、侯爵級の貴族は全すべて油断のならない実力の持ち主だ。

　彼女の懸け念ねんを察してか、ルイヤはゆっくりと首を左右に振る。

　とりあえず事態は落ち着き、ルイヤはプリエラの首根っこを掴つかんで琉妃に投げつけた。

「何するのだ!?」

　抗こう議ぎを無視し、ルイヤは下しも僕べに指示を下す。

「一緒に家に帰れ。母親のところへは俺おれが出向く」

「お前………………」

　プリエラを押おし留とどめるように、ルイヤはさらに言葉を紡つむぐ。

「お前は狙ねらわれている。母親にも手が伸のびるかもしれんぞ。下手したら、もう遅おそいかもな」

「………………！」

「自分でも気づいているだろう？　お前が傍そばにいることが、母親にとって一番危険だ。理解しろ、お前はそこにいるだけで災わざわいを呼ぶ」

　投げつけられた絶望に、プリエラは昏くらい顔で押し黙だまる。

「ルイヤ様…………」

　琉妃が何事か言いかけるが、ルイヤは一いち瞥べつしただけでそれを押し留めた。その闇やみ色の眼まな差ざしは反はん抗こうを許さず、彼女をその場に釘くぎ付づけにする。

「後は任せた」

　ルイヤがその場から去るのに呼応するように、倒たおれていた領民も体の節々を押さえて立ち上がり、徐じよ々じよに街に平へい穏おんが戻もどる。

　しばしの停てい滞たいの後、またいつもの雑ざつ踏とうが通りを支配し、穏おだやかな時が流れていく。

　それでも、琉妃とプリエラが動き出すには、まだしばらくの時を要した。





　目を覚ますと、彼女はまず娘を捜さがした。

「どこ……？　どこなのプリエラ!?」

　悲鳴のような声をあげるが、娘の姿は見えない。病やんだ己と違ちがい、活発な娘が陰いん気きに閉じこもるわけがない。いないのは必然──それでも求めてしまう。

　起きぬけのその動作は、半ば発作に近い。

　疲つかれた心身を支えるのは、朗ほがらかに笑い、自分を慕したう娘だけ。

　どんなことがあっても、あの娘こだけは手放せない。たとえ、たとえ相手が──貴族でも。

　あの小さな体を抱だき締しめることだけが、今の自分の唯ゆい一いつの生きがい。

　不安と激情に駆かられ、手をあげてしまったこともある。だがすぐに後こう悔かいに襲われ、その都度娘を抱き締めてきた。

　他人から見れば、独り善よがりの愛情と言われるかもしれない。

　それでも、娘はいつも笑ってくれた。逆に、自分の身を案じてくれた。

　あの笑え顔がおとぬくもりだけが、自分を救ってくれる。だから、今日もまた娘の名を呼ぶ。

「プリエラ…………」

　入り口から、足音がした。よろめく足取りで立ち上がり、彼女は娘を迎むかえに行った。来訪者など、娘以外にいるはずがないのだ。

　だが、聞こえてきたのはおどけた男の声。目に灼やきついたのは、白しろ塗ぬりの道どう化け顔。

「こんにちは♪」

　慇いん懃ぎん無礼に胸に手を当てて、白塗りの道化はうさぎの耳をあしらったシルクハットを取る。真っ赤な口紅を引いた唇くちびるが三日月形の嗜し虐ぎやく的な笑みを浮うかべ、近づく。

　恐きよう怖ふに黒く染まっていく視界の中で、何物にも代えがたい、娘の笑顔だけが彼女の脳のう裏りを占しめた。

「プリエラ………………！」

　それが、彼女が発した最後の言葉だった。





「それで……あなたはあの貴族に追われて、この街に来たわけ？」

　琉妃の質問に、居間のソファーに座すわるプリエラは、小さく頷うなずいた。

　琉妃に引きずられる格好で館やかたに連れてこられた彼女は、しばらくするとポツリポツリとこれまでのことを話し始めた。

「いつからか……月光男爵アイツが私の近くに現れるようになった。だから母様は、私を連れて色んな街を回った。でも、どこに行っても追ってくる…………」

「そう……で、その目的は？」

　核かく心しんを突つく問いかけに、プリエラは力無く首を振ふる。

「わからない……でも、アイツのところには、行きたくない。私は母様といたい」

　小さな声……けれど、語ご尾びは力強かった。母親といたい、それだけが彼女の願いなのだ。

　それを、琉妃の冷ややかな声が否定した。

「あなたの母親はそう思ってるのかしら？」

「………………」

　プリエラの顔に昏い翳かげが差す。自分を抱き締めるようにして、肩かたに手を回す。その細い腕にある痣あざや爪つめが食い込んだ痕あととおぼしきものを、琉妃は見み逃のがさない。

「それ……母親にされたの？」

　無感情な問いに、プリエラは唇を噛かみ締めながら必死に言葉を絞しぼり出す。

「母様は……悪くない。母様は、病気なんだ。なのに、私のせいでいっぱい旅したから……疲れてる」

「………………」

「母様は、悪くない。私のせいだ。私が、貴族に狙われたりしたから……ずっとつらそうで、ずっと疲れてた。私を叩たたいたり、物を投げたりしたこともあったけど、母様のせいじゃない、私が悪いんだ…………」

　両方の拳こぶしを固く握にぎり、身を震ふるわせながらプリエラは言った。誰だれが見ても、その小さな体と心が限界に来ているのはわかる。だが、琉妃は冷ややかに言い放った。

「捨てられる前に捨てたら？　その方が楽よ、きっと」

「………………！」

　敵意を込こめて琉妃を見返すプリエラ。琉妃もまた、一歩も引かずに少女を見返す。

「母様は……私を捨てたり、しない…………！」

「今は、ね。でも、いつかそうなるかも。一人で生きる覚かく悟ごはしなさい」

　冷れい徹てつに言い捨て、琉妃は居間と隣りん接せつしたキッチンに向かい夕食の支し度たくに入る。いずれ主は戻るだろう。それまでに、作り終えておかなくてはならない。

　規則正しくリズムを刻きざむ包丁の音を聞きながら、プリエラは茫ぼう洋ようと呟つぶやく。

「アイツ……何で、助けてくれたのだ？」

　琉妃は、手を止めて気だるげに答える。

「さあね。気まぐれで、唯ゆい我が独どく尊そんな方だし」

「私は……まだ、この街に来たばかりのよそ者だ。守る理由なんてない。いや、たとえ領民だったとしても、何で……助けてくれたのだ？」

「あなたを助けたわけじゃないわ、領地を守るため、ね」

「アイツは貴族が嫌きらいだろ？　なのに、そんな……それこそ、貴族みたいだ」

「そうね……でも、どんなに嫌ってもあの方自身は貴族なのよ。なってしまった。先代から……受け継ついでしまった。だから、貴族として生きるしかない。先代のように、ね。だから、あなたのためじゃないわ」

　突き放すように言い、琉妃はまた作業に戻り、野菜を刻んでいく。

「お前も……ああいう奴やつだから、仕えてるのか？」

「そんなんじゃないわよ。給料……っていうか、お金は好きに使っていいって言われてるし、衣食住も保証されてるし……バカな男共も寄ってこないしね」

「それだけか？」

　プリエラは無言で琉妃の背を見つめる。背中越ごしに子供ながらの純じゆん粋すいな視線を感じつつ、琉妃はあくまで独り言を装よそおいながら言う。

「……あれで、いいところはあるし……いい男だし。お仕えするのも……悪くないってとこかしら？」

「だから、『せーよくしょり』もしてるのか？」

　深い意味も知らずに問いかけるプリエラ。

　琉妃は顔を引きつらせ、苦々しい顔で振り向く。

「それ……誰に訊きいたのよ？」

「アイツから」

「……子供に何吹ふき込んでるのかしら…………」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな主の言動に、琉妃が肩を竦すくめる。日ひ頃ごろから公言されているが、いざ第三者の口から聞くと、すごい扱あつかいをされている気がしてきた。

「その……あれよ、女にも性欲はあるし、ある意味私も使ってるのよ。だから……お互たがい様さま？　それに、ルイヤ様とするのは……結構…………いえ、かなり…………ううん、すごく………………」

　言ってる途と中ちゆうで、プリエラの視線に気づき、琉妃は口を噤つぐんだ。

　子供の前で、何を言ってるのやら。

「と、とにかく、色々あるのよ！」

「それで、いいのか？」

「はあ？」

　どこか哀あわれむような眼差しのプリエラに、琉妃は怪け訝げんな表情で首を傾かしげる。

「だって、お前、アイツのこと…………」

　少女は、その純真さで琉妃がルイヤに向けている感情をおぼろげながら感じ取っていた。

　しかし、琉妃は肩を竦め、無表情に語る。

「くだらないこと言うんじゃないわよ。貴族は貴族、平民は平民。身分も住む世界も違う。私はたまたまあの人の傍で仕えてるだけ。仕事よ、全部」

「私なら……イヤ、だな。そんなの。貴族とか、平民とか、そんなので何かを決められたりするのは……イヤだ。私は私だ。そうだろう？」

「それが世界の現実よ。受け入れなさい」

「闇ア黒イ卿ツも…………そうなのか？」

　か細い、でも芯しんの通った問いかけに、琉妃は押し黙だまった。

「闇ア黒イ卿ツは、この世界を……“〝王”〟を憎にくんでる。世界を変えたいんじゃないか？」

「……かも、ね」

　ルイヤが“〝王”〟に対してどういう立場を取っているか、貴族の中でどういう位置づけなのか、琉妃も知らないわけではない。しかし、その内面の深しん奥おうに触ふれることはできない。体を重ねても、彼はそこに立ち入ることを許さない。

「……でも、闇ア黒イ卿ツもまた縛しばられている。貴族というものに……先代に。その人生を縛られ、結局は貴族として生きている。ならば皆、世界を受け入れるしかないのだろうか？」

　不意に飛び出た、大人びた言葉。子供の戯たわ言ごとと一いつ蹴しゆうできない静かな声こわ音ねと不可思議な威い圧あつ感に、琉妃は目を細めて問いかける。

「じゃあ、あなたが貴族になる？　変えたければ、きっとそれが近道よ？」

　思わぬ言葉に、プリエラの表情が硬こう直ちよくする。

　琉妃は琉妃なりに、この少女とあの道化の貴族の因いん縁ねんを推測し始めていた。

「何を……言ってる？　私は、貴族なんかじゃない…………」

「そうね、今のあなたは貴族じゃない。でも、いずれはどうかしら？」

　見み透すかしたように琉妃は言う。貴族とて元は平民──その継けい承しようが血筋や家いえ柄がらに因よらない以上、後こう継けい者しやは常に平民から選ばれる。

「あなた……後継者候補なんじゃないの？」

「後、継者……？」

「そうよ。貴族の力は受け継がれるモノ。貴族だって、寿じゆ命みようもあれば、病気や怪け我がで死ぬこともある。それは平民と変わらない。急死すれば、その称しよう号ごうや力は意図しない相手に引き継がれることもある。最悪の場合、断絶する。だったら、早いうちに自分の後継者候補を見定めて、跡あと継つぎを確保しようとする輩やからもいるのよ」

「そんなの……イヤだ」

　プリエラは首を振り、押おしつけられた宿命を否定する。

　そんなもの、望んでなんかいない。

「月光男爵ムーンバロンは……あなたに自分の下もとへ来いと言ったのじゃなくて？」

　消したい過去を言い当てられ、プリエラは自分を抱だき締しめた。確かに……言われた。

　初めて出会ったとき、あの道化は三日月形に口紅を引いた唇でにんまりと笑い、こちらに手を差し出してきた。母と引き離はなそうとした。

　あの毒々しい道化顔を忘れようと、プリエラは頭を押さえて激しく首を振る。

「私は……普ふ通つうでいい。普通が……いい。貴族になんて、なりたくない……!!　ただ、母様といたいのだ…………」

　悲痛な呻うめきを、いつのまにか傍かたわらに座すわっていた琉妃が受け止める。抑おさえていた感情が堰せきを切ったように溢あふれ出し、プリエラはよろめくようにして、琉妃の胸に顔を埋うずめる。

「……何よ？」

「母様より、大きい」

「………………」

　むしろ自分より大きかったら、日常生活がかなり不便だと思う。琉妃自身、男の目を集めるばかりで、正直邪じや魔まだ。ルイヤには……それなりに気に入られているようだが。

「母様より、ふかふか」

「……礼を言えばいいのかしら？」

　難しい顔で対応に苦く慮りよしていると、プリエラはふかふかの柔肉に頬ほおずりしつつ、ポツリと呟つぶやく。

「でも、母様の方がいい…………」

「……持ち上げといて、それ？」

　やっぱり生意気なガキ──と思ったが、思うだけで終わった。そのか細い身に多くを背負った少女は、いつしか琉妃の胸の中で、穏おだやかな寝ね息いきを立てていた。

　少女を見下ろす琉妃の瞳ひとみは、同情より共感の念が強かった。

　まだ戻らぬ主あるじに思いを馳はせつつ、琉妃はそっと少女の頭を撫なでた。





　ルイヤがプリエラの宿に辿たどり着くことは簡単だった。

　街の全すべてを把は握あくし、領民の顔を全員覚えているとさえ言われる彼にとって、それを見つけ出すことなど苦も無いことだ。

　宿の戸をくぐった瞬しゆん間かん、血けつ臭しゆうが鼻を突ついた。

　入り口傍そばの受付を見れば、おそらくは宿の主人であろう老人が、喉のどを裂さかれ息絶えていた。周囲を見るが、他に死体は見当たらない。死体の傍の宿しゆく泊はく名めい簿ぼに目を通すと、埋うまっている部屋は一つだけだった。

　足早に階段を駆かけ抜ぬけ、彼は二階へ向かい、プリエラの泊とまっていた部屋に踏ふみ込む。

　簡素で狭せまい部屋には、ベッドが一つだけ。

　少女の母親は、そこにいるのだろう。

　すぐ辿り着ける距きよ離りなのに、ルイヤにはひどく長く思えた。

　近づくたびに、血臭が強まる。

　険しい顔のまま、ルイヤは急いでベッドに駆け寄り、毛布を剥はぐ。

　あるのはただ血に塗まみれたうつ伏ぶせの女の死体だけ。

　暗い部屋だが、夜目が恐おそろしく利きくルイヤは、その惨さん状じようを余すことなく目に灼やきつけた。

　滅めつ多た刺ざしの切り刻まれた死体──しかも、重要な部位が欠損している。それでも、彼は死体の身元をもう悟さとっていた。

「………………」

　重い表情のまま、ルイヤは宿を出た。ふと天を見上げると、向かいの民家の屋根に貴族が立っていた。

　月光男爵ムーンバロン。

「おや、あの娘こは一いつ緒しよではないのですね。残念です……今日で全てが終わると思いましたのに。あの者をわざわざ殺した意味がない」

　おどけた口調で彼は言う。限りなく満月に近い月を背負う今、その王威の封具インペリアルギフトは全てを焼き尽つくす光をいくらでも吐はき出せる。

　抑えた声で、ルイヤは訊いた。

「何な故ぜ、こんなことをする？」

「申し上げたように、あなたにはお教えできません」

「そうだな、別に言わなくていい」

　ルイヤの手にカードが閃ひらめく。もうどうでもいい。

「猛たけっておいでですね、闇黒卿ダークロード。しかし、私の目的はあなたにはない。どうしても暴れたければ……下しも僕べで我が慢まんなさって下さい。出番です、セレネさん」

　月光男爵ムーンバロンが指を鳴らすと、通りの角から、顔を包帯で覆おおった奇き怪かいな女によ性しようが歩み出た。宿の死体から持ち去られた重要な部位は、その下しも僕べが左手にぶら下げていた。

　白いワンピースは血に塗れ、右手は細身の体にはあまりに不似合いな三日月形の湾わん刀とうを携たずさえている。その鉈なたには真新しい血が滴したたり、そして空いた左手には……生首が。

　しかしルイヤはセレネと呼ばれた下しも僕べに興味を示さず、再び月光男爵ムーンバロンを見上げた。

　揶や揄ゆするように、月光男爵ムーンバロンは慇いん懃ぎん無礼な手つきでシルクハットを取り、頭上に掲かかげる。真っ赤な唇くちびるが、吐き気を催もよおす三日月形の笑みを浮うかべていた。

　それに対し、ルイヤはただ、三枚のカードを閃かせた。

《闇黒卿ダークロード》《暴力フオース》《暗ワ黒ー星ム》──前者の二枚はルイヤの左ひだり脚あしを漆しつ黒こくの凶きよう器きと変え、後者はその絵え柄がらから全てを呑のみ込む漆黒の球体を吐き出す。

　月光男爵ムーンバロンは動かず、下しも僕べに妨ぼう害がいさせることもしない。

　まだ彼とルイヤの距離は遠く、《暗ワ黒ー星ム》も届く前に消え、必殺の蹴けりもこの距離では意味が無い。

　戦術ミス……そう月光男爵ムーンバロンは判断した。

　だが《禁忌の断章アスルデツキ》の真価はその応用力にある。

「三連札技シエルシエツト・コンボ」

　ルイヤの左脚がボールを蹴り上げる要領で動く。蹴るのは──《暗ワ黒ー星ム》そのもの！

「何っ!?」

「虚獄式断罪ワームゲイター」

《暴力フオース》のカードの力を宿した左脚は、本来触れることの叶かなわぬ《暗ワ黒ー星ム》に干かん渉しようし、それを恐るべき速度で敵に蹴り飛ばす。

　心理の隙すき間まを突かれ、月光男爵ムーンバロンは回かい避ひを忘れ棒立ちとなった。

　その頭上を、全てを呑み込む《暗ワ黒ー星ム》が駆け抜けていく。

　はっと振ふり返ったとき、あの無機質な凶きよう暴ぼうさを秘ひめた球体は、もう消えていた。絶大なる威い力りよくを誇ほこるマイクロブラックホールは、世界を崩ほう壊かいさせぬよう、その顕けん現げんはごく短く儚はかない時間のみ。

　それでも確実にその球体はある物を呑み込み、虚こ空くうの彼方かなたへ放ほう逐ちくした。月光男爵ムーンバロンが頭上に掲げていた兎うさぎの耳付きシルクハットは、彼が手に持つ部分のみを残し永久に失われた。

　これまで常に余よ裕ゆうを崩くずさなかった道化の顔を、今、一筋の汗あせが伝っていく。

「何故……私を狙ねらわず？　私を呑み込めば、それで事足りたのでは？」

「お前は直接蹴り殺す。靴くつ底ぞこが減めり込む感かん触しよくがないと、実感が湧わかない」

　底冷えするような声でルイヤは言った。闇色の瞳は今、完全にその精神を闇に堕おとし月光男爵ムーンバロンを見つめている。

「……怖こわい目だ。領民を守る領主、などよりもその方がよっぽどあなたらしい。王党派の貴族を数多く斃たおし、親友とさえ一戦交えた男。本当はどうでもいいのでしょう、こんな街？　所しよ詮せんはあなたも我々と同じ、目的のためには平民を踏みつける」

「かもな」

　無愛想に告げ、ルイヤはそのまま身を翻ひるがえして去っていく。月光男爵ムーンバロンもセレネのことも置き去りに、ただ帰路につく。

「どこへ行かれるのです？　いいのですか、彼女を放ほうっておいて？　宿の連中を手にかけたのはそこにいる私の下しも僕べですよ？」

　ルイヤは答えず、腰こしのカードケースから一枚のカードを揃そろえた人差し指と中指で抜き取り、その裏地のみを月光男爵ムーンバロンに晒さらす。

　月光男爵ムーンバロンの目が細まり、無む駄だ口ぐちがやんだ。

　ルイヤが手にしているのは、あくまでも儚はかなき一枚のカード。

　時として刃やいばに変わるとはいえ、それ自体は月光男爵ムーンバロンを脅おびやかすには物足りない。

　なのに、月光男爵ムーンバロンは顔を歪ゆがめた。カードの裏地から滲にじみ出る気配で、そのカードがいかなるものか理解できた。

　それは間ま違ちがいなく闇黒卿ダークロードの切り札──彼の最強の手札。

「もう喋しやべるな。喋るほど、お前の罪が加速する。お前の罰ばつが重くなる」

　静せい謐ひつな夜を乱さぬよう、ルイヤの言葉もまた静かだ。なのに、月光男爵ムーンバロンは言葉の節々から滲み出る底知れない闇の圧力に押されていく。

「気づいてないようだから言っておく。俺おれは今……怒っているんだぞ？」

「………………」

「人の領地に挨あい拶さつもなしに踏み込んだ挙げ句にこの始末──何様のつもりだ、貴様」

　ルイヤの背が、強きよう烈れつな殺気を放ち始める。平民ならそれだけで恐きよう怖ふし、平へい伏ふくする。

　貴族たる月光男爵ムーンバロンでさえ、彼の瞳がこちらへ向いていないことを感謝した。

　その顔が浮かべる表情を見なくて済むことを、感謝した。

「何故、あんなことをした？　何故あのガキを追う？」

「…………さて」

「お前なら、か弱い母親一人に守られたガキを虜とりこにすることぐらい簡単だったはずだ。だがしなかった。これまでは。なのに、俺の領地に入ったとき、積極的に動いた。初めに人買いにあのガキを襲おそわせた。自分ですれば簡単なのに、何故か？　自分が動けばすぐに俺に感づかれる。できれば知られないうちに……そんなところか？」

「さて」

　月光男爵ムーンバロンはポーカーフェイスを崩さない。その道どう化け顔は、こういうときに役立つ。

「あのガキと母親が逃げた先には、これまでも他の貴族の領地が含ふくまれていたはずだ。なのに、今回だけは動いた。他の貴族ならいい、だが俺は駄だ目め──何故だろうな？」

「………………」

「貴族の中でも、俺にはあのガキを渡わたせない。今まではつきまとうだけで手元に置かなかったくせに、俺の下もとへ来ようとすれば確保したがる。俺があのガキに手を出そうとしたとき──お前は、領民を俺にけしかけた。元々あの程度のことで、俺を斃せるとは思っていない。ただ注意を逸そらせばそれでよかった。俺があのガキに手を出さなければ、それでよかった。あの人買いを寄こしたのも、ついでだろう？」

　月光男爵ムーンバロンは動かず、にんまりと唇を歪めながら首を傾かしげている。

「そうなると、私はずいぶんと面めん倒どうなことをしていますねぇ。何故そんな必要があるのでしょうか？」

「お前はずっとあのガキを見守っていた。そして、壊こわそうとしていた」

「………………」

「あのガキは、中々性しよう根ねが据すわっている。だが貴族に追い回されれば、やがて心が消しよう耗もうする。たとえ自分が平気でも、心身を磨すり減らす母親を間近で見ていれば、必ず。お前はそれを待っていた。あのガキが心の拠より所どころを失い、平民として生きられなくなるのを。お前の下にやってくるのを。あのガキの心が壊れ、それまでの自分でいられなくなるのを」

　声は寂せき寥りように満ちていた。

　昔、同じような目に遭あわされた者達がいた。「貴族」を生み出すべく、人を人とも思わぬ実験の材料にされた無む垢くな子供達。

　彼らは皆みな死に絶え、ただ一人、皮肉にも貴族の力を受け継つぐことで生き延びた者がいる。

　己と同じ闇を背負わされた少女に、その者は何を想おもう？

「……だとすれば、あなたの言う通りだとすれば──いかがなさいます、闇黒卿ダークロード？」

「あのガキを殺す」

　月光男爵ムーンバロンの顔が強こわ張ばり、二人の貴族を緊きん張ちようの糸が繋つなぐ。

「……というのも、解決策の一つだな」

「できないことは、口になさらぬ方がよろしい。昼間で私の力はわかったでしょう？　あなたは、いわば領民全てを人質に取られている」

「やればいい」

　ルイヤは事も無げに言った。月光男爵ムーンバロンが口を噤つぐむほど、ごく自然に。

　愛の反対が無関心ならば、彼は領民に対して最悪の領主かもしれない。

「本気ですか？」

「奴やつらが死んだとしても、それはお前のせいだ。手を下すのもお前。俺にできるのは、極力それを阻そ止しすること、犠ぎ牲せいが出れば、その家族の前にお前を引きずっていって土下座させた後、希望された方法でぶち殺すことだけだ」

　月光男爵ムーンバロンは押おし黙だまった。

　この男は確実にそれを実行する。傲ごう慢まんでも虚きよ勢せいでもなく、おそらくこれまでもそうしてきた。

　全すべての領民を守ることなどできない。いや、「守る」という行こう為い自体おこがましいのかもしれない。脅きよう威いに晒さらされようが、平民は平民で懸けん命めいに生きている。それを貴族だからと干渉し、徳の高さをひけらかすことを、この青年は望まないのだろう。

　できるのはただ一つ、貴族同士の争いに決ケ着リをつけることだけ。

「あの少女の身み柄がら──しばし預けましょう。そのかわり、手出しのなきよう」

　ルイヤが振り向く。

　今こ宵よいは互たがいに退く──ゆえに、互いに手を出すな。

　無言の密約が、視線で交かわされる。

「いずれまた。決着は、貴族の作法に則のつとって」

「……いいでしょう。また、月夜にて」

　月光男爵ムーンバロンは民家の屋根の間を飛ひ翔しようし、去っていく。

　闇黒卿ダークロードもまた、夜の街を進む。

　決着の時を待つ貴族の帰路を、ただ月明かりのみが照らす。





　暇ひまを持て余あましながら、琉妃は傍かたわらで眠ねむるプリエラの頬ほおをつついていた。

　静かな時を、ドアノッカーの音が乱す。

　叩たたき方ですぐわかる──ルイヤだ。鍵かぎを持ち歩かない主あるじは、帰宅の際はこうして彼女を呼び出す。

　玄げん関かんに向かい、主を迎むかえ入れた瞬しゆん間かん、琉妃はその表情から事態を見み抜ぬいた。

「何か……ありましたか？」

　主の白はく皙せきの容よう貌ぼうは、相変わらず混じりっ気なしの白、しかしそこに澱よどむ感情の色ぐらい、琉妃には読み取れる。

「あの娘この母親は……もう？」

　ルイヤが小さく頷うなずいた──ように見えた。琉妃はそれ以上何も言わず、主を迎え入れる。

　共に居間に向かおうとしたとき、背後で閉じる寸前のドアから、呻うめくような声が聞こえた。

「ル、イ、ヤ…………」

　二人は顔を見合わせ、互いに首を傾かしげながらとりあえずドアを開ける。

　玄関の照明に照らされて、奇き妙みような来訪者がその姿を晒す。

　琉妃はさらに怪け訝げんな顔で首を傾げ──ルイヤは露ろ骨こつに顔をしかめる。

　女おんな座ずわりの格好でその場にいるのは──京夜＝メス・マドグリフ。

「何な故ぜここにいる？」

「エリザが、エリザが…………」

　ルイヤの顔を見た瞬間、京夜の目じりに涙なみだが浮うかぶ。彼の衣服ははだけ、薄うすい胸むな板いたが覗のぞいている。そして首筋を中心に無数のキスマークと、さらに噛かみ跡あととおぼしきものが刻まれていた。

「何があったんだ、お前……？」

「言わせるというの、ボクにそれを!?」

「いや、言わんでいい。つーか言うな」

　真相を予測し、ルイヤは渋しぶい顔で言う。が、京夜は堰せきを切ったように喚わめき散らす。

「エリザが、エリザが、家に戻る前に先にキミと会ったことに怒って、ボクを押し倒たおしてムリヤリ……！」

「……言わんでいいと言ったぞ」

　無表情でぼやくルイヤ。

　その横で、イマイチ状じよう況きようが呑のみ込こめない琉妃。

　京夜のことはほぼ知識が皆かい無むなので、とりあえず主に訊きいてみる。

「あの……この人、一応男ですよね？　昼から思っていたのですが、何かとても異性に見えないというか、今も完全に被ひ害がい者しや目線というか…………」

「まあ、被害者だとは思う」

「許してって言ったのに、ゴメンって言ったのに……！　もうお嫁よめに行けない……ヨゴレ貴族と呼ばれても文句の言えない体にされてしまった。汚よごれてしまった、ボクは汚れてしまったよ!!」

「元々嫁には行けんだろう。そしてお前にそんな仕打ちをしたのは、何を隠かくそうお前の嫁だ。とっくの昔に新しん婚こん初夜を済ませた男が何を言う？」

「うぅぅぅ…………ひどいよエリザ。でも感じてしまう自分がイヤ…………」

　まだ京夜の涙は止まらない。

　肩かたを震ふるわせて泣く少年を見つめながら、ルイヤはしみじみと言う。

「嫁選びに失敗したな。エリザがそういう女だと、何故結婚前に気づかなかった？」

「エリザ……？　あのルイヤ様、エリザってまさか……鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネス!?」

「ああ。コイツがエリザの旦だん那なだ」

「えええええええぇぇぇぇぇぇぇぇっっっっっ!?」

　吐はかれた言葉に、琉妃は目を疑った。

　眼前で泣いているのは、居間で寝ねているプリエラとさして変わらぬ年頃の少年。

　それが……琉妃も知る、あの社交界の華はなと言われた鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスの夫!?

　しかも状況を見れば、彼はその妻に…………。

「ええっと……それって、まさしく幼児虐ぎやくた…………」

「何言ってるの？　ボク、ルイヤと同い年だよ？」

　涙を手の甲こうで拭ぬぐいながら、京夜が不思議そうに言う。

　琉妃はビクッと硬こう直ちよくし、ぎこちなく主と京夜を交こう互ごに指差す。

「……十九歳さい？」

「うん。死侯爵デスマークイス、京夜＝メス・マドグリフ、十九歳です☆」

　敬礼のポーズを取り、微笑ほほえむ京夜。

　口をあんぐりと開け、琉妃は主に否定を希望する。

　が、ルイヤはあっさり頷き、彼女の希望を打ち砕くだく。

「本当だ。そして既き婚こん者しやだ。多少早い方だが、まあ年ねん齢れい的にはおかしくない」

　あくまでも、年齢的には、だ。

　外見的には不似合いどころか大問題、青田買いにも程ほどがある。

　反応できない琉妃を尻しり目めに、京夜はルイヤに近づき、媚こびるような上うわ目め遣づかいで両手をもじもじさせながら懇こん願がんする。

「……というわけで、今晩泊とめて」

「……その発想はなかったな。何故そうなる？」

「だって、エリザに『しばらく頭を冷やしてらっしゃい』って追い出されて、家に入れてもらえなくて……。婿むこ養よう子しの悲しさだよね……メイドもネケヴァペツトもボクを蔑さげすむ」

　また京夜の目に涙が浮かぶ。あの城内に、彼の味方は誰だれもいない。

「お前の家庭の問題を俺に持ち込むな。とっとと土下座でも何でもしてこい」

「もうしたさ！　でもダメなんだ！　キミだって、彼女が怒ったらどうなるかぐらい知ってるだろ!?　少なくとも今日は帰れない…………」

「知るか」

　冷たく突つき放すルイヤ。

　だが京夜は諦あきらめず、彼のシャツの裾すそを引っ張って哀あい願がんする。

「もしかして、まだロクにキミに相談せずにエリザと結婚したこと怒ってるの!?　仕方ないじゃない、ラブストーリーはいつだって突とつ然ぜんなんだ！」

「いや、それは心の底からどうでもいい」

「何強がってるの!?　ボクだったらヤダよ!?　一生根に持つよ!?　もしキミがそんなことになったら、結婚式の壇だん上じようから、その手を取って連れ出すことも辞さない!!」

「結婚する気も予定も無いが、言っておこう。死ねばいいのに」

　無む慈じ悲ひな言葉に、京夜は溜ため息いきを吐ついてルイヤから身を離はなす。そのまま空を仰あおぎ、寂さみしげな声が洋々と流れていく。

「ルイヤ……変わったね。昔のルイヤっちは、そんなじゃなかった…………」

「誰がルイヤっちだ。お前の中の俺と現実の俺とで大分差異が生じているようだな。まずその差を埋うめることから始めろ。あと死ねばいいのに」

「どうしてそんなこと言うの？　結局キミもボクの上を通り過ぎていった男達と同じだ！」

「誰も通り過ぎてないだろ？　嫁がいるくせに、自分のセクシャリティ揺ゆるがす発言をするな。とりあえず死ねばいいのに」

「確かにそうだ……訂てい正せいしよう、通り過ぎたのはキミだけだ」

「さらに性タ質チが悪くなってるぞ。だから死ねばいいのに」

　苦々しい顔でルイヤが呻く。

　段々思い出してきた……そう、こういう奴だった。

「女は、いつだって不安なんだよ!?　いつだって正直な言葉……待ってんだよ!?」

「うん、もういいから死ね」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れ、ほとんど殺す気でルイヤは前まえ蹴げりを京夜に放つ。

　しかしそこは無む駄だに高位貴族、敏びん捷しような反射神経を発揮し、小さな体でその脚あしにしがみついて、彼は再び哀願する。

「お願いだよ、ボクを慰なぐさめてよ、抱だき締しめてよ、やさしくしてよ!!」

「嫁に頼たのめ」

「だからその嫁に折せつ檻かんされたんだよ!?　さんざん焦じらした後、ギシギシアンアンだったんだよ！　いいじゃない、泣かせてよ！　あの夜のように、キミの胸で泣かせてよ!!」

　絶ぜつ叫きように近い叫さけびを漏もらし、懇願する京夜。

　状況についていけずに静観していた琉妃が、やや硬い表情で主に問う。

「ルイヤ様……あの、この方……既婚者なわけですから……ノーマルですよね？」

「どこで線引きするかはわからんが、とりあえず頭のネジは外れてると思う。あと貴族屈くつ指しのドＭだ」

「……私、ルイヤ様のこと、信じていいわけですよね？」

「……色々あったんだよ」

「『あの夜』自体は否定されないんですね…………」

　琉妃の声は抑よく揚ようが無い。何かもう達観したような節もある。

　さすがにそこは譲ゆずれないのか、ルイヤも珍めずらしく弁解めいたことを言う。

「多分……誤解していると思うぞ？」

「そうですか」

　と無感情に返す琉妃。なまじ嫌いや味みや皮肉が無い分、余計性タ質チが悪い。

「……それで、結局大切なお友達をどうなさるおつもりですか？」

　強調される箇か所しよが何か刺とげ々とげしい。ルイヤは仏ぶつ頂ちよう面づらでとりあえず結論を出す。

「……入れよ」

「え、いいの？」

　無む邪じや気きに問い返す京夜に答えず、ルイヤはどこか疲つかれたように家に入る。その後に琉妃と京夜も続き、ひとまずその場は収まった。

　それから約十分後、眠ねむったままのプリエラを二階の部屋に移し、三人はダイニングキッチンで食事を始めていた。

　今日のメニューは、パンと少々手の込んだ野菜が中心の煮に込こみ。

　少食でコーヒーとは真逆の薄うす味あじ好み、肉や魚よりも野菜を好む主の嗜し好こうゆえ、食事は大体こんな感じだ。

　京夜の身分と居城からすれば、座るテーブルと合わせてかなり質素なものだろうが、天てん真しん爛らん漫まんな少年はまったく気にせずフォーク片手に口をモグモグさせている。

「おいしいおいしい。琉妃ちゃん、料理上手だね」

「る、琉妃ちゃん…………」

　一応年上で身分も上、口答えする気はないが、やはりその外見ゆえに違い和わ感は否いなめない。

　童顔や発育不良を通り越こし、眼前の少年はどう見ても見た目の年齢にしか見えなかった。動作も口調も幼いし、ルイヤと同い年と言われても、まったく頷うなずけない。

「けど、ルイヤがこんなステキな娘と暮らしてるなんて思わなかったな。料理上手だし、美人だし、スタイルいいし」

「あ、あらそうですか？」

　満まん更ざらでもないのか、琉妃はちょっと得意げに胸を張る。横目で主の反応を窺うかがうが、あちらは無表情でスープを啜すすっていた。

「そうだよ。胸もすっごく大きいし、そのくせ腰こしはちゃんとくびれてて…………」

「それほどでも…………」

「まあ、太ももからお尻しりのラインは若じやつ干かんムチムチしすぎてる節があるけれども」

「そうだな、特に太ももはムチムチしすぎな感もあるな」

　と、ルイヤも頷く。

　二人の貴族の視線は、共にレースのストッキングに包まれた琉妃の太ももへ。

「ちょ、ちょっと何二人してガン見してるんですか!?　下半身デブだとでも!?」

「いや、そういうわけじゃ……けど、エリザと比べるとあれかな～と」

「まあ、美び脚きやくとは言いがたいな」

　頷き合うルイヤと京夜。こういうところは、無駄に気が合う二人。

「わ、悪かったですね。地味に気にしてるのに…………」

「気にする必要はないんじゃない？　ルイヤはそれも込みで琉妃ちゃんと暮らしてる……っていうか、時にはそのムチムチした太ももを撫なで撫でさわさわして、特に内側辺りを噛かみ噛みチューチューしてるわけでしょ？」

「否定はせんが、次その表現使ったら殺すぞ」

　……などというやりとりを多数間に挟はさみつつ、食事は終わった。

　その後ルイヤは入浴のために居間を出ていき、京夜は「泊めてもらうお礼に、背中でも流そっか？」とその後をついていった直後に蹴っ飛ばされた。

　そのため、その場に残るのは食事の片付けをする琉妃と、ソファーでむくれる京夜だけ。

「何か訊ききたそうだね？」

　ソファーに座すわり、ホットミルクを啜りながら京夜が言う。琉妃はコーヒーを勧すすめたが、「苦いのダメ」と彼は断り結局ミルクで落ち着いた。

　キッチンで皿を拭ふいていた琉妃は、ビクッと反応し、様子を窺うように京夜を仰ぎ見る。

「別に、私は…………」

「無理しなくていいよ。ボクも色々と訊きたいしね。座ったら？」

　京夜に促うながされ、琉妃はおずおずと彼の向かいのソファーに腰こし掛かける。

　基本的にルイヤ以外の貴族に興味は無いが、相手は主あるじの友人で高位貴族、何よりルイヤの過去を知る男。さすがに、少しだけ緊きん張ちようしてしまう。

「ルイヤ様と……ずいぶん親しいんですね」

「親友だと思ってるよ。向こうはどうだか知らないけど」

「お二人は……いつ知り合われたんですか？」

「お互たがい称しよう号ごうを継けい承しようした直後だよ。同い年だし、同期とでもいうのかな？」

「長いお付き合いなんですね…………」

「そうだね。ずっと一いつ緒しよに旅してたし」

「旅…………」

　ルイヤが〈黒こく宵しよう街がい〉に居着く前のことは、多少聞いている。各地を旅しており、本人曰いわく、そのときたんまり稼かせいだので徴ちよう税ぜいには興味が無いらしい。

「ボクには領地が無くてね。支配するということにも興味が無かったから、彼について回った。もっとも、彼は確固たる目的で旅をしていたけれど。陛下のいらっしゃる〈王都〉に辿たどり着くこと──それが彼の悲願。けれども道は開かれず、ボクがエリザと結婚することで旅は終わった。同時期に彼もこの街に居着いた。疲れたのかもね、あての無い旅に。どのみち、今陛下と対たい峙じしたところで、彼の目的は果たされない。しばしの雌し伏ふくを選んだのかもしれない」

　親友の心を慮おもんぱかり、京夜は遠い目で語る。その目が映すのは、二人だけの旅の追つい憶おく。

　余人の入り込めぬ領域に一いち抹まつの寂さびしさを覚えながらも、琉妃は主を知るために、さらに言葉を紡つむぐ。

「ルイヤ様は何な故ぜ、〈王都〉へ…………」

「彼は陛下の首を狙ねらってる」

　全ての貴族にとって口に出すことがはばかられることを、京夜は平然と口にした。

　琉妃は顔をこわばらせ、俯うつむく。

「あれ、知らなかった？」

「いえ…………でも………………」

「できれば、諦あきらめてほしい。けど、彼が望むならしょうがない……そんなところかな？　いい覚かく悟ごだ。きっと、そんなキミがいたから、ルイヤは変わらないんだろうね。安心したよ。あ、キミと出会ったときはどうだったの？」

　水を向けられ、琉妃は出会った頃ころの主を思い浮うかべた。時期的には、眼前の友人と戦った直後に当たるのだろう。特段今と変わりはないように思うが、しいて言えば──

「荒すさんでた、とか？」

　愉しげに心中を言い当てられ、琉妃は不ふ機き嫌げんに目を逸そらし、あえて事実を告げない。

「別に……ルイヤ様は、ずっとルイヤ様でした。あなたが戻られない間も、普ふ通つうでした。特に悲しんでるとかも、なかったと思います」

「それならそれでいいよ。ボクのことを思って泣き濡ぬれる、というのは光栄だが胸が痛む。さみしいことには違ちがいないが、ボクを斃たおしたことを気にせずに生きているなら、それが一番だよ」

　平然と語る京夜に、琉妃は自分の狭きよう量りようさを叩たたきつけられた気がした。眼前にいるのは、どう見ても年下にしか見えない子供──なのに彼は、大人びた口調で淡たん々たんと語る。

「本当に、心配していたんだよ。ボクにはエリザがいたからね、彼を失い、その悲しみを忘れられないとしても、癒いやしてもらうことはできる。けど、彼の傍そばには誰だれもいなかった。だがキミがいてくれたのなら無用の心配だったようだ」

　屈くつ託たくのない微び笑しように、琉妃は顔を背そむけた。無意味な嫉しつ妬とと知りつつも、彼とルイヤの根幹をなす疑問をぶつける。

「どうして……戦われたのですか？」

「うん？」

「親友……なのでしょう？」

「陛下に言われたから。彼も納なつ得とくしていたよ？　ボクを斃たおせば、一つ望みを聞くと言われていたしね」

　事も無げに京夜は言う。

　確かに、“〝王”〟の命ならば致いたし方ないのかもしれない。

　だがそれでも──

「でも、どうしてあなた達は友人だったのですか……？　ルイヤ様は貴族の中でも異い端たんで、他の貴族となじもうとはしない。しかも、“〝王”〟を…………なのに、あなたと……あなたは侯こう爵しやくで鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスの夫──奥おく方がたは王党派と聞いていますから、きっとあなたもそのはず。なのに、こんなふうに家に来て、戦った後も普通にしていて……どうして？」

　問いの重さに押おし潰つぶされそうになりながらも、琉妃はまっすぐ京夜を見つめる。

　京夜もまた、その澄すんだ紫むらさきの瞳ひとみに彼女を映し、薄うすく笑って答える。

「友達だからだよ。他に何か理由がいるかい？」

「でも…………」

「一度殺し合ったら、もう友達じゃない？　思想が違うから、友達じゃない？　友情ってそんなものだっけ？　ボクは守るべき家庭があるし、貴族として陛下の統治されるこの世界を気に入っている。だがそれとルイヤとのことはまた別の話さ」

　京夜の中では何も矛む盾じゆんせず、完結している。

　琉妃はもうそれ以上問い続けるのをやめた。所しよ詮せん平民では理解できない。それが貴族。

「悩なやむことはないよ。キミはキミの思うがまま、彼の傍にいればいい。正直驚おどろいているよ、まさか、彼が女性と暮らすなんてね。何にせよ彼を支えてくれたまえ。彼、人の痛みには敏びん感かんだが、自分の痛みには気づかない。けれど傷ついていることには変わりない。だから、気づかないうちに壊こわれてしまう」

　悲しげに首を振ふる京夜の顔は、ひどく大人びて見えた。それこそ、ルイヤと同い年という事実が違和感なく受け入れられるほどに。

「そういえば、彼はまた他の貴族と揉もめているようだけど…………」

「……ええ。月光男爵ムーンバロンと……あの、同じ王党派だそうですけど、弱点とか知りません？　月ってだけに、やっぱり満ち欠けが作用……？　月光を武器にしたりして…………」

「どうかな、貴族の力とは、究極的には概がい念ねんの力だからね。互いの精神力と概念に対する理解が物を言う」

「概念…………？」

　琉妃が首を傾かしげる。時として、ルイヤの代行としてカードを駆かるとはいえ、あくまで平民、その力の深しん奥おうなど識しる由よしもない。

「そうだよ。考えてみてごらん、月光とは突つき詰つめれば太陽光であり、月とはこの星の周りを回る天体だ。それ以上でも以下でもない。そこに超ちよう自然的な力が宿るはずもない。かつての世界での『天文学』なる学問では、月の正体をあらかた解明し、実際に人間がその足で月の大地を踏ふみしめたとも聞いてるけど」

「月に……？　まさか、何おっしゃってるんですか？」

　とんだほら話と、琉妃は笑い飛ばす。

　京夜は曖あい昧まいに苦く笑しようし、貴族と平民の差を実感する。

　彼女が無知なのではなく、これが普通の反応なのだ。むしろ彼女は、平民にしては教養のある部類だろう。だから諭さとすように、講義をするように貴族の力の一いつ端たんに触ふれる。

「全すべての存在は、誕生と同時に『実体』と『概念』に分かれ二重に存在する。月なんていい例じゃない、実体はただの宇そ宙らに浮かぶ石の塊かたまりだけれど、今も昔も人はそこに幻げん想そうを抱いだき、実体とはかけ離はなれた『概念』が成立する。概念とは思念の力、その実体化をかつての世界は成し得た。だから滅ほろびた」

「………………」

　琉妃は、徐じよ々じよに眼前の少年に引き込まれていた。彼の紫の瞳はすでに琉妃を見ておらず、貴族のみが知る真理を映し出している。

「内向きに発展したカガクは一つの到とう達たつ点てんに至り、暴走した。ゆえに、陛下は今選ばれし者にのみ力を割わり振った。ボクらが本当の意味で陛下から賜たまわった〈領地フイーフ〉とは、単なる土地でもなければ、その名にまつわる超自然的な力でもない……その概念そのものだ」

「ルイヤ様も……そうして、力を…………？」

「そう。『闇やみ』とはまさに究極の概念の一つ。極論すれば何にでもこじつけられ、肥大化する。ゆえに制せい御ぎよは困難。彼の力は多た彩さいだが、言い方を変えれば、本来無限に近い概念をカードの数だけに押し止とどめているとも言える。もっとも、概念を制御するのが王威の封具インペリアルギフトの役目であり、僕らが陛下に臣下の礼を取る理由でもある。何にせよ、ルイヤの力は強大だ」

「それは……あなたも同じでしょう、死侯爵デスマークイス？」

　称しよう号ごうで呼ばれ、京夜は微び笑しようした。目の前の女性は、ただ貴族の威い光こうに平ひれ伏ふすだけの女ではない。気け圧おされながらも、より深く主を識しるべく疑問をぶつけてくる。

「私にもわかる……『死』だって、『闇やみ』と並ぶ広く深い概念。いえ、ある意味では重なる……近いモノ」

「……だね。だからこそ、ボクらは惹ひかれあったのかもしれない」

　京夜が遠い日の出会いに思いを馳はせたとき、水すい滴てきを滴したたらせながら、ルイヤが居間に舞まい戻った。

　上半身は裸はだかのままで、湯を弾はじく珠たまの肌をバスタオルで拭ふいている最中だ。

「何をくっちゃべってる？　おい琉妃、あまりソイツの言うことを本気にするな」

「失礼な。しかしセクシーだねルイヤ。ボクへのサービスかい？」

「言ってろ。お前も風ふ呂ろでも入ってその緩ゆるんだ頭を洗い流せ」

「そうさせてもらうよ。キミの残り湯ならば、ボクの肌もさぞかしツルツルになるだろう」

「入れ替かえて入れ。あと死ねばいいのに」

　いつものやりとりが行われ、京夜は浴室へ向かう。

　髪かみを拭くルイヤを見つめながら、琉妃はちょっと皮肉交じりの口調で問う。

「何か、楽しそうですね。京夜様と話すときって」

　露ろ骨こつに不機嫌な顔になるルイヤ。

　本人は否定するだろうが、帰宅直後の昏くらい気配が京夜によって拭ぬぐわれたのは事実だ。

「仲のおよろしいことで」

「うるさい黙だまれ」

　無表情での返答に、琉妃は苦笑しつつ家事に戻った。





「ふう……久しぶりに満足」

　入浴を終え、エリザは薄うす桃もも色いろのガウンに身を包みながら、優ゆう雅がに足を組んで豪ごう奢しやな椅い子すに腰こし掛かける。そのしっとりとした肌は上気し、蠱こ惑わく的な艶つやを放っていた。



    

  
    
      　傍についているミナとルーシーは、机に置かれたワイングラスに、滴る血のように赤い酒を注いでいく。

「やはり風呂上がりはこれね。特に運動した後はいいわ」

　心地ここちよい疲つかれに身を浸ひたしながら、エリザは恍こう惚こつと語る。

　ミナは無表情のままだが、ルーシーは放ほう逐ちくされた京夜を思い、主あるじにおそるおそる諫かん言げんする。

「あの……やっぱりちょっとかわいそうじゃありません？　久しぶりに帰ってこられたのに…………」

「いいのよ別に。ど～せ、行くところなんて決まっているし。いい気味だわ」

「はあ…………」

　寝しん室しつから出た直後の京夜の惨さん状じようを思い返し、ルーシーの顔が歪ゆがむ。

　再会直後、主人夫妻は人目もはばからず抱ほう擁ようし、口づけを交かわし、さらにより深く語らうため寝室にこもり──その後何があったのか、京夜だけが見事に精も根も吸い尽つくされ、でも何かちょっと幸せそうな表情で部屋から叩たたき出され、ついでに城からも放逐された。

「嬉うれしそうですね、奥様」

　口を開いたミナに、エリザが柳りゆう眉びを寄せる。

「あら、どういうこと？」

「旦だん那な様が帰ってきて、よかったですね」

「……まあ、ね」

　それを否定する気は無い。仕えるメイドに弱みを見せたことは無いが、ずっと夫の帰りを待っていたのは確かだ。

「……で、いつ許してあげるんですか？」

　ルーシーの問いに、エリザは微笑した。

「さあ……いつかしら？　またいじめてあげたくなったときかしらね」

　舌なめずりをするエリザに、双ふた子ごのメイドは共に背筋を冷たいものが走るのを感じた。

　快楽も突き詰めれば苦痛となる──それを五体で実践されたのが、きっと京夜なのだろう。夫婦仲は良好だが、夫婦の営みはまさに快楽の向こう側を地でいく甘かん美びな拷ごう問もんだ。

「そうそうあなた達、いつでも外出できる準備をしておきなさい。近いうちに、私も外に出るわ」

「え、それって…………」

「立ち会いですか？」

　ミナの言葉に、エリザは艶然と頷うなずく。

「ええ。あの人も戻して頂いたことだし、私も陛下に尽くさなくては、ね」

　じきに、あの忌いま々いましい白はく皙せきの男と、交流のある道どう化けの貴族はその全てをかけてぶつかりあうだろう。貴族同士が本気で殺し合い、その力の全てを発揮することが許される戦いはただ一つしかない。

　それこそが“〝決闘デユエル”〟。

　繰くり広げられる雄おす達の死し闘とうと、撒まき散らされる血潮を思い浮うかべ、貴婦人はその赤い唇くちびるにまた真しん紅くの液体を運んだ。



    

  
    
      　第五章　月 対 死






　窓から差し込こむ月光が、黒こく檀たんの机を照らしていた。

　灯あかりをつけていないため、机き上じようの《禁忌の断章アスルデツキ》に降り注ぐのは、窓から差し込む月光だけ。

　穏おだやかで控ひかえめな光は、デッキから取り出されたカードを照らすには物足りない。

　その絵え柄がらとナンバーを把は握あくするには、もっと大きな光が必要だ。

　だがそのカードを繰る白皙の青年には光など必要無い。

　たとえ目を閉じていたとしても、その闇色の瞳ひとみは全てのカードを映し出す。

　暗い部屋の中で、カードをめくる手が止まる。

　ドア横の壁かべに背を預ける格好で、京きよう夜やがいた。

「さりげに超ちよう怒おこってるね。カードをめくるのは、どう勝つかではなくどうやって殺すか考えている証しよう拠こ。月光男爵ムーンバロンは、キミの逆げき鱗りんに触ふれたらしい」

　特に反応を示さず、ルイヤは手にしたカードをめくっていく。今目にしているのは、ナンバーII《黒衣の巫女アナザーシヴイル》。

「ボクがいない間に埋うめたんだね、ナンバーIIを。対象者は琉る妃きちゃん……意外だね、そのカードはけして埋まらないと思っていたよ」

「デッキを完成させるのも俺おれの役目だ。埋めて何が悪い？」

　当然のようにルイヤは言い返す。長い年月を過ごした間あいだ柄がら、互たがいの王威の封具インペリアルギフトの特とく徴ちようは知り尽くしている。

「その通り……とはいえ、闇やみ雲くもに埋めてもしょうがない。そうでなければ、先代がデッキを完成させていたはずさ。そして、ナンバーIIは殊ことの外埋めづらい。使い魔まとは違ちがう、キミに全すべてを捧ささげた忠実なる下しも僕べを指定し、権限と保護を与あたえるカード。キミの下しも僕べになりたがる平民はいくらでもいるだろう。特に女性はね。だからこそ、キミは埋めることができなかった。誰だれも自分の戦いに巻き込みたくなかったから」

「何が言いたい？」

　カードを繰る手を止め、ルイヤは京夜を見み据すえる。

　互いの視線が絡からみ合い、黒白の貴族達は正面から対たい峙じした。

「エリザから聞いたよ。キミがあの娘こを愛してる……そうからかわれて怒ったんだって？」

　ルイヤが不ふ機き嫌げんに眉まゆ根ねを寄せる。

　だが京夜はそれ以上友人を刺し激げきせず、大おお仰ぎように首を振ふって妻とは異なる意見を口にした。

「エリザは誤解しているよ。キミが彼女を愛せるわけない。まあボクとドおＭなサじイがドわだから、キミとは合いそうだけど」

「貴族が平民を愛することは禁きん忌き。掟おきての中でも特に重い。“〝王”〟直じき々じきに刺し客かくが選ばれ、愛し合う二人を殺しに来る」

「そう……ボクらは貴族になった瞬しゆん間かん、権力と異能の引き換かえに、束そく縛ばくと制約を受ける。同時に、貴族として最低限必要な知識もまた先代から引き継つぐ。だから全ての貴族は掟を知る。平民を抱だくのは構わないが、けして子供はできない。そして愛してもいけない。けどねルイヤ、ボクはそんな外圧的な理由でキミの愛を否定しているんじゃないんだよ？」

　全てを見み透すかしたように悪戯いたずらっぽく笑う京夜。

　ルイヤは無言のまま、ただカードに視線を落とす。

「愛とは痛みだよ。誰かを愛するということは、同じ分だけ心に痛みが生じる。愛するがゆえに憎にくみ、愛するがゆえに哀かなしみ、愛するがゆえに殺し合う。だがキミにはそれがない。壊こわされたキミの心は、痛みを感じない。理解できない。認識できない。だから、人を愛せない。できるのは真ま似ね事ごとだけ」

「言いたいことはそれだけか？　つまらん考察で俺を見透かした気か？」

　無益な会話に終わりを告げるべく、ルイヤが語調を強める。

　だが京夜はその場を動かず、もう一つの訊きくべきことを──ある意味本命に近い内容を問う。

「──ボク以外に面おも白しろい客人がいるようだね」

　京夜の視線が天てん井じように向けられた。真上の部屋にいるわけではないが、プリエラは二階の空き部屋で眠ねむっている。

「何な故ぜ助ける？」

「さて」

　ルイヤの顔に、夜の闇やみと同質の昏くらい翳かげが差す。

　京夜が唇を歪ゆがめ、その可か憐れんな容よう貌ぼうに似つかわしくない冷たい声を出す。

「もうわかっているよね？　ボクらと彼女は違う。ボクらは、自ら貴族になる道を選んだ。たとえそれが限られた選せん択たく肢しだったとしても、最後に選んだのは自分だ。しかし彼女は違う。己の意志にかかわらず、身分を運命づけられようとしている。だからかな？」

「さあ、な。あのガキよりも、ムカつく貴族を殺す方が先決だ」

「相変わらずだね、ボク以外の王党派は大キライ。陛下に関かかわる全てがキライ」

「お前だけは好き、という前提で話を進めるな」

　京夜は肩かたを竦すくめ、神しん妙みような面おも持もちで述べる。

「閉とざされた歴史には、数あま多たの王がいた。それは簒さん奪だつの歴史であり、常に王はその座を狙ねらわれ、常に新たなる王が生まれる可能性があった」

「ならば、俺の存在もまた必然だ、死侯爵デスマークイス」

　ルイヤもまた、友をその称号なで呼ぶ。

　王に反旗を翻ひるがえす貴族の急きゆう先せん鋒ぽうと王党派の重じゆう鎮ちん──相あい容いれぬ二人。

　だからこそ、殺し合ったのか。

「だが、キミは王の首を狙う全ての者の中で最悪の部類だ。彼らには大たい儀ぎがあり、野望があり、理想があった。だがキミには何も無い。王を殺すとは一つの秩ちつ序じよを崩ほう壊かいさせること。王を殺す者には、新たな秩序を構築する義務がある。なのにキミには何も無い」

「俺はただ、奴やつを殺すだけ」

　そこで会話は終わった。

　議論の余地など無いことぐらい、長く時間を共有した彼らは知っている。

　互いに譲ゆずれぬものを持ちながら、いや、持っているからこそ、きっと友であり、殺し合った仲。

「何故戻ってきた、京夜」

　今度はルイヤが問うた。今この時期に、死闘を繰り広げた友が戻った、それをただ受け入れられるほど、この世界は善意に満ちてはいない。

「タイミングが良すぎる。お前と同じ王党派が俺の領地を侵おかし、あのガキがやって来た。そしてお前が帰ってきた。答えろ、“〝王ヤツ”〟は何を企たくらんでいる？」

　再会を運命ではなく作さく為いと捉とらえるルイヤ。

　京夜は親友の見解を否定せず、ただ事実だけを素す直なおに答える。

「陛下は何もおっしゃらなかった。だが、忠義とは言われずともその意を汲くみ取ることだ。ボクは好きに動くよ。それが役目だ。世界のためのね」

「貴族には、それぞれ“〝王ヤツ”〟に課せられた役目がある。お前の役目は、俺の監かん視し。俺が治世の枷かせになれば、“〝王ヤツ”〟も重い腰をあげる」

「それは王党派の中での役割であって、死侯爵デスマークイス本来の役割はまた別だ。それに、ボクはそんなことだけでキミの傍そばにいるわけじゃない。何より、今のキミ如ごときを陛下は気にかけたりしない。自うぬ惚ぼれだよ」

　にこやかに毒を吐はきながら、京夜は薄うすく笑い、ドアのノブに手をかける。

「それじゃ──」

　語らいは終わり、後は互いに眠りの時間。

　ルイヤは不機嫌そうに。

　京夜は楽しげに。

　昔のように、別れの言葉がこだまする。



「「おやすみ」」





　夜が明けると、いつものように上半身裸はだかの半分死んだ面持ちでルイヤは居間に入った。

　ボーッとソファーに座すわっていると、これまたいつものように琉妃がコーヒーを出す。

　濃のう縮しゆくされた激げき苦にがの液体が体に染しみ渡ることで、少しずつ精神が眠りの世界から現うつ世しよに舞まい戻る。

　最初に出た一言は、宿しゆく泊はくしている友人に対してのものだった。

「京夜はどうした……？」

　寝ね起おき丸出しのぼんやりした声で問いかけると、琉妃が洗い物をしながら答える。

「今朝早く、出て行かれましたよ。ルイヤ様によろしくって」

「………………」

　何となく、予想はしていた。

　さすがに家庭のある身だけに、ずるずると居着くことはないだろう。締しめ出しが解かれたかどうかは知らないが、夫婦の問題だけに、口を出す気も無い。

　不和の原因の根源が京夜の不在にある以上、彼が帰き還かんしたことである意味解決している。後はエリザの機き嫌げん次し第だい。

　そう結論づけて、ルイヤはまた眠りと現実の狭はざ間まの世界に舞い戻ろうとした。

　不意に、もう一人の客人のことが脳裏をよぎる。

　京夜以上に厄やつ介かいなあの子供は、どうしている？

「琉妃……あのガキは？」

「起きて朝食を食べた後、部屋に戻りました。母親のことは……まだ伝えておりません」

「……俺から言う。呼んで来い」

「はい…………」

　琉妃は二階に上がっていく。ルイヤはまたコーヒーを啜すすり始めるが、階段を下りる足音にカップを机に置いた。

　ある可能性を予感し、彼は急いで居間を出る。

「どうした!?」

「あの娘が…………」

　血相を変える琉妃の顔を見ただけで事情を悟さとり、ルイヤは階段を駆かけ上がり、プリエラにあてがった部屋に入る。

　誰もいなかった。

　あるのは、昨夜彼女を寝かせ、今は毛布がめくれあがった簡素なベッド。

　そして、開け放たれた窓から入り込こむ風だけ。

　館やかたは二階建て、貴族の居住地にしては質素な建物だけに、屋根や壁を伝って地に下りることなど、多少行動力があればどうということもない。

「ルイヤ様…………」

　状じよう況きようを悟り、琉妃は主あるじに指示を求める。だが彼は指示を残さず、ただ一階に向かって駆けていく。

　白はく皙せきの容貌に、懸け念ねんとかすかな祈いのりが走る。

「クソガキ……！」





　プリエラは、極力目立たないように路地裏を歩いていた。

　人目につかぬよう、足音や呼吸も殺す勢いで慎しん重ちように進む。

　貴族の目を完かん璧ぺきに欺あざむけるとは思わないが、できるだけのことはしたい。

　宿に戻って、そのまま街を出る──一晩悩なやんで、そう決めた。

　自分からこの街に来ておいて、そんなふうに思うことはおこがましいのだろう。

　でも、これが一番いい方法だと思う。

　この街にも──彼にも──自分にも。

　だから、無断であの屋や敷しきを出た。

　母と一いつ緒しよに街を出て、またあの貴族から逃げる。

　それでいい。

　きっと、それが一番いい。

　子供ながらに一晩考えた結論がこれだ。それが本当に最善かどうかは、幼いプリエラにはまだ考えが及およばない。

　彼女が大人並みなのはただ一つ、いや生半可な大人すら超こえていたのは、決めたことを貫つらぬく意志だけだ。

　周りを気にしつつ、彼女は泊とまっていた宿までやってきた。

　母はまだ床とこにふせっている──と思う。安否は……きっと大だい丈じよう夫ぶだろう。闇黒卿ダークロードが行ってくれたのなら、きっと。

　彼に仕えるあの女も何も言わなかったし、きっと……また寝ているに違ちがいない。動けないようなら……何とかおぶってみよう。

　そう決意して宿の前に来たとき、異様な光景に気づいた。

　人の波がごった返し、皆みな宿の中を覗のぞき込んでいる。そして、複数の男達が中から出てきて、担たん架かで何かを運び出していく。布で覆おおわれてよく見えないが、垂れ下がるのは間ま違ちがいなく人の腕うで。それも、乾かわいた血をこびりつかせている。

　最悪の想像が、悪意のない野次馬の言葉で現実味を帯びた。



「ひどいな……皆殺しか？」

「いえ、宿の主人と泊まってた客一人みたいよ」

「でも……誰だれがこんな…………」

「領主様に、相談するか…………」



　全てを聞く気力も、宿に入る勇気もなく、プリエラはその場から離はなれた。

　何も考えられない。

　張はり詰つめられた糸が解ほどける。

　涙なみだを零こぼすことすら忘れるぐらい、精神が闇に染まっていく。

　背後から、肩に手が置かれた。

　忌いまわしい貴族の顔を思い浮うかべ、プリエラは反射的にその手を跳はね除のけ距きよ離りを取る。

「こんなところで、何をしてるの？」

「お前…………」

　琉妃が立っていた。肩で息をし、その額にうっすらと汗あせが浮かんでいるところを見ると、ルイヤの命でプリエラを捜さがしていたらしい。

　おそらくは、ルイヤ自身も街を駆け抜ぬけていることだろう。

「何も言わずに出ていくなんて、恩知らずもいいとこね。ほら帰るわよ」

　プリエラの手を引き、琉妃はそのまま館を目指す。

　予想していたような抵てい抗こうはなく、プリエラは素直に手を引かれて進む。

「…………？」

　あまりにも簡単に事が進み、琉妃は不安を覚えて振ふり返った。

　プリエラが俯うつむいている。

　全身を小こ刻きざみに震ふるわす彼女を見て、琉妃は少女が真実を知ったことに気づく。

「母様が……母様が………………」

　ポツリと漏もらす。

　残ざん酷こくな現実に、まだ思考が追いつかない。だから、涙も出ない。

　いや、きっとこれは夢だ。こんなことあるわけない。

　現実を否定すれば、幸せな空想が待っている。

　やさしい笑え顔がおで、自分を抱だき締しめてくれる。

　心を閉とざして、耳を塞ふさいで、目を閉じて。

　そうすれば──



　パン、と頬ほおが鳴った。



　呆ぼう然ぜんと頬を押おさえて琉妃を見上げると、彼女は顔を近づけて、平然と言い放つ。

「目が覚めたかしら？　これが現実よ。受け入れなさい」

「お前……！」

「親が死んだから何？　グダグダ泣けば、それで何かが変わるのかしら？」

　同情の念など欠片かけらも無い厳しい声に、プリエラは口を噤つぐむ。

　生来の負けん気が、涙を目に浮かばせるだけで零こぼさせない。いつものように、生意気な口ぶりで必死に今言えるだけの言葉を言い返す。

「お前に、お前なんかに何がわかる!?」

「わかるわけないじゃない？　誰も同情しない、してくれない。それでも生きてかなきゃならないのよ。現実がイヤなら、自分で変えなさい」

　プリエラの顎あごを持ち上げ、琉妃は冷ややかに言い放つ。その強い眼まな差ざしには、同情も憐れん憫びんも一いつ切さいない。

「泣こうが喚わめこうが好きになさい。そうしたら気づくでしょ、自分の味方なんて、自分しかいないことに。けど、待ってあげる気は無いから。行くわよ」

　冷れい徹てつに言い捨て、気け圧おされたプリエラは、従うしかない。

　一回りも違わないのに、手を引く女性はもういらぬ過去を切り捨てて、自分だけの現い在まを生きる自立した女。

　どうすれば……こんなふうになれる？

「どうして……どうしてそんなこと言えるのだ？」

　零れ落ちる寸前まで涙を目に溜ため、唇くちびるを震わせながら少女は言う。琉妃は相変わらず同情など欠片も見せず、ただ淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「死んで悲しむような親なんていなかったわ」

「私は……お前とは違う。私の母様は、私の……私の………………」

　琉妃は押おし黙だまった。同情はできても、最終的には共感できない。二人の肉親に対する想おもいは、天と地ほど違う。

　かける言葉が見つからず、二人はしばしその場に留とどまる。

　やがて、琉妃は通りの向こうから、おぼつかない足取りで近づく人ひと影かげに気づいた。

　顔を包帯で覆い、ただ血走った目だけをのぞかせる奇き怪かいな人物。体つきはほっそりとしており、白く清純なワンピースをよく着こなしている。顔は見えないが、背格好からして明らかに女性だろう。手にした三日月を模した無骨な湾わん刀とうが、ひどくアンバランスに見える。

「あの夜以来ね……目当てはこの娘こかしら？」

　かばうように琉妃は前へ進み、胸の谷間から《黒衣の巫女アナザーシヴイル》のカードを引き抜く。下しも僕べ同士の戦いが始まろうとする最中、貴族が声のみの乱入を果たす。

「勇ましいお嬢じようさんだ。闇黒卿ダークロードが傍そばに置くのも、わかる気が致いたします」

　どこからともなく響ひびくおどけた声に、琉妃は辺りを見回し、プリエラは怯おびえを隠かくさず小刻みに震えだした。

　声の出で処どころは掴つかめず、琉妃は敵の捕ほ捉そくを諦あきらめた。近づく奇怪な女によ性しようから目を離さず、その主人である貴族に対し名乗りを上げる。

「初めまして、月光男爵ムーンバロン。私わたくしは琉妃・リディアーノ、闇黒卿ダークロードの下しも僕べにして名代です」

「これはこれはご丁てい寧ねいに。では、闇黒卿ダークロードの代理として私も扱いましょう。その少女……こちらへ渡わたして頂けませんか？」

「嫌いやだと言ったら？」

「力ずくで♪」

　宣戦布告に対し、琉妃は動じなかった。決意を固め、近づく脅きよう威いに身構える。

「お前……大丈夫なのか!?　相手は……貴族だぞ!?　アイツはどこかで見てる……もしかしたら、直接手を出すかも……！」

「甘あまく見ないで。貴族の下しも僕べになるってことは、こういうこともあるってことよ。覚かく悟ごしたうえであの人の傍にいるの」

　プリエラの不安を一いつ蹴しゆうする琉妃。

　それ以上プリエラに何も言わず、琉妃は新たなカードを呼び寄せる。

「《獅子王レグルス》、《武装アームズ》！」

　彼方かなたから飛来した二枚のカードを掴みとり、琉妃は先手必勝とばかりにカードをかざす。それを嘲あざけりの声が止めた。

「いいのですか？　領民が死にますよ？」

「…………！」

「貴族の下しも僕べたるあなたは、私の下しも僕べから自分自身を守れるかもしれない。ですが、他の民たみはどうでしょう？」

「勝手な言い草ですわね……無力な平民に手を出すのが、そちらのやり方ですか？」

「目的は手段を正当化するのですよ。それに、個人的にも見てみたい♪」

　心の底から愉たのしそうな声に、琉妃とプリエラは共に醜しゆう悪あくな笑顔を想像した。

　卑ひ怯きようや道徳の欠けつ如じよ以前に、大切な何かが壊こわれた男。それが琉妃の、そしてルイヤの敵だ。

「さあ、どうします？　あなたは平気でも、あの変わり種の貴族はどうでしょう？　すまし顔でも、多少は傷つくのでは？」

「………………」

「それに……あなたはどうなのです？　まだ自分の運命を受け入れられませんか？」

　それは、プリエラに向けられた言葉だった。

　唇を噛かみ締め、少女は俯く。そんな彼女を慮おもんぱかってか、琉妃はそちらへ視線を向けた。

　そのとき、すでに刺し客かくは琉妃に迫せまっていた。横よこ薙なぎの形で振るわれる湾刀。

　月光男爵ムーンバロンがセレネと呼ぶ下しも僕べは、もう距離を詰めていた。

　反射的に、琉妃はカードの縁ふちでそれを受け止める。弾はじき飛ばされることを予想しつつも、このタイミングではそれしかなかった。

　しかし、刃やいばの接せつ触しよくは為なされない。

　かわりに──細身の仕し込こみ杖づえが、無骨な凶きよう器きを受け止める！

「死侯爵デスマークイス……京夜様!?」

「一宿一飯の恩義……返しとくよ」

　下しも僕べ同士の争いに、介かい入にゆうしたのは純白の衣服に身を包む美少年。

　死侯爵デスマークイス──京夜＝メス・マドグリフ。

　琉妃とセレネの間に割り込こんだ彼は、逆手に持った仕し込こみ杖づえで凶きよう刃じんを受け止めつつ、滑すべるように刃やいばを走らせ、敵の首筋を狙ねらう。

　その迷い無き鋭するどい一いつ閃せんを、敵は一いつ旦たん後方に跳とぶことでかろうじて躱かわした。

　京夜はさらに距離を詰め、貴族と下しも僕べ──仕込み杖と湾刀の斬ざん撃げきが乱れ飛ぶ。

　風を切り裂さきながら繰くり出される刃の応おう酬しゆうを、琉妃は驚きよう嘆たんの面おも持もちで見つめていた。

（すごい…………）

　素す直なおな驚嘆が、彼女の胸をざわめかせる。

　恐おそるべきは、京夜の剣けん技ぎと身のこなし。

　敵の攻こう撃げきをギリギリで見切り、最小限の手数で斬撃を捌さばききる。斬きれ味はさておき、純じゆん粋すいな打ち合いとなれば、刀身の頑がん強きようさは確実に相手が上。だから、無用な鍔つば迫ぜり合いなどは避さけ、極力刃を打ち合わせることはしない。

　躱しつつ、受け流す。

　むしろ、京夜は防戦に徹てつしているように見える。

　体格もリーチもあちらが上である以上、それはある意味正解だろう。

　その剣技は京夜の見かけの年齢では確実に最高レベルだが、あくまでそれだけだ。子供の肉体である以上、超こえられない壁かべはある。

　それでも京夜の表情に焦あせりは見られない。

　しかし、相手側──月光男爵ムーンバロンはやや固い口調で何ど処こからか京夜に問いかける。

「何な故ぜ邪じや魔まをするのです、死侯爵デスマークイス？　我々は、共に“〝王”〟に忠誠を誓いし王党派。争う理由などありません。我々の目的は常に共通であり、正当なるもの。ここは退いて頂きたい」

「できないね。ボクの美学に反する」

　眼前で力任せに振り回され続ける湾刀から目を離はなさず、京夜は微び笑しようしながら答える。

「確かにボクとキミは少なからず共鳴する部分もある。が、キミの女性への扱あつかいが気に喰くわない」

　急速に、辺りの熱が下がっていく。

　琉妃とプリエラは救い主の少年から後ずさり、月光男爵ムーンバロンもまた眉まゆ根ねを寄せた。

　可か憐れんな美少年の内側から、冷えた怒いかりが滲にじみ出る。

「キミの下しも僕べ──ずいぶん無理してるね。男女差以前に、かなり無理をしてボクと渡り合う筋力を引き出してる。女性の扱いじゃない」

「さすが……お目が高い。ですが、平民を自在に操あやつるのは貴族共通の特権……あなたに言われる筋合いは…………!?」

　月光男爵ムーンバロンの言葉は、そこで途と切ぎれた。

　いつの間にか、京夜の左手が仮面にかかっていた。片手一本で凶刃を御ぎよしながら、少年は聞く者全てを凍いてつかすような声を出す。

「外そうか、これ？」

「死侯爵デスマークイス…………」

「貴族の爵しやく位いは、それ即すなわち力の差。しかし絶対的な差ではない。場合によってはランクアップもありうるし、下位の者が上位の者を打ち負かす可能性は、ゼロではない。けど──勝てるのかな、男キ爵ミが侯ボ爵クに？」

　それは傲ごう慢まんではなく、絶対的な自信からの問いかけだった。

「死侯爵デスマークイス…………」

「目的を遂とげたいのなら、貴族らしく……正々堂々と。きっと陛下もそれをお望みだ。いずれキミの時間も来る。さあどうする、月光男爵ムーンバロン？」

　最後通告とも取れる発言に、月光男爵ムーンバロンは小さく息を吐はき、肩かたを竦すくめた。

「いいでしょう。それに、私も学びました。どうやら、闇黒卿ダークロードと──その下しも僕べもまた、私の目的には邪魔なようだ。では、また月夜にて」

　どこかで月光男爵ムーンバロンが指を鳴らすと、それだけでピタッとセレネの動きは止まり、そのまま何事も無かったかのように、どこかふらついた足取りで去っていく。

　同時に月光男爵ムーンバロンの気配も消えた。昼間に高位貴族と戦やり合うような愚ぐは犯さず、己の力が高まる夜ときを待つ。賢けん明めいな判断だろう。

「あの……ありがとうございます」

　おずおずと進み出て、琉妃は礼を述べる。高位貴族の実力の一いつ端たんを垣かい間ま見みたせいか、その瞳ひとみには畏い怖ふの念が漂ただよっていた。

「気にしなくていいよ。お礼を言われることはしてないし……むしろ、ボクが謝あやまる方だし」

「え？」

　ニッコリ笑う京夜の輪りん郭かくが、一いつ瞬しゆんぶれる。琉妃が瞬まばたきする間に、京夜はその背後に回りこむ、プリエラを確保していた。突とつ然ぜん手を引かれたプリエラは、どうしていいかわからず、キョトンとしている。

　振ふり返った琉妃も、状じよう況きようが呑のみ込めなかった。いぶかしむその首筋に、仕込み杖の切っ先が当てられるまで。

「京夜様……？」

「あ、動かないでね？　死んじゃうから」

　ぶっ飛んだ内容を、京夜は平然と述べる。天使の笑顔をそのままに、朗ほがらかな声をそのままに。

「どういう……こと？」

「いや、この子しばらく借りようかな～と。ルイヤに渡しちゃうと、そのままどっかに閉じ込めて、事が終わるまで完全に保護しちゃいそうな気するし。それじゃダメなんだ」

　急に真しん剣けんな表情になり、京夜は首を左右に振る。

　意図も意味もわからず、琉妃は冷ひや汗あせを流しながら疑問をぶつけた。

「どうしてこんな……？　ルイヤ様の……お友達でしょう!?」

「そうだよ。安心して、この子に危害を加える気はないし、月光男爵ムーンバロンに引き渡したりもしない。キミも……殺したくないんだ、殺しがいはありそうだけど」

　紫むらさきの瞳の奥おくで揺ゆれる、危険な光。

　琉妃は総毛立ち、単なる身分の差を超えた隔かく絶ぜつを実感する。

　その外見からは想像もできない圧力を吐き出し、少年は無む邪じや気きに笑う。

　月光男爵ムーンバロンと似た、それでいてそれを上回る狂きよう気きの光が、琉妃に抵てい抗こうを許さなかった。

「ルイヤにも伝えといて。じゃ、またね」

　それまでの行動を全すべて水に流せてしまうような、屈くつ託たくの無い笑みを浮うかべ、京夜はプリエラを連れて去っていく。

　琉妃はまだ動けない。

　プリエラもまた、困こん惑わくする思考に流され、ただ彼に手を引かれていく。

　道どう化けは去るも、仮面の貴族が跳ちよう梁りようし、また〈黒こく宵しよう街がい〉の混こん沌とんは深まる。



    

  
    
      　第六章　決闘デユエル開始






「お、お前何考えてるのだ!?」

「何って？」

　京きよう夜やはかわいげに首を傾かしげる。プリエラの手を引き、街外れの路地裏まで来たところで一息ついていたが、足を止めた途と端たんプリエラがまくし立ててきた。

　先ほどの京夜の異常さに気圧されたが、今の彼は見た目どおりの美少年にしか見えず、ようやくプリエラも自分を取り戻もどしてきた。

「アイツにあんなことして……お前も月光男爵ムーンバロンの一味か!?」

「ま～さ～かぁ～。キョーミ無いよ、あんな人」

「なら、何で……！」

「しいて言えば、ルイヤのためかな？　彼がキミを保護すれば、月光男爵ムーンバロンはこの街の人間を手にかけるだろう。たとえルイヤが動じなくても、キミは罪悪感を覚え、自然と月光男爵ムーンバロンの下もとへ赴おもむく」

　京夜の発言は、的を射ていた。これ以上迷めい惑わくをかけたくない、そう思っていた。さっきの一件で、余計にその思いが強まった自分がいる。

「だが、ボクなら話は別だ。はぐれ者のルイヤならさておき、侯こう爵しやくたるボク、エリザの夫たるボクにはそう簡単に手出しできない。ていうか、したら死ぬし」

　一理ある……が、納なつ得とくはできない。矛む盾じゆんしているのは理解しているが、庇ひ護ごされるなら……あの口と性格の悪い、色白の貴族がよかった。

「……とはいえ、無む理り強じいする気は無い。キミはどうしたいのかな？」

　どこまでも平然と京夜は言う。プリエラの目を見み据すえながら、彼はその心中を見み透すかしたように告げた。

「このままこの街を出たいというなら、送っていってあげる。ルイヤの下に戻りたいなら、それもいい。送っていこう。月光男爵ムーンバロンの下に自ら行くというのなら、それもいい。送っていくよ。どれがいい？」

　突つきつけられた、シンプルな選せん択たく肢し。

　あまりにも突然に叩たたきつけられたせいか、プリエラは即そく答とうできず棒立ちとなる。

　それを予想していた京夜は、それ見たことかと軽口を叩く。

「ほ～ら、選べない」

「私は…………」

「月光男爵ムーンバロンの目的には、もう気づいているはずだよね？」

「私は……お前達とは、違ちがう。なりたくもないのに、勝手に…………！」

「気持ちはわかるけれど、不幸自じ慢まんはやめたまえ。それを言うなら、ルイヤの方がきっと過か酷こくだった」

　友の過去に思いを馳はせ、京夜の瞳が遠くなる。あの白はく皙せきの青年の深しん奥おうに惹ひかれ、プリエラは眼前の得体の知れない少年に問い質ただす。

「アイツは……何故、引き継ついだ？　先代の闇黒卿ダークロードは……どうして“〝王”〟を狙ねらった？」

「さあ？　ルイヤも知らないし」

「はあぁぁぁぁぁ!?」

　引き継がれる反逆の意志──とかならちょっとかっこいいが、肝かん心じんのルイヤがそれを知らない!?　ならば何故彼は“〝王”〟を狙う？

「先代のことは、ボクもルイヤもほとんど知らない。何せ、記録が抹まつ消しようされているからね。だから、反逆の理由なんて知らない。けど、ルイヤの戦う理由なら知ってるよ」

「……話せ」

　無礼な命令口調に、京夜は微び笑しようした。

　詩を吟ぎんずるように、友の戦う理由を洋々と語り出す。

　焦あせる必要はなく、ゆっくり語ればいい。時間はある。

　少なくとも──月が昇のぼるまでには、語り終える。





　ルイヤが館やかたに戻ったのは、街中で琉る妃きと合流してからだった。事の顛てん末まつを聞いても彼は動じず、ただ「そうか」と口にしただけ。

　当然、琉妃は嵐あらしのように不満をまくしたてた。

「一体何なんですかあの方!?　完全にイカれてますよ」

「ああ、アイツ殺さつ人じん鬼きだからな」

「さ、殺人鬼って…………」

「ただし女限定。最低でも貴族の下しも僕べ以上の身分で、自分も殺されかねない強くて美しい女が好み。よかったな、お前は強くて美しいと認識されたらしいぞ」

「全然うれしくない…………」

　ありがた迷惑をぼやきながら、主あるじと家路につく。心なしか、主の背は少し疲つかれて見える。

「……けど、よくそんな性せい癖へきで結けつ婚こんできましたね？　鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスとか、タイプど真ん中な気が…………」

「愛が殺意に勝ったとかほざいてたな。一応分別はつくから、敵対しない限り自分から手は出さないし、俺おれの下しも僕べである以上、お前が余計なことをしなければ殺されない。よかったな」

「全然安心できない…………」

　不毛なやりとりが続く中、館に辿たどり着く。玄げん関かんに挟はさまる封ふう筒とうを見て、ルイヤは目を細める。京夜と同じ古風な封ふう蝋ろう──しかも三日月と兎うさぎをあしらった紋もん章しように、手紙の主はすぐにわかった。

　かつてはいくら離はなれても相手に声を届ける機械や、文章を送る方法があったらしいが、今となっては会話以外の交信手段などこれぐらいしかない。

　手紙の内容はいたってシンプルでわかりやすい。



　今こ宵よい月が高く昇る頃ころ、街外れの瓦が礫れきにて。

　死侯爵デスマークイスにもお誘さそいを。

　麗うるわしきゲストが来なければ、あなたの民たみが月に灼やかれる。

月光男爵ムーンバロン



「……最近はロクな手紙が来ないな。京夜がかっさらったから、俺から話をつけろと。自分でやれ」

　つまらなそうに言って、彼は自室に閉じこもった。琉妃が呼んでも返事をせず、食事はおろかコーヒーも飲まない。

　それでも時は流れ、日は落ちる。

　まだ月は高みへは昇らず──されど夜は来た。

　到とう来らいと同時に、彼の自室に控ひかえめなノックが響ひびく。

「入れ」

「失礼します」

　一礼して、琉妃は主の部屋に入る。すでに入浴も済ませ、服は寝ね間ま着きだ。今日は黒のレースのネグリジェ。露ろ出しゆつは多くないが、その瑞みず々みずしい肢し体たいは否いや応おうなしに扇せん情じよう的な色気を漂ただよわせる。

　しかしルイヤは彼女を見ようとせず、ベッドの上で裸体の上半身を起こし、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけて読書に励はげんでいる。琉妃を閨ねやに呼ぶときは、大体この格好だ。

　部屋の照明は消しており、全ては薄うす暗ぐらい闇の中でのこと。それでも彼の闇色の瞳ひとみは、何の支障もなく文字を追っている。

「ずっと言おうと思っていたのですが、ずいぶんあの子供に肩入れしてますよね？」

　ルイヤは答えない。ただ、本の文字を追うだけ。

　露つゆほども関心を示してくれない主に不満を感じ、琉妃は少し荒あらい口調で感情をぶつける。

「貴族の後こう継けい者しや候補──だからですか？　望んで貴族に見み初そめられたわけじゃない、だから……助ける？　おやさしいことですね。ご自分と重ねておいでですか？」

　主は答えない。答えてくれない。

「ルイヤ様とあの娘こは……違います。あの娘は……ただ、普ふ通つうに暮らしたいだけ。母親と……普通に。おわかりにならないでしょうね、そんなこと」

「肩入れしているのは、お前だろう？　恵めぐまれない境きよう遇ぐうが重なったか？」

「それは…………」

「母親はお前を捨て、父親はお前を押おし倒たおそうとした。そして、お前はその父親を刺さして家を飛び出した」

「あんな奴やつ……父親でも何でもないです!!」

　負の過去が呼び覚まされ、琉妃は忌いま々いましげに吐はき捨てた。煌きらめく美び貌ぼうは憎ぞう悪おに染まり、昏くらい炎ほのおに灼かれる。

　ぶしつけに過去を叩きつけた主は、彼女の心情など歯し牙がにもかけず、ただ呼びつける。

「来い」

　しかし琉妃はその場から動かず、熱に浮うかされたように、ただ思いの丈たけを口にした。

「私を使うのはご自由ですけど、道具は道具なりに、使い道ぐらい…………」

「聞こえなかったのか？」

　ルイヤは不思議そうに首を傾げる。

　いつもの口調、いつもの声なのに──琉妃は総毛立った。

「俺は来いと言った」

　言葉に秘ひめられた威い厳げんは、一いつ瞬しゆんで琉妃の顔を青ざめさせた。

「申し訳ありません…………！」

　それこそ平へい伏ふくする勢いで彼の下へ跪ざまずく。

　普ふ段だんは貴族の威厳をほぼ感じさせず、むしろ抑おさえている気配すらある主。

　だが、時として思い知らされる──所しよ詮せん、自分とは違う世界の住人だと。

　許ゆるしを請こうように、おずおずと顔を上げる。目が合う前にその肢体は抱だき上げられ、ルイヤの膝ひざに載のせられる。

「手間をかけさせるな」

「すいません…………」

　もう、いつものルイヤだった。

　まだ納得できない部分はあるが、琉妃は唇くちびるを尖とがらせつつも素す直なおに彼の胸に顔をうずめる。

　特にぬくもりを感じさせるでもなく、むしろ肌はだは冷たい。でも、落ち着く。男に対して嫌けん悪おしか抱いだけなかったはずなのに、この人だけは、素直に受け入れられる。

「……何もおっしゃってくれないんですね。昔のこととかも……話すのはイヤですか？」

「別に。訊きかれなかっただけだ」

「じゃあ……訊けば、答えて下さるんですか？」

「ヒマならな」

「……先代のこと、とか」

「俺が全すべてを引き継いだ。それだけだ」

　にべなくルイヤは言うが、琉妃はその裏に潜ひそむ主の感情を読み取り、表情を暗くする。

　同一世代に同じ称しよう号ごうの貴族は存在できない。だから、今闇黒卿ダークロードの称号なを持つのは彼だけ。

　その全てを受け継いだ先代を想おもう主の瞳には、切なげな追つい憶おくの色が宿る。

　重くなった空気を変えようと、琉妃は無礼を承知で極力明るい口調で新たな質問をぶつける。

「じゃあ……ファーストキスとか、初体験とか？　いつ、誰だれとしたとか……感想とか？」

　さすがにちょっと動どう揺ようするだろう……と思ったら、ルイヤは至し極ごくまじめに返答した。

「歳としは覚えてないし、誰かともわからん。暗かったし、複数いたし」

「え…………？」

　琉妃が眉まゆ根ねを寄せる。下しも僕べの変化に気づかず、ルイヤは記き憶おくを探さぐりながら、過去を淡たん々たんと語る。あの昏い牢ろう獄ごくで、何をされたか、抑よく揚ように乏とぼしい口調で吐き出していく。

「感想といっても、押おさえつけられてたから、節々痛かった……ぐらいしかないんだが。唇の感かん触しよくとかも、正直気色悪いというか、酒さけ臭くさかったというか。かわるがわるだったから、最初が誰だったかもわからんな。そもそも見えなかった。飽あきずによく攻めてきたものだ。あ、初体験とファーストキスはほぼ同時だな」

「あ、あの…………」

　琉妃の顔が強こわ張ばり、表情を失っていく。ルイヤはそれに気づかず、平然と過去を、闇やみを曝さらけ出していく。

「楽しそうだったな、奴ら。声しか聞こえなかったが、周りでも同じ目に遭あってた奴らが大勢いた。皆みなやめて、と何度も言ってたが、その度たびに押さえつけられて、何度も何度も…………」

「やめて！」

　青ざめた顔で、琉妃が叫さけぶ。制止の理由がわからず、ルイヤはただ首を傾かしげる。

「どうした、お前が訊いたんだろう？」

「もう……いいです、やめて…………」

　不用意に主の過去に触ふれたことを後こう悔かいし、琉妃は目も合わせられず、ただ彼の胸に顔をうずめる。ルイヤはその様子を見てもさして心を動かさず、茫ぼう洋ようと語る。

「お前の思っていることを理解できないわけじゃないが……本当に何も思わないんだ」

　その言葉に、虚きよ勢せいや偽いつわりは無い。

　本当に何も思わない。

　昔何をされたか、あの暗い牢獄で何をされたか、全部覚えているのに、何も感情が湧わき上がってこない。

「京夜様の言う通りですね。ご自分の痛みがわからないって。本当に……その通り」

「痛覚は普通だぞ。お前を抱いた次の日の朝は、たまに背中がヒリヒリしたりする」

「そ、そういうことじゃなくて…………！」

　琉妃は頬ほおを赤らめて否定する。たまに感かん極きわまって主の背に爪つめを立てている自覚はあるが、その美び肌はだに傷はつけてない……はずだ。

「悪夢にうなされたりだとか、異常な性癖だとか、そんなベタなことも特にないだろう？」

「……それこそ、痛みを感じないせいでしょう？　忘れて下さい、そんな過こ去と」

「やだね」

　きっぱりした拒きよ絶ぜつに、琉妃はようやく主の顔を見上げた。白はく皙せきの容よう貌ぼうには揺ゆるがぬ意志が宿り、過ぎ去った過去を見つめている。

「忘れたら、先代アイツがいなくなる」

　切なげな声に、琉妃は何も言えない。

　いつだってそう。

　主の瞳はいつだって先代を追っている。彼との間に何があったか、これまでも断片は聞いている。そしてその度に、主の心を誰よりも先代が占しめていることを叩たたきつけられる。

　沈しずんだ顔で、また琉妃はルイヤの胸に深く顔をうずめた。そんな下しも僕べに多少心を動かされたのか、少しおどけた口調でルイヤは言う。

「変わった女だな。仕事とはいえ、汚れた男に抱かれるのも平気なのか？　京夜風に言うと、ヨゴレ貴族というやつか」

「そんなこと、二度と言わないで!!」

　懇こん願がんに近い声で琉妃が叫ぶ。両目には、かすかな雫しずくが浮かんでいる。

「ルイヤ様は……ルイヤ様なんですから…………！」

「何を当たり前のことを言っている？　いちいち面めん倒どうな女だな」

「……だって」

「言われるまでもなく、俺は俺おれだ。それにあのガキを救う気など無い。ただあのガキはイラつく。それだけだ。お前は気づかなかったか？」

「………………？」

　不思議そうに首を傾げる下しも僕べの耳元に唇を寄せ、ルイヤはそっと囁ささやく。

「今日は反はん抗こう的だな。嫌いやなのか？」

「………………」

「どうなんだ？」

　主は沈ちん黙もくという回答は許さない。そして、答えなんて最初から決まってる、だから琉妃は、そっぽを向き、彼から少し身を離はなしてその肢体を曝け出しながら呟つぶやく。

「ご自由に…………」

　好きにすればいい。プリエラのことも、自分の体も。

　ルイヤは微び笑しようしながら、そっと下しも僕べを組み敷しく。貴族の寝しん台だいとしてはあまりに簡素なシングルベッド、だが問題は無い。どうせ、二人で眠ねむるのは一つになるときだけだ。



    

  
    
      　二人の視線が重なり、唇が近づく。

　だが、溶とけ合うことはない。

　いつもそうだ。主あるじは、けして自分と唇を重ねようとはしない。そのくせ、それ以外の場所はもう触れていないところが無いぐらい口づけてくる。今さら知らしめる必要などないのに、いくつもいくつも所有印を刻きざむ。

　ルイヤは琉妃の首に舌を這はわせながら、ネグリジェの肩かた紐ひもをずらす。慣れた手つきでブラも脱ぬがすと、すぐにブルンと音を立て、圧あつ倒とう的な量感の乳ち房ぶさが露あらわになった。

　白く透すける肌には血管が浮かび上がり、その先せん端たんには可か憐れんで色素の薄うすい小さな果実が実り、自己を主張するようにツンと上を向いている。

　ルイヤの手が琉妃の左の乳房に触れ、唇はそっと右の先端をついばむ。

「あン……」

　率直な喘あえぎが漏もれ、琉妃は何かに耐たえるように主の頭を思い切り抱だき締しめた。乳房への愛あい撫ぶは長く長く続き、白い肉が口づけの刻印と唾だ液えきに塗まみれていく。

　ようやくルイヤが乳房から離れたとき、もう琉妃の脳は快楽に蕩とろけていた。なおも愛撫は続き、彼女の白い柔やわ肌はだをより白い肌の指先と唇が這っていく。

　女体が熱を持ち出した頃ころ、主は下しも僕べをうつぶせにさせる。琉妃は恥はじらいながら、尻しりを掲かかげて、弄いじりやすい体勢をとった。

　強制されているわけではなく、ただお互たがいが求める形を取っただけだ。

　まもなく──来る。唇を重ねない代わりに、もう一つの唇への濃のう密みつな口づけが始まる。

　肌を覆おおう最後の布が脱がされ、一番敏びん感かんな場所に、主の吐と息いきが当たる。

「あっ…………！」

　そこに主の唇が触れた瞬しゆん間かん、琉妃は歯を食いしばって顔をシーツに埋うずめた。自分の中に舌が差し込こまれて、蜜みつが掻かき出されて、それを啜すすられて──濃密な口づけの最中、幾いく度どか琉妃の肢し体たいは痙けい攣れんし、白い尻が震ふるえる。

　ようやく主が唇を離し、自分の耳に口寄せる頃には、もう彼を受け入れる準備は充じゆう分ぶんすぎるほど整っていた。いつでも一つになれる。

　下しも僕べの腰こしを引き寄せ、互いの一番熱い部分を密着させながら、主はそっと問いかける。

「いいか？」

　その唇くちびるを濡ぬらす自分が滴したたらせた蜜を見て、また琉妃の羞しゆう恥ちが刺し激げきされる。

「嫌か、こんな格好は？」

　琉妃はシーツに顔を埋めながら、首を横に振ふる。

「……少し、恥ずかしいですけど…………一番、してる気が……する、から」

　ルイヤは小さく舌なめずりをして蜜を舐なめとり、下しも僕べの腰を引き寄せて貫つらぬく。

　細く長い溜ため息いきのような喘ぎを上げ、琉妃の背が大きく反る。今、一つになった。腰と尻が激しく溶け合う肉の音と、ベッドの軋きしむ音だけが部屋に響ひびき、琉妃の甘あまい喘ぎがそれにアクセントを与あたえる。

　主はまた乳房にも手を伸のばし、快楽を生み出す行こう為いを続ける。従順な下しも僕べを悦よろこばすために、強弱をつけて動き、より甘い声を上げさせる。

　近づく絶頂を恐おそれるように、琉妃は手を伸ばして、シーツを強く掴つかむ。そこに主の繊せん手しゆが重なり、その手を引き戻もどす。快楽から逃がさぬよう、自分から離れていかぬように。

　甘く激しい結合は、互いの絶頂と主の囁きで終わる。

「琉妃…………」

　耳元で囁きながら、主は腰を押しつけ、強く下しも僕べの体を引き寄せた。激しい脈動と共に、熱い迸ほとばしりが放たれる感かん触しよくを感じる。

　琉妃は荒あらい息を吐はきながら主の全てを受け止めたが、自身も快楽に体が痺しびれ、もう動けない。主と繋つながったまま力なくベッドに身を投げ出す。

　次に始まるのは、絶頂の後に来る余よ韻いんの時間。

　いつもひんやりと冷たい主の肌はだは、自分を抱くときは、ほんの少しだけ熱くなるような気がする。火ほ照てりというほど熱くもなく、その白が情熱に染まることもない。

　それでも、彼の深い部分に眠るぬくもりが、ほんの少しだけ──伝わる気がする。

　行為が終わり、主の胸に抱き寄せられると、それを如によ実じつに感じる。

　終わりはいつもこう。

　激しいくせに、散々人を喘がせるくせに、言葉で辱はずかしめるくせに……最後はいつも胸に抱き寄せて、やさしく頭を撫なでて、寝かしつけてくれる。

　そのときどんな顔をしているのか、興味はつきないのだが、結局心地ここちよさに負けて主の顔を見ることなくその胸の中で寝入ってしまう。

　この日もそうだった。

　言いたいことは山ほどあったはずなのに、結局負けてしまった。

「……悪あく魔ま」

　うわ言のように呟き、琉妃は主の胸の中で眠りについた。





「行こうか」

　月を見上げ、京夜はプリエラに問いかけた。

　今こ宵よいは満月、月光が最も強まる日。必ず──月光男爵ムーンバロンは動く。彼の領地は、確実に月げつ齢れいに支配される。

　それは不安定であり脆ぜい弱じやくである反面、有利な条件さえ整えば、より上の爵しやく位いを凌りよう駕がすることにもなるだろう。

　ルイヤと本格的に事を構えるならば、今日このとき。それを計算しつつ、彼は動いていたはず。

　京夜は傍かたわらのプリエラに手を伸ばす。

　俯うつむく少女は力無く頷うなずき、その手を取った。

　向かうは街外れ。

　土と地ち勘かんのある京夜は、貴族同士が本気で殺やり合うにふさわしい場所を知っている。

　貴族は常に規律ルールに縛しばられ、全力を出すことさえ許されない。

　互いに本気を出すときは、“〝王”〟の許可の下もと、定められたやり方で。

　すなわち──“〝決闘デユエル”〟を行わなくてはならない。





　自分で淹いれたコーヒーを飲み終えると、ルイヤはカップを黒こく檀たんのデスクに置いた。

　立ち上がり、ベッドに目をやれば琉妃が穏おだやかな寝ね息いきを立てている。愛用の寝台は下しも僕べが独どく占せんし、本来の主である彼は、上半身裸はだかのまま、無言で琉妃の傍らに立つ。

「誰だれが悪魔だ、コラ」

　無礼な物言いをした下しも僕べの頬ほおを摘つまむ。が、相手は心地よい疲つかれに身を浸ひたし、幸せそうな寝顔を浮うかべるだけ。

　ルイヤは無表情のままそれを見下ろす。

　感かん慨がいなどあるはずもない。

　ただ、月光男爵ムーンバロンの指定した時が来るまでのヒマ潰つぶしと準備運動をしただけ。そして、口うるさい下しも僕べを黙だまらせる一番簡単な方法を取っただけ。

　その寝顔に口づけをする……などということもない。

　彼がするのはただ一つ、出かける前の挨あい拶さつだけ。

「行ってくる」

　気だるげにシャツを着込み、ルイヤは自室を出る。音の消えた室内で、寝言とは一線を画す意志を秘ひめた言葉が流れる。

「……行ってらっしゃいませ」





　領地に下りると、冷えた風がルイヤを叩たたいた。

　すでに街には戒かい厳げん令れいが敷かれ、外出する者はいない。人っ子一人いない夜道を、闇黒卿ダークロードが闊かつ歩ぽする。辿たどり着いたのは京夜とエリザの居城への接合点がある街外れ。

　瓦が礫れきが散乱してはいるものの、靴くつ底ぞこに触ふれる地は現存の建築技術では困難な、自然物を完全に排はいした滑なめらかな大地だった。

　コンクリートと呼ばれる品で塗ぬり固めたらしいが、ルイヤにも詳しよう細さいはわからない。周囲の倒とう壊かいした「ビル」と呼ばれる巨きよ大だい建造群の存在を平民は知らず、ただ邪じや魔まな物として手つかずで放ほうっておく。

　人気のない街外れで、さらに人が来ない敷しき地ち。ちょうど更さら地ちは円状に広がり、縦じゆう横おう無む尽じんに駆けても障害物はない。

　いわば円形の闘とう技ぎ場じよう──照らすのは、煌こう々こうと照りつける月光のスポットライト。今宵は満月。

　月下に佇たたずむは、月光男爵ムーンバロンとその下しも僕べ。

「こんばんは闇黒卿ダークロード。あの娘こはどこに？」

「知らん……と言いたいが、もう来たようだな」

　ルイヤが左を振り向くと、京夜が立っていた。

「つれてきたよ、二人共」

　傍らに、プリエラがいた。二人に気づいた彼女は、怯おびえるように身を強こわ張ばらせる。

　先手を取り、月光男爵ムーンバロンが手を伸ばす。

「いらっしゃい、私の下へ」

「イヤ、だ…………」

　プリエラは首を振り後じさる。恐きよう怖ふは憎ぞう悪おに変わり、少女は大声で叫さけぶ。

「お前のところへは……行かない。母様を、よくも……！　お前なんか、大キライだ!!」

「殺した？　はて？　ここにおりますよ、あなたの母上は」

　月光男爵ムーンバロンは楽しげに顔を歪ゆがめ、指を鳴らした。ビクンと傍らのセレネと名づけられた覆ふく面めんの下しも僕べの背が反る。

　どこか非人間的なギクシャクした動きで、彼女は包帯を取った。

　白い布が地に落ち、現れたのは──

「母、様………………」

　プリエラは呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ。再会の喜びより、困こん惑わくが先立った。

　うつろな目で、母親が立っていた。しかも、その肌は若さの輝かがやきが戻り、娘むすめにも遺伝した美び貌ぼうがその真価を取り戻している。そのうつろな目と、どこかおぼつかない佇たたずまいも、幻げん想そう的な月夜にはむしろ映はえ、彼女の美しさを際きわ立だたせる。

「ほら、ここにいらっしゃる♪」

「どう……して？　宿、には…………」

　ルイヤを振り返り、プリエラは視線で問いかける。

　彼の表情に驚きの色はない。宿の死体を検分したとき、その死体が誰のものだったか、すでに気づいていた。最初に琉妃と「セレネ」が戦ったとき、プリエラの母は娘と共にいた。だから、そのときの「セレネ」は彼女ではありえない。

　あくまでも、そのときは。では、最初の「セレネ」は、今？

「宿で死んだのは、この方ですよ？」

　ポイ、と月光男爵ムーンバロンが手にしていた包みをプリエラの足元に放る。紙の包みは解け、中の物が血ち腥なまぐさい臭しゆう気きを放って地を転がり、プリエラの爪つま先さきに当たって止まった。

「ひっ…………」

　声にならない悲鳴をあげて、プリエラが後ずさる。

　生首が地に転がっていた。

「おや、冷たいことで。顔、覚えておられませんか？」

　にっこり笑って月光男爵ムーンバロンが告げる。

　プリエラは恐怖をこらえて首を見つめ、死体の身元に思いを馳はせる。

　確かに、見覚えはあった。とはいえ、正直その顔をはっきり覚えているわけではない。

　当然だろう──その人物とは、交かわした会話はごくわずか。関かかわりなど、ごくわずかだ。

　かつて闇黒卿ダークロードにリンゴを差し出した──果物くだもの屋の初老の女性。

　月光男爵ムーンバロンはあの夜、本当は母の下へ戻ったプリエラに、その死体を見せたかった。

「なん……で？」

　現実が受け入れられず、プリエラは首を振り、頭を抱かかえる。

　何な故ぜ？

　どうして？

　何で殺す必要がある？

「どう、して……だ？」

「あなたと関わったから。他に何か理由がありますか？」

　道どう化けは根本的に何かが壊こわれた笑えみを浮かべた。その猟りよう奇き的な微笑ほほえみが、プリエラの精神を打ち砕くだく。

「あの人は……リンゴを……闇黒卿ダークロードにくれたんだ、私じゃない。私に、親切にしてくれたんじゃ……ない、のに…………」

「それはそちらの解かい釈しやく。もうわかっておいででしょう？　あなたは平民と共にあることは許されない。だから、わかって頂けるまで殺す。自覚されてご自分からいらっしゃるのをお待ちしていたのですが、あなたはこともあろうにこの忌いまわしき反逆者の領地に入ってしまった。ここはあなたにとっては魔ま窟くつ。怖こわい怖い貴族がいらっしゃる。だから救って差し上げた」

　芝しば居いめいた口調で語り、月光男爵ムーンバロンはケラケラ笑う。

　ケラケラ、ケラケラと、果てしなく。

「この平民が、この街での私の最初の下しも僕べ。でも、闇黒卿ダークロードが壊してしまった。色々とあなたのために使い道を考えていたのに。だから、かわりにあなたの母上に。前々から考えていたのですが、ちょうどいい頃ころ合あいかと思いまして♪」

　最初の「セレネ」は、果物屋の女性だった。

　奇き異いな外見に気を取られ、琉妃は気づかなかった。しかし、ルイヤは宿の死体を見て、記き憶おくの片かた隅すみにあったリンゴを差し出したその手を見て──気づいた。

「お前、母様、まで…………？　母様に、何をした!?」

　ポロポロと涙なみだを零こぼしながら、少女は理り不ふ尽じんな仕打ちに怒いかりを叩きつける。

「プリエラ」

　母が薄うすく笑った。穏やかな慈じ母ぼの笑みに、少女の泣き顔が少しだけ晴れる。両りよう腕うでを広げた母の下へ、自然と足が動く。もう一歩踏ふみ出せば、その温かい胸で包んでくれる。凶きよう悪あくな道化は拒こばんでも、母の胸には飛び込みたい。

　心の向くまま近づこうとしたとき、鼻先を切っ先がかすめた。

　茫ぼう然ぜんと見上げれば、母はやさしい笑みを崩くずさず、三日月形の湾わん刀とうを振ふり下ろそうとしていた。

「死んでちょうだい」

「母様…………？」

　事態が呑のみ込こめぬまま、凶きよう刃じんは振り下ろされた。まともな思考などできるわけがない。ただ、本能が少女に鋭するどい言葉を吐はかせた。

「やめい！」

　深い威い厳げんを湛たたえた言葉に、刃やいばはプリエラの頭上で静止した。娘の懇こん願がんを聞き入れたわけではない。ただ、物理的な圧力がその腕うでを止めた。

　はっとプリエラは口元を押おさえ、母から後じさる。自分自身を恐おそれるように、首を激しく振って今の所業を否定する。

　違ちがう、違う、ただの平民の自分に、こんなことができるはずがない。

　対照的に、月光男爵ムーンバロンは破顔した。

　これでいい。このために追い詰つめた。

「すばらしい。それでこそ私の見込んだ方。さあ、どうされます？　母君はもう私の下しも僕べ。死にたくなければ、その身は自身で守らねば」

　促うながす月光男爵ムーンバロン──されどプリエラは縋すがるようにルイヤを見た。

　彼は動かず、黙って闇色の瞳ひとみでプリエラを見つめ返す。

「これは通過儀ぎ礼れいなのです。あなたが平民を捨て、こちら側にこられるように。しがらみなど捨てて、こちら側へいらっしゃい」

　顔色一つ変えず、道化は語る。どこか愉しげに、自分の所業を誇ほこるように。

　月光男爵ムーンバロンが片手をこちらに伸のばす。もう一つの手は、今は貴族の下しも僕べと化したプリエラの母へ。

　壊れかけの幼い心は、反応できず首を左右に振るだけ。

　もうイヤだ。

　もう、こんなのイヤだ。

　何かが音を立てて壊れていく。もう──もう、普ふ通つうでいられない。

「来て頂かないと、また人が死にますよ？　ほら、こんなふうに」

　月光男爵ムーンバロンが指を鳴らすと、今はセレネと呼ばれる母親が、湾刀を自分の首筋に当てる。あんな細首、その刃にかかればすぐに断てるだろう。

「やめろ……やめろ!!」

「では、どうなさいます？」

　おどけた口調で月光男爵ムーンバロンが問う。もう、選せん択たくの余地は無かった。一歩踏み出しかけたとき、心の底からつまらなそうな声が辺りに響ひびきわたった。

「おい、クソガキ」

「………………」

　ルイヤに話しかけられても、何も言えない。そんなプリエラに構わず、ルイヤは最初から気にしていたことを語る。

「ずっと思っていたんだが、お前礼れい儀ぎがなってない。そのうえ、人をイラつかせる」

「…………？」

　その場の誰だれもが、彼の真意を掴つかみかねていた。視線に構わず、ルイヤはただ己の道を行く。

「俺おれを値踏みするとはいい度胸だ。自分ではあの貴族をどうにもできない。どうにかしてしまえば、自分が普通でないと認めてしまうことになる。だから、誰かに頼むしかない。とはいえ、普通の貴族には頼たよれない。そこで俺に目をつけた。気がつかないとでも思ったか？」

　とっくの昔に、ルイヤは気づいていた。

　そもそも何故この親子がこの街にやってきたか。

　生意気で、勝ち気で、物もの怖おじしない少女が何故自分を訪ねてきたか。

　その小さな体と脆もろい心で、何を想おもい──願ってきたか。

　その闇やみ色の瞳は少女の深しん奥おうを見み抜ぬき、想いを口に出さない少女にイラついていた。

「母様は教えてくれなかったのか？　ガキではどうにもできないときは、どうすればいい？　どう頼めばいい？」

　うんざりしたような口ぶり──そこに込められた想いを、プリエラは受け取った。

　涙を拭ぬぐいながら、壊れそうな心を必死に支えながら、ちゃんと彼の方を向いて、その闇色の瞳を見つめて、言う。ずっと言えなかったことを。我が慢まんしていたことを。

　初めて会った夜から、もう頼るべき相手は悟さとっていた。

　家に行ったのも、そのため。でも、言えなかった。言わなかった。

　それでも彼は──気づいてくれた。

「助、けて…………」

　ください、とつけるべきだったのかもしれない。だがこれで充じゆう分ぶんだ。

　子供なんだから。

　大人に助けを求めるとき、舌足らずになるのなんて当然なのだから。

「領民からの陳情だ。応こたえなければな……闇き黒ぞ卿くなのだから」

　気だるげに呟つぶやきルイヤが月光男爵ムーンバロンに向け、踏み出す。その間に立ちふさがるセレネ。

　白はく皙せきの貴族は、揺ゆるがず進む。それを京夜が止めた。遮さえぎるように、ルイヤの隣となりに並ぶ。

「彼女はボクが引き受けるよ」

「……京夜」

「わかっているよ。キミにできないと言いたいわけじゃない。キミはやさしいからね。本当にやさしい人間とは、守るべきもののためには、いくらでも残ざん酷こくになれる人間のことだ。だから、別にキミがやっても問題はない。しかし、ボクの方がもっとうまくやれる。それだけのことだ。こちらは任せてもらおう」

「……任せる？　もう彼女は戻りませんよ、死侯爵デスマークイス？　私の月の砂は、平民を容易に狂きよう気きに堕おとす。微び量りようならどうということもありませんが、下しも僕ベと呼べるほど過か剰じように吸わせた者は、二度と正常に戻らない」

　にっと笑う道化。そうでなければ、意味がない。救いなどあっては、そこの少女を壊せない。

「死を以もつて救う気ですか、死侯爵デスマークイス？　あなたの称号なにふさわしく」

「やめ…………」

　プリエラが哀あい願がんに似た制止の声をあげる前に、京夜が動いた。高速でプリエラの背後に回り込み、仕し込こみ杖づえの柄つか頭がしらでその延えん髄ずいを穿うがつ。プリエラの意識は途と絶だえ、小さな体は同じく小こ柄がらの貴族に抱かかえられた。

「……邪じや魔まをなさるおつもりですか、死侯爵デスマークイス？　同じ王党派たるこの私の邪魔を」

　さすがに厳しい口調の月光男爵ムーンバロンに、京夜もまた至し極ごくまじめな顔で突つき返す。

「陛下はこの件に何も言われてはいない。ボクはただ友人にささやかな助力をするだけさ。キミも、誰からも文句を言われずに事を為なしたいなら、貴族としての矜きよう持じがあるのなら、作法に則のつとりたまえ。そうやってキミが権利を勝ち取ったなら、誰も文句は言えない」

　言い聞かせるような京夜の言葉は、ルイヤに向けられたものであった。

　友に急せかされるまでもなく、すでにルイヤの口は、一枚のカードの端はしを咥くわえていた。

　絵え柄がらは──ナンバーＩ《闇黒卿ダークロード》。それが光を放つとき、白皙の貴族を漆しつ黒こくが覆おおう。

　時として足を覆う柔軟な鎧よろいと化すそれは、今豪ごう奢しやな装そう飾しよくが施ほどこされた漆黒のインバネスとなってルイヤを包む。

　これこそが受け継つがれし闇黒卿ダークロードの正装。

　発動後も絵柄を失わない《闇黒卿ダークロード》のカードを、月光男爵ムーンバロンの顔目がけて放つ。

　月光男爵ムーンバロンは苦も無く掴み取るが、元々ルイヤに殺傷の意思はない。

　投げたのは、あくまで開戦を告げるためだ。

「闇黒卿ダークロードの称号なにおいて、正式に“〝決闘デユエル”〟を申し込む！　返答は？」

　叩たたきつけられた、真しん剣けん勝負への誘さそい。

　作法に則り、“〝王”〟に認められた貴族同士の正統なる戦いくさ。

　指先で軽かろやかにカードを弄もてあそびながら、月光男爵ムーンバロンもまた、唇くちびるを三日月の形に綻ほころばせ、不敵に笑う。

「いいでしょう……受けて立つ」

　返答として、カードを投げ返す。ルイヤはそれを受け取ると、腰こしのカードケースを厳おごそかに天に向け、その紋もん章しようを掲かかげる。

「我、“〝王”〟に立会人の召しよう喚かんを乞こう」

　全すべては、貴族がその称号を得た瞬しゆん間かんに受け継ぐ知識からなる作法に則って。

　双そう方ほうが“〝決闘デユエル”〟を求め、先に挑いどんだ者がその王威の封具インペリアルギフトを掲げて“〝王”〟に申しん請せいしたとき、この世界の統治者は決着を見届けるべく選別された立会人を送り込む。

　見届ける者は、空からやって来た。

　虚こ空くうに生じる奇き妙みような歪ゆがみ──そこから這はい出すのは、二頭の馬。異空間とこの場が接合し、たくましい馬が引く豪奢な馬車が宙を駆かける。

　これもまた貴族の力によるものか、屋根付きの馬車は舗ほ道どうと変わらぬ様子で宙を駆けぬけ、そのままルイヤ達の下へ降り立つ。

「お待たせしました～立会人でーす。陛下の命で、当家の奥様がこの“〝決闘デユエル”〟を見届けま～す」

　朗ほがらかに笑うのは、鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスの忠実なる下僕メイド、ルーシー。

　そして車内の貴婦人の手を取り、戦場へ連れ出すのはミナ。

　作法に則った貴族達の正式な戦いを取り仕切るのは──“〝決闘デユエル”〟の宣せん誓せいと共に任を下された立会人、エリザ＝ダーム・マドグリフ。

　右手には、これから殺し合う双方の名前が刻きざまれた、立会人の証たる羊皮紙が閃ひらめく。

　己の役目を二人に誇こ示じしつつ、美び貌ぼうの貴婦人は優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

「急なお呼びね。事前に申請して時と場所を指定して頂くと、助かるのだけれど。まあいいわ、陛下は“〝決闘デユエル”〟が儀礼に則って申請されれば、すぐに動かれる。二人共、準備はよろしくて？」

　頷うなずく二人の男に、エリザもまた満足げな頷きを返した。ルイヤの傍かたわらにいる夫の方を見ようともせず、今はただ王に指定された立会人として、粛しゆく々しゆくと仕事をこなすだけだ。

「ご存じとは思うけれど、確認のために今一度。“〝決闘デユエル”〟は一対一での殺し合い。王威の封具インペリアルギフトを含ふくめ、禁じ手は一いつ切さい無し。あなた方の〈領地フイーフ〉の封ふう印いんも解かれる」

　説明と同時に、エリザは右手の羊皮紙を二人に向けて投げた。ひとりでに青い炎ほのおを放ちながら紙は燃え、その残ざん滓しがルイヤと月光男爵ムーンバロンに降り注ぐ。

　その瞬間、二人の全身に跨またがる大きさで、互たがいの紋章が浮うかび上がる。青白い刻印はすぐに消え、貴族達の外見に変化はない。だが、お互い理解はした。今、自らが“〝王”〟に封ぜられた〈領地フイーフ〉は束つかの間ま解放され、その行使を許されたのだ。

「“〝決闘デユエル”〟の本質は、〈領地フイーフ〉と〈領地フイーフ〉の鬩せめぎ合い──いわば陣じん取り合戦。二人共、陛下に課せられた発動条件を満たせば、〈領地フイーフ〉の発動は自由よ。他に質問事じ項こうは？」

　最終確認のために問いかけると、ルイヤのみが動いた。

　右手に五枚のカードを閃かせ、その絵柄をまずエリザにだけ見えるように掲げる。

「どういうつもりかしら？」

「見ての通りだ。俺はこの五枚のカードしか使わん」

「……本気なのかしら？」

「挑ちよう発はつのつもりですか？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　あっさりと切り捨てる月光男爵ムーンバロン。

　ルイヤは彼にも見えるように、五枚のカードの絵柄を晒さらした。

　右から《暴力フオース》《獅子王レグルス》……中央に、絵柄のないブランクカード。

　そしてその隣は、──ナンバーＸII《鎖縛バインド》──

　絵柄は逆十字に磔はりつけにされた、逆しまの罪人。その四し肢しは杭くいで打ち付けられ、さらに全身が鎖で縛しばられた無残な姿。

　そして最後の一枚は伏ふせられており、それだけ絵柄が晒されていない。

「挑発でも何でもない。俺は、この五枚の手札のみでお前に勝つ。というより、この五枚だけで充分だ」

「何…………？」

　言い切られ、月光男爵ムーンバロンが唇を歪める。ルイヤもまた、嗜し虐ぎやく的に唇を歪め、五枚のカードの意味を語り出す。

「我わが《禁忌の断章アスルデツキ》の総枚数は二十二枚──うち現在ブランクは十二枚。すでに埋うまったカード全てを使い、お前を力押おしでぶちのめすという選せん択たく肢しもあるが、それではつまらんのでやめておく」

「貴様…………」

　辺りに殺気が立ち込こめ始めた。道どう化けの顔を脱ぬぎ捨て、月光男爵ムーンバロンがそのプライドにかけて、ルイヤを屠ほふるべく憤ふん怒ぬの相へ変わる。

　それでも白皙の貴族は相変わらず嘲ちよう笑しようめいた顔を浮かべたまま、さらに敵を刺し激げきした。

「エリザから聞いているかもしれんが、念のために言っておこう。《暴力フオース》のカードは連続三回使用可能。そのまま使えば衝しよう撃げき波は、《闇黒卿ダークロード》との札技コンボでは俺の打だ撃げき力りよくを飛ひ躍やく的に上げる。が、三回もいらん」

　ルイヤは《暴力フオース》のカードを高々と掲げる。途と端たん、大きな炸さく裂れつ音おんが虚空に響ひびき、その場にいる全ての者の全身を、衝しよう撃げきを載のせた大気が続けざまに二回叩いた。

「これで、残るは一回」

「なっ…………」

　月光男爵ムーンバロンが驚おどろくのは無理もない。今し方説明のあった使い勝手のいいカードは、空に向けて無む駄だに消費された。空くう砲ほうよりもなお無意味なただの浪ろう費ひ。

　だがルイヤは気にせずに、残るカードの説明を続ける。

「《獅子王レグルス》は使い魔まの召喚。《鎖縛バインド》はその名の通り、このカードが突き刺ささった相手の動きを一定時間停める。非常に有効だが、連続使用は不可。“〝決闘デユエル”〟では実質一発のみ、しかも相手の体に突き刺さなくてはならないので、発動は中々厳しい」

「何を……貴様、何を考えている!?」

「ブランクカードは……説明はいらんな。現状ではせいぜいナイフ程度の品だ」

「……ブラフ、ですかな？　偽にせの……いや、幾いくばくかの真実を織り交ぜて、私を混乱させようと？　闇黒卿ダークロードともあろう男が、ずいぶんと小こ賢ざかしいマネを」

　余よ裕ゆうを取り戻したのか、月光男爵ムーンバロンが見み透すかしたように笑う。

　ルイヤはそれを完全に無視し、立会人に宣言した。

「エリザ、ルールの追加だ。今俺が述べたカードの能力に嘘うそがあれば、即そつ刻こく俺の反則負け。手札五枚以外のカードを使っても反則負けだ。ただし、すでに発動している《闇黒卿ダークロード》は別扱あつかいとする。実質的に六枚の手札だが、《闇黒卿ダークロード》を絡からめた札技コンボは一回のみという制限を別べつ途と設ける。なお、札技コンボ自体もこの“〝決闘デユエル”〟においては一回しか使わん。もちろんこれも違たがえれば反則負けだ」

「何を、言っている…………？」

　道化の表情が困こん惑わくに彩いろどられ、軽やかな笑えみを絶やさない顔がこわばる。

　何なのだこの男は？

　何を考えている!?

　まさしく存在の読めぬ闇──闇そのもの。

「“〝決闘デユエル”〟のルール上は問題ないはずだ。双方の合意が必要な類たぐいのものではない。単に俺がハンデを負い、不利になるだけ。自分からこんなことを申し出て負ければ、ただ愚おろかな負け犬と蔑さげすまれるだけ。社交場で無様と噂うわさすればいい」

「……そうね。立会人として、認めましょう。言葉を違えれば即そくあなたの負け。“〝決闘デユエル”〟での反則負けは、それすなわち死よ。陛下のお力でこの“〝決闘デユエル”〟が為なされる以上、その掟おきては絶対。いかなる高位貴族でも死ぬ。中々つらいわね、貴族も」

　エリザは微び笑しようし、反応を探さぐるように月光男爵ムーンバロンに流し目を送る。

　あちらは──思ったよりも冷静だった。ルイヤの意図を自分なりに解かい釈しやくし、鼻で笑う。

「駆け引き、ですか？　あなたの発言に乗じて、私も負けじと何かしらのハンデを背負うとでも？　致いたしませんよ、そんなこと？　何を狙ねらっているのです？　大体、その伏せられたカードは何です？　今までの言葉は差し障さわりのないものばかり、どうせそれが──」

「ああ、これが俺おれの切り札だ」

「はぁっ!?」

　思わず月光男爵ムーンバロンが漏もらすほど、ルイヤは伏せたカードを軽く指で弾はじいてあっさり肯こう定てい。

「俺の〈領地フイーフ〉はこのカードに内包されている。エリザ、これも嘘だったら俺の負けだ」

「………………!!」

　月光男爵ムーンバロンは、今度こそ眼前の貴族の正気を疑った。

“〝決闘デユエル”〟における最大の勝利条件を、この男は今平然と曝さらけ出したのだ。

「他の四枚は俺の任意で発動できる。《鎖縛バインド》にしても、問題はお前に当てられるか否いなかのみ。しかし、このカードに関しては使用条件が厳しい。前提からして、まず“〝決闘デユエル”〟のみの使用となる。なおカードの発動条件、すなわち俺の〈領地フイーフ〉の発動条件は──」

「……やめろ!!」

　荒あら々あらしい口調でルイヤを制す。放っておけば、彼は確実に切り札の発動条件を口にした。だからこそ止めた。

「何を考えている……貴様、何が目的だ!?」

「おや理解できなかったか？」

　ルイヤは屈くつ託たくなく笑った。その称しよう号ごうにふさわしくない、夜の闇を晴らすような朗らかな笑み。

「俺は手札をあえて限定し、わざわざお前に晒し、懇切丁寧にその能力を説明し、ハンデのために無駄に消費し、さらには反則負けのリスクを背負ったうえで、それでも貴様に勝つということだ」

「キ、サ、マ…………!!」

「貴様の全すべてを否定し、愚ぐ弄ろうし、叩たたき潰つぶし、その貴族の誇ほこりとやらをズタズタに切り裂さいて、未み来らい永えい劫ごう消せない屈くつ辱じよくを刻み込んだうえで」

　ルイヤは《闇黒卿ダークロード》のカードの端はしを口に咥くわえながら、揺ゆるがぬ自信で己自身を親指で指差す。



「俺はお前に勝つ」



　開始前の勝利宣言がその場の時を止めた。

　再び時が流れ出すのは、立会人の肩かたを震ふるわせる高笑い。

「ハハハハッッッッッ、いいわ、面おも白しろい。やはりオス同士の殺し合いはこうでなくっちゃ。さあ、もういいかげん始めましょう。この“〝決闘デユエル”〟、お互い何を賭かけるのかしら？」

　エリザの問いかけに、ルイヤと月光男爵ムーンバロンの目が合う。

　後者はもう怒いかりを通り越こし、その道化の風ふう貌ぼうに似合わぬ冷れい徹てつな表情で淡たん々たんと述べる。

「プあリのエかラたの身み柄がらと──貴様の命！」

　前者はその秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうを邪じや悪あくに歪め、愉しげに言う。

「貴様の全て」

「……全て？」

　決闘相手の問いに、ルイヤは厳おごそかに言う。

「そう──全て。その称しよう号ごう、命、名めい誉よ、財産──貴族としての全存在を賭けてもらう」

　傲ごう慢まんな申し出に、月光男爵ムーンバロンは異議を挟はさまなかった。勝者は全てを手に入れ、敗者は全てを失う。元々それが非情な勝負の掟。相手が何を望もうと、勝てばそれでいい。

「双そう方ほう、異議はないようね。では、殺し合いなさい」

　開始宣言と共に、闇と月、二つの概念ちからがぶつかり合う。

　闇黒卿ダークロードルイヤ＝オフェル・クロス対月光男爵ムーンバロン──“〝決闘デユエル”〟開始。





　二人の貴族が死合う中、京夜は巻まき添ぞえを食わぬよう決戦の場から離はなれた。

　被ひ害がいの及およばぬ場所まで来ると、丁重にプリエラを地に下ろし、そのか細い体に純白のコートをかける。

「お待たせ致しました」

　京夜は追ってきた刺し客かくに優雅に一礼する。セレネは、すぐそこにいた。

　貴族の下しも僕べに堕おちた今でも、彼女は娘むすめを求める。だが、もうそこに親子の情愛はない。ただ貴族の下僕として、娘を平民の世界から連れ出すために動く。

「いらっしゃい。ボクが相手をしましょう」

　誘いざなうように京夜が両手を広げる。その頭上へ、岩をも砕く勢いの湾わん刀とうが振ふり下ろされる。

　プシュッ、と血の噴ふん水すいを夜空に巻き上げ、無骨な湾刀が彼の小さな頭を割り、脳のう漿しようを飛び散らかせつつその額を半分に分割した。

　断だん裂れつはさらに胸まで進み、鳩尾みぞおち付近まで来たところで、セレネは湾刀を引き抜ぬいた。

「いいんですか、もう？」

　即そく死し必至の致ち命めい傷しようなのに、いつもと変わらぬ朗ほがらかな声が聞こえた。

　愕がく然ぜんとセレネは殺したはずの少年を見る。凄せい惨さんなダメージの痕こん跡せきなど皆かい無む、今し方死したはずの少年は、ただいつものように可か憐れんに微笑ほほえむ。

　その表情を留とどめたまま、今度は首が断たれた。細く柔やわらかい京夜の首など、分厚い刃やいばに敵かなうべくもない。

　だが、断たれはしたが首は落ちなかった。落ちる前に──繋つながる。

「………………!?」

「無駄ですよ。ボク、不死身ですから」

　可愛かわいげに小首を傾かしげたとき、全身を斬ざん撃げきが叩いた。

「キィィィィィィッッッッ!!」

　奇き声せいをあげながら京夜の全身を切り裂き、その純白の衣装を血に染める。

　解体作業はしばらく続き、その作業量に見合った数だけ小こ柄がらな肉体は分断され、地に落ちる。

　さすがにセレネも肩で息をし、膝ひざをついて一時の休息をとる。

「無駄ですってば」

　月の狂きよう気きに侵おかされた精神すら戦せん慄りつさせる声がした。眼前でおぞましい光景が繰くり広げられる。グチュ、バキッと肉と骨が繋がり、蘇そ生せいの音がこだまする。

　死者の復活という禁きん忌きの行こう為いを実感させる、グロテスクで退たい廃はい的な再生。肉片がひとりでに蠢うごめき、全ての生命に課せられた運命に逆らい、「死」を逆算していく。

　やがて再構築されるのは、女性と見み紛まがう美少年。

　衣服はボロボロでも、その微笑みは寸分の狂くるいもなく甦よみがえる。

「言ったでしょう？　さらに言うと、ボクは無む痛つう症しようでして。ですから痛みで動きが止まることもない。だから誰だれもボクに勝てはしない」

　無造作に佇たたずむのは、余裕ゆえ。

　誰も彼を殺せない。だから勝てない。いずれは消しよう耗もうして終わる。

　かつてのルイヤとの戦いの結果を知る者がそこにいれば、まず問うだろう。

　どうやって闇黒卿ダークロードは勝ったのだ、と。

「我が《不滅の死面エクスデスマスク》は生死の狭はざ間まを司つかさどる封具ギフト。何者もボクを殺せない」

　顔の左半分を覆おおう仮面に触ふれ、美少年は優ゆう雅がに笑う。

　圧あつ倒とう的な実力差に、セレネは愚ぐ行こうでしかない再さい攻こう撃げきをためらう。

　代わりに、今度は京夜が動いた。

「では、次はボクが。母君に敬意を払い、本当のボクで」

　京夜は顔の左半分を覆う仮面に手をかける。肉が裂けるような、皮ひ膚ふを捲めくり取るような音と共に、仮面は外れた。

　セレネの虚うつろな表情が、驚きよう愕がくに染まる。

「初めまして」

「あな、たは…………」

　思わず、セレネは問うていた。

　相手は微笑して答える。

「死侯爵デスマークイス」

　次の声は、背後からした。

「京夜＝メス・マドグリフ」

　セレネが愕然と振り向いた瞬しゆん間かん、その首は断たれた。一いつ瞬しゆんで背後に回り込んだ京夜は、仕し込こみ杖づえの一いつ閃せんで細首を跳はね飛ばす。残った肉体は崩くずれ落ちる前にそっと抱だきとめられ、丁てい寧ねいに地に寝かされる。

　その後舞まい降りた首も、ルイヤとはまた異なる魅み力りよくを秘ひめたなめらかな手が受け止める。

　月の光の満ちる中、憂うれいと恍こう惚こつを込めた妖よう艶えんな美声だけが粛しゆく々しゆくと流れた。

「死体の方が美人ですね、あなた」





　開戦と共に、月光男爵ムーンバロンは高々と宙を舞った。

　満月を背負う道どう化け──上げられた人差し指の先で回転を始めるのは、《真月の宝玉ルナテイツクオーブ》。

　吐はき出されるのは、無む秩ちつ序じよに撒まき散らされる凝ぎよう縮しゆくされた狂気の光。

「月光破」

　数あま多たの光線が、地に佇むルイヤに振り注ぐ。闇やみを照らし、地を抉えぐり、瓦が礫れきを溶とかした光の雨は、少し離れた場所で観戦する立会人の目にも鮮あざやかに映る。

　飛ひ翔しようが終わり、地に降り立った月光男爵ムーンバロンは忌いま々いましげに敵を見つめる。

　闇黒卿ダークロードは立っていた。

　漆しつ黒こくのインバネスをはためかせ、全ての月光破を躱かわしきり、飄ひよう然ぜんと。

「さすが……と言っておきましょう。しかし、いつまでもちますかな？　月夜が終わるまでもちこたえることなど、あなたにもできますまい？」

　揶や揄ゆするように月光男爵ムーンバロンは言うが、ルイヤは反応しない。

　不敵に笑い、再び道化は飛翔する。

　今度は月光破は放たれない。かわりに、月光男爵ムーンバロンはルイヤの視線を躱すように、その身を横に大きく逸そらす。満月を背負っていた彼がどいたため、ルイヤと月の間に障害物はない。

　闇色の瞳ひとみに、穏おだやかな光を放つ月が映り込こむ。

　地に堕ちながら、歓かん喜きの表情で道化が言った。

「私の〈領地フイーフ〉の発動条件、お教え致いたしましょうか？」

　愕然とルイヤは悟さとる。さっきの月光破の乱れ撃うちはこのための布石。警けい戒かいさせ、飛翔した月光男爵ムーンバロンに必ず視線がいくように──彼が背負う「月」を確実に捉えるように！

「月をあなたに見せることです……！」

　刹せつ那な、月光がルイヤの視界を灼やき尽つくした。

　思考が奪うばわれ、全身から力が抜けて棒立ちとなる。

　優雅に着地した月光男爵ムーンバロンは、おどけた口調で揶揄する。

「月の光は狂気の光。月光の満ちる場所全てが私の〈領地フイーフ〉。そして今、あなたはそこに踏ふみ入れた。ご存じですよね、〈領地フイーフ〉の中で貴族は無敵だ」

　もう、ルイヤは動けなかった。思考が混こん濁だくし、敵の言葉も耳に入らない。“〝決闘デユエル”〟は過か酷こくな陣じん取とり合戦、〈領地フイーフ〉に取り込まれた時点で勝負は終わる。

「私の〈領地フイーフ〉は広大です。月光に魅み入いられた時点で、あなたの負け。さあ、そのまま棒立ちでいなさい。消してさしあげる」

　歓喜と共に命は下りた。逆らうことはできない。

　月を見た相手を支配下に置く絶対空間、それが月光男爵ムーンバロンの〈領地フイーフ〉。

　月光男爵ムーンバロンが人差し指を高々と掲かかげる。その指先に浮うかぶのは、《真月の宝玉ルナテイツクオーブ》。

　高速旋せん回かいする球体は、今までにない量の月光を凝縮させ、今度こそ完全に闇を駆く逐ちくする。

「死ね」

　シンプルな宣告と共に、膨ぼう大だいな熱量を伴ともなった光線がルイヤに放たれた。彼の全身を一瞬で焼き尽くすに足る巨きよ大だいな業ごう火か。

　月光男爵ムーンバロンの命に従い棒立ちとなるルイヤ。

　だが、彼の纏まとう漆黒のインバネスだけは主あるじと別個の意思で動いた。ひとりでにその形を解き、布の壁かべとなって光線の到とう達たつを阻はばむ。

「無む駄だなことを」

　月光男爵ムーンバロンの嘲ちよう笑しようは、的を射ていた。おそらく、この奈落アビスの闇やみ衣ぎぬの防ぼう御ぎよは闇黒卿ダークロードの危機に自動的に発動するもの。〈領地フイーフ〉の支配下でも発動し得るのは大したものだが、それだけだ。

　事実、闇の衣は月光破の衝しよう突とつと共に一瞬で四散し、光線はルイヤの身を灼いた。

　後には焼死体すら残らず、忌いまわしき反逆の系けい譜ふはようやく断たれた。

　これでいい……これぞ完全なる決着！

「さあ、見て頂けましたか、立会人？」

　意い気き揚よう々ようと身を翻ひるがえしたとき、急に辺りが暗くなってきた。地を這はう己の影かげも、見えなくなる。光があるゆえの影、雲で己の力源が隠かくれでもしただろうか？

　首を傾げたとき、闇の底から響ひびくような、くぐもった声が聞こえた。

「アイン・ソフ・オフェル…………」

　はっと振り返り、月を見上げたときはもう遅かった。

「……え？」

　月が──塗ぬり潰つぶされていた。インクをぶちまけられたように、空が、完全なる漆黒に侵しん食しよくされていく。星が消え、光が消え、満月すら、周囲から染み出す「闇」に塗り潰されていく。

「何だ、これは!?」

　恐きよう怖ふが胸を覆っていた。闇に対する根源的な恐怖が今、己の心中をも侵食していく。はっと視線を落とせば、周囲の光景すら、闇に塗り潰されていた。完全に閉とざされた昏くらい昏い空間が彼の周囲を取り巻く。

「まさか……まさか!?」

　言い知れぬ不安に駆かられ、ルイヤの消失したあの位置に目をやる。

　いた。

　四散したはずの漆黒のインバネスをその身に纏まとい、白はく皙せきの青年が、そのゾッとするほど白い肌はだを闇に浮かび上がらせていた。

「貴様……!!」

　ルイヤの右手に閃ひらめく一枚のカード。伏ふせられていたそれが、ついに表を向く。

　その絵え柄がらは、完全に塗り潰された漆黒の闇。



    

  
    
      　ただ、ナンバーだけがわずかに色調を変えた黒で浮かび上がるだけ。

　──ナンバーＸＸＩ《闇オフエル》──

　これこそが伏せられていた最後のカード。

「ようこそ月光男爵ムーンバロン。我わが〈領地フイーフ〉へ」

　若き貴族は左胸に手を当て、恭うやうやしく一礼をする。年長者に対する完かん璧ぺきな姿勢の礼。

　そして今、その眩まばゆい銀ぎん髪ぱつが彼本来の色である、漆黒へと変わる。

「馬ば鹿かな……何な故ぜだ？　何故発動した!?　そもそも、何故生きて…………」

「先ほどは貴き兄けいに制されたが、あらためてお教えしよう。我が〈領地フイーフ〉の発動条件はいたって簡単──他人の〈領地〉に取り込まれ、一度攻撃を受けることだ」

　優雅に白皙の貴族は微笑ほほえむ。

　全すべては計算通り。

　敵の〈領地フイーフ〉が何であれ、その発動条件が何であれ、どうでもよかった。

「言っておくが、私は貴兄が制さなければ、本当にこの〈領地フイーフ〉の発動条件を伝える気でいた。警戒して、貴兄が〈領地フイーフ〉を発動しなければそれもいい。他の手札だけで斃たおす。知られても、即そく死しさえ回かい避ひできれば問題は無かった」

「ま、さ、か…………」

　月光男爵ムーンバロンの脳のう裏りを、あの防御と呼ぶにはあまりに儚はかない、奈落アビスの闇やみ衣ぎぬの足あ掻がきが掠かすめた。

　あの衣に月光破を防ぐ力などなかった。だが、その速度を減じるだけで充分だった。

　致ち命めい傷しようの一いち撃げきの速度をわずかに遅おくらせ、ルイヤが死に至る前に、全身が灼き尽つくされる前に、その脳が虚きよ無むの暗黒に堕おちる前に──《闇オフエル》のカードを発動させる一瞬の余裕さえ生めれば。

「…………!!」

　完全にやられた。歯は噛がみするが、もう遅い。《真月の宝玉ルナテイツクオーブ》は力源を失い、ただの水すい晶しよう玉だまと成り果てた。

「クソッ…………」

　苛いら立だちが貴族の気品を失わせ、冷ひや汗あせを流しながら道化はルイヤに掴つかみかかり、ただ殴なぐりつける。拳こぶしが当たる瞬間、彼の肉体は霧きり状じようの「闇」に変へん貌ぼうし、四散する。

　空むなしく宙を切る拳。

　狼ろう狽ばいしたとき、背後から静かな声がかかる。

「無駄だ、月光男爵ムーンバロン」

　振ふり返れば、闇が再び集結し、白皙の貴族が再構築されていく。

　全ては闇。

　その概がい念ねんは全てを呑のみ込み、〈領地フイーフ〉の中でルイヤを不ふ可か侵しんの存在へと変える。

「完全に〈領地フイーフ〉に取り込まれたとき、“〝決闘デユエル”〟の勝敗は決まる。貴兄の負けだ」

　ルイヤの右手に《闇黒卿ダークロード》《暴力フオース》《鎖縛バインド》の三枚のカードが閃く。

　反射的に月光男爵ムーンバロンは身構えたが、また視界から敵が消えた。慌あわてて周囲を見み渡わたすが、彼の姿は見えない。

「卑ひ怯きような……どこにいる!?」

「これは異なことを。〈領地フイーフ〉において、私はどこにでもいる。我が身を闇に溶とけ込ませ、時間と距きよ離りを超ちよう越えつする」

　声は眼前でした。白皙の容よう貌ぼうが、優ゆう雅がに微び笑しようしていた。

「………………！」

「十字刑執行ツエリヴアー」

《鎖縛バインド》のカードの角が、月光男爵ムーンバロンの額に突つき刺ささる。そしてまた、ルイヤは遠ざかっていく。

「しまっ…………」

　苦鳴が漏れる。カードが刺さると同時に、四方から突如出現した白木の杭くいが突き刺さる。大小様々な大きさのそれは、肉を裂さき、骨に喰くい込み、その肉体を固定していく。

　本当の意味で闇の囚しゆう人じんと化した彼は、もう一いつ切さいの抵てい抗こうを許されない。

　身をよじらせても、さらなる締しめつけが襲おそうだけ。苦痛は激痛に変わり、拘こう束そくは拷ごう問もんに変わる。

　ルイヤはそれを微笑して見つめながら、ゆっくりと近づいていく。

　一いつ瞬しゆんで距離を詰つめることはたやすい。だが、あえて執行までに猶予を与えてやる。

「やめろ…………」

　来る。

　来る。

　闇を引き連れて、黒い恐怖がやってくる。

「覚えているかな、月光男爵ムーンバロン？　札技コンボは一回限りだと。そのたった一回の札技コンボで、あらかじめ言われていたはずの攻こう撃げきで沈しずむのはいかなる気分なのかな？」

　秀しゆう麗れいな顔に、壮そう絶ぜつな笑えみが浮かぶ。敵の全てを足あし蹴げにすべく、青年は進む。

「や、やめろ…………！」

　月光男爵ムーンバロンが苦く悶もんに叫さけぶ。断罪の準備は整い、全身に喰い込む杭は彼を執行の姿勢に固定した。顔が無理矢理上を向かされ、全身の筋肉が硬こう直ちよくさせられる。

　それはこれから喰らう技を、受け流すことなく全力で受けとめることを意味していた。

「領主裁判権は知っているな……？　己の領地において、貴族は己の裁量で罪人を咎とがめることができる。覚かく悟ごはいいか、月光男爵ムーンバロン？」

　近づく敵に、すでに化け粧しようの崩くずれた道どう化けは慈じ悲ひを乞こう。

「ま、待て…………！」

「待たせたな……判決をくれてやる!!」

　ルイヤが両手を交差させる。

　右手には《闇黒卿ダークロード》、左手には《暴力フオース》。

　完全拘束の敵に、今断罪の蹴けりが下される。

　地を蹴り上げ、青年は跳ぶ。両りよう腕うでを広げ、全身が十字を描えがきながらその左ひだり脚あしが凝ぎよう縮しゆくされた負の力を敵の顔面に叩たたき込む！

「十字式断罪ツアラブゲイター!!」

　重い重い跳とび前蹴りが、月光男爵ムーンバロンの顔面に叩きつけられる。頭部を狙ねらうそれは、確実に敵を絶命せしめ、その勢いで首を胴どうから飛ばす！

（死………………）

　走馬灯は見えなかったが、ルイヤの脚は何故か鮮せん明めいに見えた。体は縛しばられ、動けない。想像を絶する激痛が頭部を襲い、月光男爵ムーンバロンは地に伏した。

（負け、た……）

　だが生きていた。確かに重い一撃だったが、首も繋がっている。

　ほっとした瞬間、今なお顔面を踏みつける白皙の貴族がこれ以上ないほど邪じや悪あくに笑い、その唇くちびるがブランクのカードを咥くわえていることに気づいた。

「負けを認めたな？」

　言うや否いなや、ルイヤはブランクのカードを投げつける。月光男爵ムーンバロンの額に突き刺さったそれを指差し、闇黒卿ダークロードは宣言する。

「もらうぞ、お前の貴す族べ性て!!」

「何だと!?」

　刹せつ那な、全身から力が抜ぬけた。何かが──吸い取られていく。自分を貴族じぶんたらしめるモノが。自分の根幹をなすものが。虚きよ脱だつ感が全身を襲い、《鎖縛バインド》の戒いましめが解かれると同時に、月光男爵ムーンバロンは無様に地に転げ落ちる。

「掌握ゲツト!!」

　敵の額に突き刺さったカードはひとりでに抜け、ルイヤの下へ舞まい戻る。

　ブランクだったカードに、今絵柄が浮うかび上がる。

　──ナンバーＸ《月蝕イクリプス》──

　それは煌こう々こうと光る満月が闇に侵しん食しよくされ、ただその円の輪りん郭かくだけがおぼろげに光を放つ光景。月は闇に呑み込まれ、今闇黒卿ダークロードの新たな手札と化す。

「ば、馬鹿な…………」

　月光男爵ムーンバロン……いや、元男だん爵しやくは呆ぼう然ぜんとカードを見上げた。自分でもわかる……全てが奪うばわれた。貴族の力が全て奪われ……今ここにいるのは──

「初めまして、ただの平ひ民と」

　頭ず蓋がい骨こつを叩き割る勢いで、靴くつ底ぞこが叩きつけられた。頭上から降り注ぐのは、住む世界の違ちがう貴族のお言葉。

“〝決闘デユエル”〟は終わり、残るはただの後始末。闇は晴れ、ルイヤの髪かみも元の銀髪に戻る。

「お前個人は心の底からどうでもいいが、仮にも俺おれの《暗ワ黒ー星ム》を一度破った力は興味があった。せいぜい使わせてもらうとしよう」

「な、何故……だ？　貴様、他の貴族の力を…………」

「奪い取れる。正確には、俺に合わせて闇おれ色に塗ぬり替かえる。もっとも条件は厳しい。奪い取るためには、事前に相手の『全て』を賭かけるという条件の“〝決闘デユエル”〟の下もと、殺さずに相手を完全に屈くつ服ぷくさせねばならない。なお、俺が取り込んだ称しよう号ごうは断絶となり、継けい承しようされない」

　全てはこの瞬間のための手札。あえて無用なブランクを入れたのも、このためだ。

「そのような力……お前は…………」

　あらためて、かつての貴族は眼前の存在に思いを馳はせる。

　この貴族は──何者だ？　全ての貴族は、“〝王”〟の治世で何らかの義務を課せられるはず。この反逆者とて、元来は何らかの役目を持っていたことだろう。

　それは──何だ？

　この力といい、封具ギフトといい、対貴族に特化した能力──まるで、まるで貴族を斃すためのような。貴族を罰ばつするためのような。

「お前は…………！」

「誰だれに口をきいている？」

　にっこり笑うルイヤ。次の瞬間、元男爵の脇わき腹ばらに靴底が捻ねじり込まれた。肋ろつ骨こつがへし折れ、内臓に突き刺さる。苦悶に表情を歪ゆがめる間もなく、何度も何度も蹴りが叩き込まれた。

「無礼だな。平民のくせに。身をわきまえろ」

　万ばん感かんの思いを込め、踵かかとを元男爵の口にねじ込む。衝しよう撃げきに前歯が根こそぎ持っていかれ、さらに折れた歯が喉のどに詰まる。喉元を押おさえて転げまわっている元男爵に、ルイヤは笑顔のまま語りかけた。

「たまには、貴族らしいことでもしてみるか。おい平民、俺の靴くつを舐なめて許しを乞え。そうすれば許してやらんこともない」

　元男爵の顔が総毛立った。行こう為いへの屈くつ辱じよくではなく、眼前の若者の笑顔に。

　その高こう慢まんな視線、叩きつけられる威い圧あつ感──全てが、貴族そのものではないか。

　平民に堕ちた憐あわれな道化に、選せん択たく肢しはなかった。残っていたプライドをかなぐり捨て、這はいながらルイヤの足元へ進む。心を無にして舌先を伸のばす。

　その先せん端たんが靴に触ふれたとき、ルイヤは迷うことなく全力で元男爵の顔を蹴り飛ばした。

「な……ん、で？」

「特注の靴が汚よごれるだろうが。汚きたない唾つばをつけるな」

　無表情でいけしゃあしゃあと呟つぶやくルイヤ。なお、舐めなかったらそれはそれで蹴っていたのは言うまでもない。

　元男爵は今、真に貴族と平民の差と──この男の恐おそろしさを悟さとった。絶望の圧政の只ただ中なかに今、自分はいる。開けてはならない扉とびらに、触れてはいけない怒いかりに触れてしまった。

　路ろ傍ぼうの石を蹴るように、ルイヤは無言のまま元男爵を蹴り続ける。

　その道化の化粧が剥はがれ落ちるまで。

　血に染まるまで。

　親が見ても誰だかわからなくなるまで。

　とりあえず気が済むまで。

　何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も。

　多少気が晴れたところで、彼は残る一枚のカードを差し出す。

「引けよ」

　イヤだ。

　そのカードが何かは覚えている。“〝決闘デユエル”〟が終わった以上、もうこだわる必要などない。それでもルイヤは言葉を違たがえない。貴族だから、言った言葉を違えない。あくまでも提示したカードを使い切ることに固こ執しゆうする。

「やめ、て……」

　それは哀あい願がんだった。もうドーランは剥はげ落ち、そこにいるのは初老の惨みじめで無様なただの平民。

　ルイヤは笑顔を浮かべ、よりカードを近づける。

「ほら、どうした？　貴族様の言いつけだぞ」

　やさしく朗ほがらかな声は、平民には拒きよ絶ぜつ不可能な物理的圧力を伴ともなっていた。元男爵は、涙交まじりに首を振ふりながらも、そのカードに手を伸ばした。

　引きたくない。

　ヒキタクナイ、ヒキタクナイ、ヒキタクナイ、ヒキタクナイ、ヒキタク………………。

　絵え柄がらが、目に入った。見るまでもないそれは──ナンバー《獅子王レグルス》。

　漆しつ黒こくの獅し子しはカードから飛び出し、元男爵の背後に回る。

　そして、冷厳な領主の命が飛ぶ。

「今こ宵よいは馳ち走そう──とは言えんな。所しよ詮せんは元貴族。が、まあ腹の足しぐらいにはなるだろう。レグルス、残飯処理だ」

　舌なめずりの音が、背後から聞こえた。忍しのび寄る最悪の終わり。

　屈辱的な方法でぶちのめされ、誇ほこりとすべき全てを奪われ、最後は使い魔ごときに始末される。

「やめろ、やめろ、やめてくれぇぇぇぇぇぇぇっっっっっっっっっ!!」

　絶ぜつ叫きようは獣けものの唸うなり声で掻かき消され、後はただ咀そ嚼しやくの音と愉しげな声だけが響ひびいた。

「処しよ刑けい完了」





「……終わったみたいね」

　こちらへ歩いてくる人ひと影かげを見つけ、エリザは少々不満げに呟く。結果は予想通り。

　勝利の証である月光男爵ムーンバロン──正確には元男爵の首を右手にぶらさげて歩いてくるのは、闇黒卿ダークロード。

「はい、勝お利みのや証げ」

　ルイヤは無表情のまま、手にしていた首級を放ほうり、生首パス。

　エリザもまた平然と受け取るが、その無残な死に様を想像させる苦く悶もんに満ちた表情には、顔をしかめた。

「きったない顔ねぇ。まあ、お茶会の話題にはなりそうね」

　事も無げに言いながら、首を後ろに投げ捨て、生首ポイ。

　地に落ちる前に、控ひかえていたミナが「燃えるゴミ」と書かれたゴミ箱で受け止める。そのままキチンと蓋ふたをして、後処理は終了。

「……って、アンタ何で無表情でできるの!?　お姉さん、ビックリよ!?」

　と、この場では唯ゆい一いつまともなルーシーが青白い顔で妹に問い質ただす。

　しかしミナは眉まゆ一筋動かさず言い切った。

「仕事だから。あと、奥おく様さまのためだから」

「いや、でも…………」

「明日あした、生ゴミの日だけど、ゴミ出し当番ルーシーだからよろしくね」

「…………はい」

　顔を歪めたまま頷うなずくルーシー。

　そのやりとりに一いつ瞬しゆんだけ微び笑しようを浮かべるが、ルイヤはそれ以上構わずにその場を去る。まだ、やり残したことがある。

　瓦が礫れきの隙すき間まを縫ぬうようにして歩くと、やがて求めた光景に辿たどり着く。

　セレネ──いや、プリエラの母の遺体が、両手を胸の前で組まれた状態で横たわっていた。傍かたわらには、プリエラもいる。

　すでに泣くのは終わったのか、彼女は茫ぼう洋ようと母の遺体を眺ながめていた。幼い心が母の死を受け入れられない──というのは、充じゆう分ぶんありえる話だ。

　何な故ぜなら、その遺体はあまりに美しかった。

　全身に死しに化げ粧しようが施ほどこされ、肌はだのツヤも、穏おだやかな笑えみを浮かべる口元も、ただ束つかの間ま眠ねむるように閉じられた瞳ひとみも、何もかもが生前と──いや、それ以上に美しい。周囲は無数の花で飾かざり立てられ、断たたれた首も繋つなぎ合わされ、その傷きず痕あともフリルのついたチョーカーで隠かくされている。

　誰が見ても、遺体とは思えない。死んだ肉体が人ではなく、もうただの物体になってしまうなら、そこにある物は絵画や彫ちよう刻こくと等しき芸術品に分類されるのだろう。

　ルイヤはプリエラに駆かけ寄らず、彼女が気づかない距きよ離りでそれを見守る。

「お前がやったのか？」

　振り返らず、背後に問いかける。友はそこにいた。普ふ段だんとは違う艶つややかな声が響く。

「ああ。お節せつ介かいだったかな？」

「せめてもの──というところか？」

「まあ、ね。死化粧というのは、極論すれば生きてる人間のエゴさ。死人が望んでいるかなんてわからない。だが生きている人間には必要だ。美しい遺体──生前と変わらぬ死体。でも、それゆえに気づいてしまう。呼んでも動かない、何も言ってくれない。こんなにキレイなのに、と。ああそうか、やっぱり死んだんだと。そうして、初めて死と直面できる」

　ルイヤは反論しない。「死」に関して、この友人の上を行けるはずがない。こういうとき、京夜は誰より正しい。だからこそ、彼は死侯爵デスマークイスと呼ばれるのだ。

「……そろそろ嫁よめのところへ戻れ。もう許してくれる頃だろう？」

「だね。憎ぞう悪おとは愛の裏返し、もう独ひとり寝はつらいだろうから。そういえばキミ、僕ぼくの留る守す中にたびたび彼女を訪ねたそうだね？」

「妙みような言い方をするな。用があっただけだ」

「わかっているよ。心配だったんだろう、彼女が？　仇かたきである自分に敵意を向けさせることで、多少なりとも僕のいない空白を埋うめられたら、といったところかな？」

「何故そんな必要がある？　お互たがい納なつ得とくずくで殺やり合ったのに」

　ルイヤの声に感情の色は見えない。京夜は薄うすく笑い、互いのみが共有する記き憶おくに触れる。

「あのとき、言ってくれたよね。僕が負けて〈王都〉に招かれたとき──返せ、と。俺から先代アイツを奪うばっておいて、ソイツまで奪うなって。たった一人の友達なんだって。うれしかったよ」

「壮そう大だいな空耳だな。その手の気色悪い発言は、嫁に言え」

「友情と夫婦の絆、その二つは突つき詰つめれば同じなんじゃないかな？　そう、それはきっと二文字で、『あ』で始まって『い』で終わるものではないだろうか？」

「死ねばいいのに」

　無表情で言い切った友人に肩かたを竦すくめ、京夜は言いたかったことを告げる。

「ボクは死なないよ。キミとエリザが悲しむから。大体不死身だしね。わかっているから、キミも気軽にそう言える」

「うるさい、黙だまれ」

「機会があれば──」

　京夜が顔を近づけた。仮面を外した素顔がそこにある。二人の唇くちびるは触れ合う寸前まで近づき、お互いの吐と息いきが相手をくすぐる。絡からみ合う闇と紫むらさきの瞳。

「また殺し合おう」

　笑顔で友は語った。ルイヤは無言のままだが、けして否定はしない。そういう二人だ。

「僕は行くよ。君も行きたまえ」

　京夜が去っていく。ルイヤもまた、プリエラの下へゆっくりと歩き出す。

　足音に気づき、プリエラは硬い表情のまま言った。

「わかっている。死侯爵デスマークイスを恨うらんだりはしない。これでよかったのだ」

　言葉からは、感情が読み取れない。彼女は立ち上がり、ルイヤと向き合う。その直後、ルイヤはブランクのカードを彼女の首筋に突きつけた。その気になれば、すぐにその首を掻っ切れる。

「何のマネだ？」

　プリエラは冷静だ。対するルイヤも、冷ややかな声で言う。全すべての原因であり──彼女が月光男爵ムーンバロンに追われていた理由を。



「お前『王族』だろ？」



　プリエラの顔が強こわ張ばった。やがて、小さく頷く。

　彼女が何度も言った。自分は貴族じゃない──その通り。だが、平民とは違ちがう。王党派たる月光男爵ムーンバロンにつけ狙ねらわれたのもそのため。それはむしろ──保護のためだったのかもしれない。

　王族たる彼女を、異分子たる闇黒卿ダークロードの脅きよう威いに晒さらすわけにはいかない。だから、彼女が〈黒こく宵しよう街がい〉に入って以降は、本格的に動いた。これまでは、多少干かん渉しようしつつもあくまでプリエラの自発的な覚かく醒せいを待っていたようだが、それもルイヤの存在により、方針を変えた。

　あえて手を出さなかった彼女の母に、狙いを定めた。

「平民も貴族を識別することはできる。が、王族は存在が遠すぎてできない。俺おれも、お前が異質であることは気づいたが、断言はできなかった。だが月光男爵ムーンバロンの不自然な行動と、京夜の帰き還かんで気づいた」

　プリエラの顔が俯うつむく。全ての元げん凶きようは彼女。彼女の存在自体が、全ての始まり。

　貴族は継けい承しようによって選ばれる。では、“〝王”〟は？　世界の頂点に立つ存在が永遠でないとすれば、その次代はいかによって選ばれる？

「王族は、貴族とは異なり先天的に選ばれ、“〝王”〟を受け継つぐ存在。平民として生まれるが、やがて成長と共に王族であることを自覚し、力に目覚める──俺もそれぐらいしか知らない。貴族が継承と同時に知る知識だけしか持たない。実際はどうなんだ？」

「お前の言うとおりだ。私は……少し前から、平ひ民とと違うことを自覚し出した。うまく言えないが、自分が『王族』だと気づくと共に、知らない知識が勝手に頭の中に流れ込んできた。月光男爵ムーンバロンに追い回される理由も、わかってた。けど、怖こわかった。“〝王”〟になんてなりたくない、普ふ通つうでよかったんだ。ただ、母様といられれば……」

　小さな体で、彼女は運命と闘ってきた。貴族よりもさらに上位な存在に生まれついた宿命。王族は貴族と違い、選び取るのではなく、自動的に選ばれて生まれてくる存在。

「お前のそのワガママのせいで人が死んだ」

「…………！」

　プリエラの顔が、己の罪に曇くもる。知らなかった、幼かった……どうとでも言える。けれど、ルイヤは追及の手を緩ゆるめない。

「お前が自分の地位を自覚して、母親から離はなれれば事は済んだ。無知であろうとしたのがお前の罪で、無力だったのがお前の罰ばつだ」

「そうだな…………」

　プリエラはルイヤに背を向け、もう一度母親の遺体を見た。この光景が全てだ。

「私のせい、だな。ホント、母様も不幸なことだ。こんな娘でな。生まなきゃよかったのに。一いつ緒しよにいてもお互い不幸なだけだったな…………」

　無理に達観した声で、プリエラは漏もらす。放っておけばいつまでも続きそうな独り語りは、プリエラの尻しりをルイヤが爪つま先さきで結構強めに蹴けりあげることで終わった。

「な、何するのだ!?」

　両手で尻を押おさえ、憤ふん慨がいした彼女が振ふり向く。

　ルイヤは心の底からつまらなそうな顔で彼女を見下ろし、無愛想に言い放つ。

「ガキが肩かた肘ひじ張はるな」

　その瞬しゆん間かん、プリエラの顔がクシャクシャに歪ゆがんだ。両目いっぱいに涙なみだが溢あふれ、小さな体が小こ刻きざみに震ふるえ出す。

「う…………」

　嗚お咽えつを漏らし、インバネス越ごしにルイヤに抱だきつく。ようやくすがれるものを見つけ、堰せきを切ったように涙が零こぼれ出す。

「うわぁぁぁぁぁぁん……………………」

　プリエラが泣き止やむまで、ルイヤは動かなかった。

　やがて泣き止んだ彼女は涙を拭ぬぐい、強い意志を秘ひめた瞳でルイヤを見上げる。

「私は、もう泣かぬぞ」

「ほう」

「こんな世界、私が変えてやる。私が……“〝王”〟になってやる」

「本気か？」

「ああ。お前の下しも僕べにも言われた……現実がイヤなら、自分で変えろとな。誰だれも変えてくれないなら、私が変える」

　ルイヤから身を離し、プリエラは──若き王女は己の宿命を受け入れ、来きたるべき時に向け動き出す。

「王族は──私を含ふくめ、七人だ。歳としからして、私が『末子』ということだろうな。王族はいずれ殺し合う。最後の一人が陛下に謁えつ見けんし、譲じよう位いを受ける──それが、私の知る全てだ」

「末子のお前が目覚めたなら、いずれ貴族は割れるだろうな。王党派は七人をそれぞれ敬うだろうが、誰を“〝王”〟に推おすかでは意見が分かれるだろう。他の連中は尚なお更さらだ。この機に乗じて、己の欲よく望ぼうを曝さらけ出す」

　月光男爵ムーンバロンもその一人だったのだろう。王党派としての忠誠心と共に、立場の向上を狙い、幼い覚醒前の末子に目をつけた。だからこそ、京夜の干渉を脅威と感じた。

　京夜もまた、王党派として暗あん躍やくした。月光男爵ムーンバロンのやり方には異議を唱えつつも、世界の秩ちつ序じよのため、“〝王”〟のために新たな王族の誕生を望んでいたことは間違いない。

「今後も私を利用しようとする輩やからが出てくるだろう。だが、非力な佞ねい臣しんに用は無い。闇黒卿ダークロードよ、頼たのみがある。私の後見役となり、力を貸してくれぬか？」

　王女の申し出に、ルイヤは苦く笑しようした。自分には、一番遠いはずの役目なのに。

「いいのか？　俺は先代アイツを受け継ぐ者──いずれ“〝王”〟に牙きばを剥むく身だ」

「構わんさ。私とて相手を選ぶ権利はある。強い貴族でなければダメなのだ。お前は私の目にかなった。お前はただ自分の好きにすればいい。お前が陛下を斃たおせば、その分私が“〝王”〟になるのが早まるやもしれんしな」

　大人びた口調は、ルイヤすら軽口を叩たたけないほどの威い厳げんがあった。確かに、貴族を統すべる資格の片へん鱗りんを──王族にふさわしき覇は気きを感じる。

「いずれ私は必ず〈王都〉に招かれ、陛下の下へ行く。悪い話ではなかろう？　それに、お前に力をくれてやる」

「どういうことだ？」

「私をお前のデッキとやらに組み込こめ。私は未熟だが、仮にも王族だ。お前に力をくれてやるぐらいのことはできるはずだ。ブランクカードとやらを、一枚私で埋めろ」

　これにはルイヤも押し黙った。相手が完全に己に恭きよう順じゆんし、力になるのであれば、さっきの“〝決闘デユエル”〟のような複雑な手順は省略できる。だが──



    

  
    
      「どうした、貴様の覚かく悟ごはその程度か？　ならばやめておけ、そんな男では“〝王”〟の首など取れん。王族一人利用できずに、何が為なせる？」

　嘲あざける物言いに、ルイヤは負けを認めた。確かに、彼女の言うとおりだ。

「わかった」

　ブランクのカードを一枚取り出し、プリエラにかざす。彼女の小さな手がそれに触ふれたとき、精せい緻ちな絵え柄がらがカードに浮うかび上がる。

　それは王おう冠かんを戴き、類たぐいまれな気品と威厳を湛たたえて玉座に座すわる麗しき美女の姿。

　──ナンバー〈聖統なる女王フエイテツドクイーン〉──

「──せいぜい、カードに恥はじないよう使えるようになれよ？」

「そのセリフ、そっくりそのまま返すぞ。お前こそ、私を“〝王”〟にしろ」

　傲ごう慢まんに言い放ち、プリエラは右手をルイヤに差し出す。

「我わが名はプリエラ＝シェヴィート・マムラハー。我にその身を捧ささげよ闇黒卿ダークロード。さすれば汝なんじの悲願は果たされよう」

　ルイヤは跪ざまずき、その小さな手を取り、軽く口づけた後、厳おごそかに宣せん誓せいする。今ここに主従の誓ちかいと契けい約やくは為され、二人の戦いが始まる。

「──仰おおせのままに。王女殿下ユア・ハイネス」



    

  
    
      　終章




「……というわけで、今日から世話になることになった。よろしくな」

　朝食を終えた居間でプリエラは陽気に手を上げるが、琉る妃きはポカンと口を開けている。今し方ルイヤから昨夜の顛てん末まつは聞いたし、プリエラの身分も聞いたが──

「あの、本当にこのチンチクリンが王女？」

「……多分」

「多分とは何だ！　私は王女だぞ、エライんだぞ!?」

「黙だまれ、クソガキ」

　と、ルイヤはプニプニほっぺを摘つまみあげる。

「何をする、無礼だぞ！」

「うるさい黙れ。まだ特に何もできないんだろう？　手札が増えたのはいいが、カードの能力は俺にもよくわからん。お前は知っているか？」

「さあ？　あれだ、私が八頭身になるとかじゃないか？」

「……意味なっ。言っておくが、今のお前の位置は、使い魔より下だ。琉妃、構わんからこき使え。働かざる者、食うべからずだ」

「かしこまりました！」

　主あるじの許可が下り、第一の下しも僕べは艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。当然、プリエラは不満げに唇くちびるを尖とがらす。

「う～～何なのだ、この扱あつかい！」

「うるさい黙れ。あと、ガキなんだから早はや寝ね早起き、特に早く寝ろ。夜は俺の部屋に来るな」

「何な故ぜだ!?」

「あと二、三年したら意味がわかる」

　ルイヤの傍そばで、琉妃もうんうんと頷うなずく。防音は結構しっかりしているから声の点は問題ないだろうが、さすがに現場を見られるのはまずい。

「わかった……じゃあ、昼間からお前の部屋に張り込む」

「うん、全然わかってないな。琉妃、コーヒーだ」

　命を下してから、ルイヤはソファーに腰こしを下ろすが、その上にまたプリエラが座る。何か気に入ったので、定位置にする気らしい。

「……何だ？」

「……どうして、私を助けてくれたのだ？」

「さあな」

　ルイヤは遠い目で投げやりに言う。その闇色の瞳ひとみが、あの日の光景を映し出す。



　　　　　◆



　少年がゆっくりと目を開いたとき、視界は限りなく紅あかかった。体温のぬくもりを残した鮮せん血けつが、少年の頬ほおを叩き視界を真しん紅くに変えていた。

　彼が眼前の光景を理解するには、少し時間がかかった。

　自分を救った青年の左胸から、人の手が生えている。

　血にまみれたその禍まが々まがしい手は、すでに脈動を止めてはいるが、紛まぎれもなく心臓を握にぎり締しめていた。

　その手が心臓を握ったまま後ろに引き抜ぬかれ、青年の左胸には、埋うまることのない空白ができた。背中から左胸を貫つらぬかれた青年は、すでに事切れている。

「負け犬が。無様に逃げ出してまでしたかったことがこれか？　つまらぬ人生よな」

　そう、青年の背後に現れた存在は吐はき捨てた。その存在を認識したとき、少年は絶ぜつ叫きようして掴つかみかかる──が、それが実行される前に、その肉体は不可視の力で床ゆかに叩きつけられた。衝しよう撃げきに石造りの床は破は壊かいされ、両りよう腕うでの手首を繋つなぐ鎖くさりもまた破は砕さいする。

　少年はもう、それが誰か知っていた。全ての貴族の頂点に立つ、黒い影かげ。

　かろうじて顔を上げたとき、世界が塗ぬり替かえられていた。

　取り戻した視力が捉とらえるのは、暗い牢ろう獄ごくではなく、豪ごう奢しやな赤あか絨じゆう毯たんが引かれた無限とも思えるほどの広さの大広間。天てん井じようは高く、精緻なステンドグラスから光が差し込む。

　愕がく然ぜんと、少年は今いる場所を悟さとった。貴族ゆえに、たった今継けい承しようした知識──貴族のみに解放される、終わった世界の秘された閉鎖記憶バウンドメモリーを含むものが、今いる場所を認識させる。

〈王都〉。

　王の居城にして、玉座の間。

　いつしか“〝王”〟はルイヤから離はなれ、彼方かなたに位置するその立場を示す巨きよ大だいな玉座に腰かけていた。かなり離れているために、その輪りん郭かくはおぼろげながらしか掴めない。それでも、何故かその存在だけははっきりと感じ取れた。

「お前が次か」

　さして興味もなさそうに“〝王”〟は言った。

「…………してやる」

　少年の口から、呻うめきが漏もれた。“〝王”〟は特に反応せず、ただ青年の亡なき骸がらを見つめている。

「殺して……やる。お前だけは…………絶対に殺してやる!!」

　それまで他人を恨うらむことのなかった少年の心が今、闇に塗り潰つぶされた。

　やさしさゆえに──どれほど傷つけられても失われなかったそのやさしさゆえに、彼の全すべてが怒いかりと復ふく讐しゆうという闇に染まっていく。

　目の前の小さな反逆者に対し、“〝王”〟は興味を示さない。その視線の先にあるのは、心臓を抉えぐり取られても、微び動どうだにせず逝いった青年だけ。

　君臨者がいかなる感かん慨がいを抱いだいたか、誰だれも知る由よしはない。だが、その場に誰かがいたなら、青年の死体を見て心打たれるだろう。

　死してなお──庇かばうように、“〝王”〟から護まもるように、その背で全てを受けとめその場に佇たたずむ誇ほこり高き貴族の姿に。

「やってみろ」

　青年の背を見つめたまま、“〝王”〟はつまらなそうにそう言った。

「余は忙いそがしい。今お前に構っている暇ひまなどない」

　反乱とすら呼べぬ、ささやかな反はん抗こう。自らが絶対者でない以上、治世に多少の反抗はつきもの。いちいち構っていては、己の器量が問われる。ゆえに、歯し牙がにもかけない。

「その称号なはくれてやる。叙任式は、これで終わりだ。せいぜい励はげめ、闇黒卿ダークロード」

　途と端たん、ルイヤの視界全てが黒く歪ゆがんだ。次に瞬まばたきしたとき、もう辺りは牢獄へと戻り、束つかの間ま招かれた〈王都〉は姿を消した。

　残されたのは、少年と物言わぬ死体だけ。

「どうして…………？」

　少年は、青年を、先代の体を揺ゆすった。何もなかった自分に、全てを与えてくれた彼は、もう何も答えてくれない。

「どうして、僕ぼくのこと助けたの…………!?」

　それは、この先の人生で永遠に問い続ける問いかけ。

　答えは、きっとこの先もずっと得られない。

　しばらく、嗚お咽えつが牢獄に鳴り響ひびいた。一生分の涙なみだはそこで出し尽つくされ、全て涸かれ果てる頃ころ、少年は先代の死体を抱かかえ、歩き出した。



　　　　　◆



「どんな奴やつだったのだ？」

　プリエラの言葉が、ルイヤを現実に引き戻す。

「お前の先代とやらは……どんな奴だったのだ？」

　姫ひめ君ぎみの問いに、ルイヤは抑よく揚ようのない声で答える。

「ただの貴族だ」

　そう、ただの──そして本物の貴族。

　継つがせるとき、先代アイツは大事なことを何も言わなかった。

　後を頼たのむ、とか、俺おれの代わりに……とか、そんな大おお仰ぎようなことは何も言わず、ただ「元気でな」とだけ。

　年長者が年下の身を案じる、大人が子供にかける当たり前の……でも誰にも言われたことがなかった一言。

　押おしつけてくれればよかったのに。

　願いを押しつけて、戦うよう言ってくれれば、絶対にそうしたのに。

　でも、彼は何も言ってくれなかった。

　ならば──ただ、救い出すためだけにやって来たとでもいうのか。

　過か酷こくな運命に晒さらされた子供達を救うためだけに、その身を賭として、命の最さい期ごの灯ともし火びを燃やして、ただ散っていったとでもいうのか。偽ぎ善ぜんでも自己満足でもなく、死に至るそのときまで、自分以外の誰かのために戦える、そんな男だったというのか。

　あるわけがない、そんな夢物語。

　それでも、ルイヤは彼を忘れられない。

　どんなにつらい現実も、どんなに冷れい酷こくな事実も、たった一つの真実を覆くつがえすことはできないから。

　今も彼がくれた瞳に、最期の瞬しゆん間かんの顔が灼やきついている。

　それは一点の曇くもりもない笑え顔がお。

　彼はきっと、信じ、願っていたのだろう。

　たとえ唯ゆい一いつ救えた少年に重い十じゆう字じ架かを背負わせることになっても、彼がどこまでもすこやかに生き延びることだけを。

　たとえ限られた選せん択たく肢しの中でも、それでもなお、少年の幸せを願って。

　世界の善意は、そこにあった。

“〝王”〟によって真紅に彩いろどられた視界の中でも、先代は笑っていた。

　彼はもう、自分の記き憶おくの中にしかいない。

　ならば。

　俺がその存在を証明する。

　全てのカードを埋め、デッキを完成させ、阻はばむ貴族の全てを殺し──今一度〈王都〉へ。

“〝王”〟の前に立つ。

　その首を、必ず先代アイツの墓前に捧ささげる！

　腰かけるプリエラは気づかない。

　背後の青年が己の額を掴み、壮そう絶ぜつな表情で憎ぞう悪おに身を灼いていることを。

　かわって、彼に付き従う下しも僕べが束の間その炎ほのおを鎮しずめる。

「コーヒー……お持ち致いたしました」

　ふっとルイヤの顔から感情の波が消え、いつもの彼に舞まい戻る。

　どこか悲痛な顔で彼を見つめる琉妃を一いち瞥べつし、ルイヤはカップを受け取る。

　ようやく穏おだやかな時間が流れ始めたとき、琉妃は顔をしかめてプリエラの首根っこを掴む。

「どこに座ってるのかしら……？　早くどきなさい」

「うるさい、ここは私の席なのだ！」

　感傷に浸ひたる間もなく、眼前で無む駄だな女の争いが始まる。

　下しも僕べと王女の無意味な言い争いに肩かたを竦すくめながら、白はく皙せきの貴族はコーヒーを啜すすった。



    

  
    
      
　あとがき




　どうも、十と月づきです。皆みな様さまの声せい援えんに支えられ、新シリーズスタートの運びとなりました。元々は食事の席で軽く話した、タロットの大アルカナをモチーフにしたカードを使うドＳな貴族の話を担当がいたく気に入って下さり、とんとん拍びよう子しで刊行の運びと相成り感謝に堪たえません……が、今まで僕ぼくがどう思われていたか、新たな事実を知ってしまいました。

　主人公が眼鏡めがね着用の旨むねを伝えたとき、担当編集から返ってきた言葉は──



「また眼鏡ですか!?」



　……何か、編集部全体で眼鏡大好き作家と思われていたらしいです。いや、まあ、デビュー作は典型的な眼鏡主人公だし、前作も眼鏡コンビでしたけれども。

　とある方にも「眼鏡マスター」なる過分な評価を頂いたことがありますが、僕は眼鏡そのものが好きなのではなく、眼鏡をかけていても充じゆう分ぶんカッコいいけれども、眼鏡を外すと戦せん闘とう力りよくと美形度が二ふた桁けたほど跳はね上がるという設定が好きなだけです。

　もっとも、ルイヤの場合は裸ら眼がんがデフォルトで、読書と描びよう画が時に眼鏡をかけると性的な意味でのドＳ度と本人のエロい魅み力りよくが跳ね上がるという特とく殊しゆなパターンですが。ええ、リアル鬼き畜ちく眼鏡とは奴やつのことです。

　実は本文中でもそれを遺い憾かん無く発はつ揮きするシーンがあり、イラストにもラフの時点では描えがかれていたのですが……担当編集の判断で、琉る妃きがクローズアップされました。

　いや……わかりますよ？

　眼鏡ルイヤがいたら、二つの意味で琉妃喰くっちゃいますからね、わかりますとも。ラフの時点で超ちようエロかったですからね、胸揉もまれてる琉妃よりも。

　でも、失ってみて初めてわかったんです。

　眼鏡アイツが僕にとってどれだけ大事だったか…………!!

　その夜は、眼鏡、眼鏡と某ぼう伝説の漫まん才ざい師しのように呟つぶやきながら、飲めない酒を呷あおって枕まくらを濡ぬらしました（ネタです。念のため）。

　まあ、次巻ではきっといっせーさんの手による、ステキな眼鏡イラストがあるでしょう。

　無いのであれば、最悪二巻全編に亘わたってルイヤに眼鏡かけさせればいいだけですし（違）。



　そんなこんなで、今作は色々な意味で私の原点（？）に立ち返ることとなりました。八年ぶりぐらいに美形リミッターも限定解除しております。他のリミッターも外してんじゃねーかという声が聞こえた気もしますが、そちらは元々設もうけておりません。担当編集もそのへんはノリノリです。今後は一巻で書かれなかった京きよう夜やとエリザ姐ねえさんの夫婦生活の詳しよう細さいとかも……ゴニョゴニョ。

　ドラマガ九月号（二〇一〇年七月二十日発売）掲けい載さいのイラストも、いっせーさんの手で僕が熱く語った構図が非常にいい感じで描かれておりますので、是ぜ非ひご覧下さい。



　それでは、すでに胎たい動どうしている二巻予告です。ナレーターは琉妃ボイスに変へん換かん下さい。



〈黒こく宵しよう街がい〉を訪おとずれた二人の貴族が催もよおす幻げん想そうの夜会。

　招かれた者が見るのは、幸福な偽いつわりか、無む惨ざんな悪夢か。

　闇黒卿ダークロードは一対二の“〝決闘デユエル”〟に臨のぞみ、新たなカードがその戒いましめを解かれる。

　発動する超絶札技エクストラ・コンボ──そして、外れる死侯爵デスマークイスの仮面。

　姫ひめ君ぎみの期待に応こたえ、麗うるわしき下しも僕べの願いに応え、今こ宵よい、漆しつ黒こくの貴公子は優ゆう雅がに舞まう。



十月　ユウ　



    

  
    
      ダークロード

漆黒の断罪者



十と月づきユウ
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